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プロローグ






　軽快なチャイムが鳴り響き、若干の緊張感を持った授業時間の終わりを告げた。

　今のが今日最後の授業だ。放課後は何の用事もないし、さっさと帰ろう。

　鼻歌交じりに帰りの支度をしていた、丁度その時。

　俺の目の前に、いかにも「不機嫌です」と言いたげな女子が、腕を組んで立ち塞がった。

「ちょっと真さな田だ」

「げっ」

　またこいつか。

　父親が日本人、母親が外国人らしく、髪色はブロンド色のミディアムヘアー。

　まつ毛が長く、切れ長のアーモンドアイ。瞳は燃え盛るような緋ひ色いろをしている。

　日本人離れした完璧な美貌。色気。さらに高校生とは思えない圧倒的プロポーション。

　……ごく一部に目が惹ひかれるのは男の子なら当たり前の本能だろう。

　それほど彼女のごく一部は、ブレザーという厚手の上着の上からでも難なく主張していた。一言で言うなら、でかい。以上。

　間違いなく、この学校全体を見ても、最高の美人として名が挙がる少女。

　──なのだが。

「げって何よ、げって！　失礼しちゃうわね！」

「お前、俺が突然目の前に立ったらどう思う？」

「殴る」

「やめろ暴力女」

　余りにもバイオレンスな発言にさすがの俺もドン引き。こいつ俺のこと嫌いすぎだろ。

　……いや、俺も他人のことは言えないか。

　このハーフ美少女の名前は、久く遠おん寺じ梨り蘭らん。

　中学からの腐れ縁で何かと俺に突っかかってくる、一言で言うなら天敵のような女だ。

　そんな久遠寺が、小さくため息をついて口を開いた。

「真田。あとアンタだけよ、数学のノート出てないの」

「なんでお前がそんなこと知ってんの。ストーカー？」

「は、はぁ？　そんなわけないじゃない。私は先生に頼まれてノートを回収してんの。私、先生に頼られてるからね」

　得意げな顔をしている久遠寺が指さした先を見る。

　四十人分のノートが教卓の上に積まれ、かなりの量だ。どう考えても女子一人が持てる量ではない。

　……ま、俺には関係ないことだし、渡すだけ渡してさっさと帰ろう。

　ノートを手渡すと満足そうに受け取り、ノートの山を持とうとする。

　が、量が多くて不安定。今にも崩れそうだ。クラス四十人分だしな。そりゃこうなるか。

　というか美み濃の輪わ先生、この量を女子に持たせようとするなよ。

「おい、大丈夫か？」

「ふ、ふんっ。ここここれくらいいいぃ……！」

　手脚がプルプルで、全然大丈夫そうじゃねぇぞ。……ったく、見てられないな。

　帰り支度を終えて鞄かばんを背負うと、今にも崩れ落ちそうなノートの大半を奪った。

　キョトンとした久遠寺。呆ぼう然ぜんと、俺と手元に残った五冊程度のノートを交互に見ると。

　顔を真っ赤にして烈火のごとく怒りだした。

「ちょ、ちょっと！　私が頼まれた仕事よ！　返しなさいよばかぁ！」

「さすがにあれを見て見ぬ振りはできないからな。そこで帰るほど、薄情じゃねーよ」

「ふん！　……ありがと」

　わざわざ天敵に礼を言うなんて、律りち儀ぎな奴やつだ。

　と、そこに。

「ふふ。また夫め婦おと漫才してるの？」

「「夫婦じゃない！」」

　って、この声は。

「竜りゅう宮ぐう院いん……前から言ってるが、そういうイジりはやめてくれ」

「そそそ、そうよ！　誰がこんな奴と！」

「それはこっちのセリフだ」

「なんですって!?　アンタ私のどこが不満なのよ！」

「むしろ不満しかないが」

「むぎぎぎぎ……！」

　歯を向けて威嚇してくる久遠寺。犬か、お前は。

　俺達のやり取りを楽しそうに見ている竜宮院は、久遠寺に抱きついて頭を撫なでた。

「真田君、許してあげて。この子素直じゃないのよ」

「は、はぁ!?　何言ってるのよ璃り音おん！　むしろ私くらい素直な子はいないわよ！」

「はいはい」

　まるで聖母の微ほほ笑えみ。本当、竜宮院は可か愛わいいな。

　きめ細かな黒髪ストレートロング。髪と同じ黒い瞳に、おっとりとした目元。左目の下にある泣きぼくろがセクシーで色っぽい。胸は控えめだが、それを補うモデル並みの手足の長さに顔の小ささ。

　ザ・大和撫子やまとなでしこ。そんな言葉が似合うのが彼女、竜宮院璃音だ。

　本当、久遠寺は竜宮院の爪の垢あかを煎じて飲んで欲しい。そうしたら、少しは大人しくて控えめで可愛げのある久遠寺になるだろう。

「アンタ、今失礼なこと考えなかった？」

「気のせいだ」

　ナチュラルに人の心読むの止やめろ。

　ノートを手に廊下を歩くと、後ろで久遠寺と並んで歩いていた竜宮院が思い出したかのように口を開いた。

「そういえば明日ね。運命の日」

　ああ、そうか。明日か。四月二十二日。通称、運命の日。

　今年十六歳になる少年少女は、その日になると左手の薬指に赤い糸が現れる。

　奇病、『運命の赤い糸症候群』。

　同おない歳どしの世界中の誰かと必ず繫つながってるとされるそれは、運命の日に突然現れる。それと同時に、頭の中に相手の顔が思い浮かぶんだとか。

　切ることも燃やすこともできない、原因不明の奇病。

　いや、そもそも世間では病気ではなく、神様がくれた奇跡とされている。

　何故なぜか。赤い糸で繫がっている二人が一緒になれば必ずいいことが起きるから、らしい。

　だから左手の薬指に現れるそれは、『運命の赤い糸』と呼ばれていた。

　俺の『運命の赤い糸』は誰と繫がってるんだろう。気になるものは気になる。

　俺でもこんなに気になってるんだ。竜宮院なんて自分の左手をかざして目をキラキラと輝かせていた。

「ふふ。私はどんな人と繫がってるのかなぁ。楽しみね、梨蘭ちゃん」

「そう？　自分の意思と関係なく好きな人を決められるのって、なんかイヤじゃない？」

「梨蘭ちゃん、それをイヤって思わないのが『運命の人』なのよ」

「うーん……」

　確かに。ウチの両親も言っていたが、初めて出会った時から互いを好きになったらしい。いや、本当は頭の中に相手の顔が浮かんだ時から、結婚を意識するほど好きになっていたんだとか。

　不思議なことが多い『運命の赤い糸』、か。

　欲は言わないが、優しく甘えさせてくれるおっぱいの大きい人がいい。欲は言わないが。

　大事なことなので二回言いました。

　なんて想像（妄想じゃないよ）を膨らませていると……目の端に、チラチラと俺を見る久遠寺の姿が映った。

「なんだよ」

「んぇっ!?　な、なにが？」

　がっつり目を逸そらしてんじゃねーか。

「俺の方見てたろ。文句があるならいつでも聞くぜ」

「み、見てないわよ。自意識過剰なんじゃないの？」

「いや見てたろ」

「見てない！」

　頑かたくなだな。……ま、こいつが俺を見ていようが見ていまいがどっちでもいいか。

　なんてやり取りをしている間に、職員室に到着。

「じゃ、梨蘭ちゃん。私は外で待ってるわ」

「ええ。行ってくるわね」

　久遠寺が職員室の扉を開ける。それに気付いた数学の美濃輪先生が、ニコニコと俺達を見てきた。美濃輪先生はご高齢の先生で、我が校のおばあちゃんとして親しまれている。

「あらあら。相変わらず仲がいいわねぇ、梨蘭さんと暁あき斗とくんは」

「「よくありません」」

「ほら、息ぴったり」

「「ピッタリじゃありません」」

「二人が運命の人同士だったら、とっても素敵だと思うの」

「「素敵じゃありません。……真ま似ねすんな！」」

　ったく、こいつはイライラさせやがる。

　中学の時からそうだ。こいつに何か恨まれるようなことをやった覚えもないのに、ずっとずっと俺に突っかかって来やがる。全く、何がしたいんだか、こいつは。

「ふん。……嫌い。アンタなんか、嫌いよ。べっ」

　小さく舌を出して威嚇してくる久遠寺。そんなの知ってますよ。けっ。

　職員室を出ると、廊下で待っていた竜宮院が駆け寄ってきて久遠寺に抱きついた。

「おかえり〜」

「むぎゅっ。璃音、苦しい……！」

「あっ、ごめんなさい」

　てへっと舌を出す竜宮院。可愛い。

　久遠寺は竜宮院のハグを受け止め、そっとため息をついた。

「あーあー。私の運命の人、璃音ならいいのに」

「私も梨蘭ちゃんになら抱かれてもいいわ」

「ごめんそれは無理」

「ひどい」

　なに校内で百合ゆりしてんだこいつら。……やることもやったし、帰ろう。

　百合百合している二人に背を向けると、久遠寺が嚙かみつくように声を掛けてきた。

「ちょっと真田！　明日はアンタが日直だからね！　忘れんじゃないわよ！」

「おかんかお前は」

「返事！」

「……へいへい」

「はい、でしょ！」

　だから、おかんかお前は。




　　　　◆




　放課後、家に帰ってきてから日課のトレーニングやライトノベル、漫画の新刊を読んだりしているんだが……正直、全然集中できていなかった。

　時間は二十三時五十分。あと十分で四月二十二日。運命の日だ。

　本当は放課後からずっとソワソワしていて、人生で一番長い一日を過ごしてる気がする。

　うーん。一体どんな人が運命の人なんだろうか。そもそも日本人なのか、外国人なのか。そこすら怪しい。

　まあ、『運命の赤い糸』が見えだしてから英語が世界共通言語になったし、そこは心配する必要はないけど。

　緊張で鼓動が速まるが、秒針が速まることはない。いつも通り同じペースで刻むだけ。

　先にも言ったが、親おや父じ達曰いわく赤い糸が見えると相手の姿が脳裏に浮かぶらしい。

　さすがに名前はわからないらしいが、ずっとその人のことが頭から離れないんだとか。

　どんな人が運命の人なんだろう……綺き麗れいな人か、可愛い人だったらいいな。

　もし竜宮院が運命の人だったら、幸せだろうな。……ま、そんなことありえないか。

　時計を見る。日付が変わるまで、あと五分まで迫っていた。

　たかだか十六年の人生だが、人生の中で一番長い十分だ。

　寒くもないのに身震いをし、鼓動が速まる。

　あと、四分。三分。二分。一分。

　す───……はぁ───……。

　……よし来い！




『真田暁斗──あなたのことが大好きよ』




　………………………………ん？

　金髪のミディアムヘア─。緋ひ眼がんのアーモンドアイ。高校生とは思えないたわわな胸。

　日本人離れした美貌が、頭の中で俺に向けて優しい笑顔を浮かべている。

　その相手とは。

「久遠寺……梨蘭……!?」




　　　　◆梨蘭◆




「────────ッッッ!?」

　え………………そんな……………………うそ……うそうそうそうそ、うそっ!?

　今は……四月二十二日。運命の日。

[image: ]

　左手の薬指には、間違いなく『運命の赤い糸』が現れていた。

　そして脳裏に浮かぶのは、真田の顔。

『久遠寺梨蘭──お前を愛している』

「〜〜〜〜〜〜〜〜ッッッ!!」

　真田……暁斗……！

　長すぎず、短すぎないスッキリとした黒髪。一見目つきが悪いように見える切れ長の目。

　キックボクシングやトレーニングをしているらしく、引き締まった体。

　だらしない。面倒くさがり。へらへらしていて、いつも周りに誰かしら女の子がいる。




　──私の大好きな人。




　あっ、明日からどんな顔して会えばいいのよぉ！

「真田のばかぁ……！」











第一話　運命の赤い糸






　結局、一睡もできなかった。

　左手に光る赤い糸。それを辿たどってみると、部屋の壁を突き抜けて真まっ直すぐ伸びている。

　繫つながっている場所は……勿もち論ろんあいつだ。

　中学の時から俺に対して何かと突っかかってくる天敵のような女。

　腹立つ。憎たらしい。イライラする。

　可か愛わいいのは認める。ハーフ美女と言うべきか、芸能人顔負けの美しさだ。

　そんな……そんな女が、俺の運命の人って。

「はぁ……どんな顔してあいつに会えばいいんだよ」

　既に早朝五時を過ぎた。怠だるさはあるが、脳が興奮して寝られそうにない。

　ベッドに寝転び、黙って天井を見上げる。とにかく少しでも眠らなくては。

　何も考えず、何も感じない。ただ、そこにあるシミを見つめるのみ。

　そうすると……ほーら眠気がやってきた。いいぞ眠気。がんばれ眠気──。




『ちょっと暁あき斗と、もっと私の方を見て！』

『暁斗、これ似合うかしら？』

『ねぇ暁斗……キス、したい』




「〜〜〜〜ッ！」

　い、いきなり頭の中に出てくんじゃねぇ！

　くそ、なんでよりによってあいつなんだよ！

　この世にいったい何人の同おない歳どしの女の子がいると思ってるんだ！　ふざけんな神様！

「はあ……気分転換に散歩でもしてくるか」

　もう寝るのは諦めた。頭を冷やそう。

　寝間着から動きやすい服装に着替え、ジャケットを羽織って外に出る。

　……涼しい。この季節には珍しいが、早朝はこんなもんなのかもな。

　河原の堤防をゆっくりと歩く。そよ風が頰をいたずらに撫なでるが、今はその風が心地いい。

　堤防にいるのは犬の散歩をしてる人、新聞の配達員、ランニングマンくらい。同い歳くらいの奴やつは誰もいなかった。当然か。こんな時間に高校生が起きてるはずがない。

　長い橋を渡って、丁度中央辺りにやってくる。ふと立ち止まり、左手を空に掲げた。

　薬指から伸びている赤い糸は、結ばれている本人同士にしか見えない。

　物や人間を突き抜け、本人同士を結び付ける不変の糸。それが『運命の赤い糸』だ。

　唯一変わるとすれば、運命の相手が死んだ時くらいらしい。

「はぁ……どうしてこうなったのやら」

「こっちのセリフよ」

「いやいや俺の……ん？」

　声がした方を振り返る。

　相変わらず、憎たらしいほどむすっとした顔。体のラインを浮き立たせる動きやすそうな服装。朝日を反射する綺麗で煌きらびやかな金髪。普段は気にしていなかったが、近くにいるだけでふわっと香る柑かん橘きつ系の爽やかな香り。俺を睨にらむ目はいつも通り鋭いが、頰は紅葉を散らしたように赤らんでいる。

　そう、俺の天敵兼運命の人。久く遠おん寺じ梨り蘭らんが、そこにいた。

　なんでここにとか、タイミング悪すぎとか、色々思うことはあるが……。

　あくまで平静を装よそおい、ぶっきらぼうに口を開く。

「……なんでここに？」

「私、朝に散歩するのがルーチンだから」

　もう朝に散歩すんのやめよ。

「「…………」」

　黙りこくる俺と久遠寺。

　チラッと左手を見ると……やっぱり、久遠寺に繫がっていた。

「……夢なら覚めてくれ」

「んなっ！　しっつれいねアンタ！」

「お前だってそう思ってるだろ？」

「あっ、当たり前じゃない！　誰がアンタなんか！」

　腕を組んでそっぽを向く。

　その格好のせいで（おかげで？）、胸の大きさが更に際きわ立だった。

　前から思ってたけど、やっぱりスタイルいいな。高校生とは思えない発育……って、何考えてんだ俺は！

　お、落ち着け俺。いくら顔がよくてスタイル抜群でいい匂いだけど、相手はあの久遠寺梨蘭だぞ。俺を目の敵にする、俺の天敵。それ以上でもそれ以下でもない。

　……いや運命の人だけど。

「ま、全く……朝からアンタと会うなんて、最悪の一日ね」

「……」

「……なんで黙ってるのよ」

「いや……久遠寺はいつも通りだなって、ちょっと安心した」

　そうだよ。俺達の関係は、こんな『運命の赤い糸』程度じゃ変えられない。

　なぜかわからないけど、こいつは俺を敵視し、俺もそれに張り合って天敵認定している。

　だから大丈夫……大丈夫だ。

　俺の言葉に、久遠寺は慌てた様子でそっぽを向いた。

「あ、当たり前じゃない。私とアンタの関係は、そんな簡単に変わらないわよ。私みたいな可か憐れんで綺麗な美少女と『運命の赤い糸』で繫がってるからって、調子に乗らないでよね」

　そこで俺が左手を上げると、久遠寺も律りち儀ぎに左手を上げた。

　俺達を結び付けている赤い糸。もはや赤を通り越して紅……いや、緋ひ色いろのような糸だ。

「……これが現実かぁ」

「ぶっ飛ばすわよ!?」

　怒られた。俺と繫がってることに怒ってるのか、俺の素っ気ないリアクションに怒ってるのか、よくわからないが……まあよかった。うちの両親曰いわく、『運命の赤い糸』で結ばれた二人が出会うと、無条件で相手を好きになるらしい。

　だけど、俺には久遠寺を好きになるとかそんな感覚はない……と思う。いや、可愛いと思うのは思うんだけど、これが恋愛感情につながるのかと聞かれると、それもちょっと違う気がする。それに久遠寺を見ているけど、こいつもいつも通りのはずだ。

　ということは、俺達は例外というものなんだろう。

　これで久遠寺が、頭の中で思い浮かべてるような言動や行動を取ってきたらどうしようかと思った。

　……ざ、残念とか思ってないからな。本当だぞ。

「ところで真さな田だ」

「っ。な、なんだよ」

　突然話し掛けられ、ちょっとどもってしまった。恥ずかしい。

「赤い糸が現れた時、私が頭の中に現れたと思うけど……どう思った？」

　……正直な話、最悪だという思いは湧かなかった。むしろ繫がってるのが知らない奴じゃないことがわかって、ちょっと嬉うれしかったというか、安心したというか。

　でも言わない。こんなこと久遠寺に言ってみろ。絶対嚙かみつかれる。

「……別に。ああ、こいつかって感じだ」

「そ……そう……」

　……なんでそんなあからさまに落ち込んでるんだ、こいつ。

「……わ、私も同じよ。ばーか」

「何不機嫌になってんだ」

「知らない。ふん」

　乙女心、複雑怪奇すぎる。

　それにしても……本当にいつも通りだな。赤い糸が見えてもいつも通りって、ちょっと安心した。

　久遠寺は俺に背を向けると、ほんの少しだけ振り返り。

「私、もう行くから。アンタ今日日直でしょ。遅れんじゃないわよ！」

　それだけ言って、走って行ってしまった。

　やれやれ。いつも通りのあいつにこんなにも安心するなんてな……このまま、何事もなく生きていきたいもんだ。

　……ん？　待てよ。この赤い糸は俺と久遠寺を繫いでいる。

　つまり、今お互いにどこにいようと、この糸を辿ればわかるってわけだ。

　会いたくないと思えば、会わないで済むはず。それなのに……なんであいつ、俺の後ろに立ってたんだ？

　……いや、考えすぎだろう。朝の散歩が趣味って言ってたし、ここが散歩コースなだけなのかも。俺がいようといつもと同じ散歩コースを歩く……本当、律儀な奴だな。
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　散歩から帰り、制服に着替えて朝食を食べる。それでもまだ七時を回ったくらいだ。

　父さんは会社に行ったのか家にはおらず、母さんも朝からパートと言っていた。

　今リビングには、妹の琴こと乃のだけがいる。

　琴乃はゆったりとしたキャミソールに、ピッチリとしたショートパンツ姿だ。動きやすいのはわかるが、露出が多すぎませんか、我が妹よ。父さんが見たら悲しむぞ。

　俺の前でトーストをかじっている琴乃は朝からテンションが高く、テーブルに乗り出して鼻息荒く質問攻めして来た。

「お兄、今日が運命の日だよ！　どんな人がお兄の運命の人だった!?」

　妹よ、薄着なんだからテーブル越しに前のめりになるのはやめなさい。

　真田琴乃。中学三年生。俺の妹だ。

　中学生なのに大学生と言われても信じられるくらい成長した、大人びた体付きと容姿。

　年子で年齢が一つしか変わらないが、まるで小学生のように元気ハツラツ。

　兄離れができていないのがたまにキズ。でも兄としては嬉しい。

　見た目は大人、中身は子供。それが我が妹である。

　そんな琴乃が、俺と同じ焦げ茶の目を爛らん々らんと輝かせ、茶色に染めたポニーテールをブンブンと振り回して聞いてきた。

「ねーお兄、教えてよう！　減るもんじゃないし〜」

「別に、誰だっていいだろ」

「よくないよ！　将来の私のお姉ちゃんだよ！」

「いや、別に結婚するって決まったわけじゃ……」

「チッチッチ。わかってないなぁ〜お兄は」

　まるで外国人のようなリアクション。ひっぱたくぞ。

「運命の人と結婚しない人なんて、今の時代じゃレトルトだよ」

「レトロな」

「同じだよ！」

　どこがだ、アホ。

　琴乃は椅子にあぐらを組んでトーストにかじりつく。女の子なんだから、そんなお下品な格好をするんじゃありません。

「ほーだなぁ……ごくん。個人的には梨蘭たんがいいな。お兄と仲良さそうだし！」

「んぐっ……！」

　勘がよすぎないか、我が妹よ。

「あーもー、何してるの。はいお水」

　受け取った水を一気に飲み干し、息を吐く。

　……言えん。あいつが運命の人だなんて、絶対言えん。

　あれは俺が中三、琴乃が中二の頃。母さんのお使いで買い物に行ったある日、スーパーで久遠寺に出くわした。ばったりと。

　そこで勃発するいつものやり取り。

　それを側そばで見ていた琴乃は、見た目は可か愛わいい久遠寺を気に入り、俺と久遠寺のやり取りを見てとっても仲良しと判断したらしい。

　そんな琴乃に、俺と久遠寺が『運命の赤い糸』で繫つながってるなんて知られてみろ。

　絶対、めんどくさい。

　俺は極めて平静を装って、コーヒーに口を付ける。

「んなわけないだろ。授業でやった通り、『運命の赤い糸』は同おない歳どしでも、世界中の誰かと繫がってる。それが同じクラスの女とか、どんな確率だ」

「え、梨蘭たんと同じクラスだったの!?　それってもう運命じゃん！」

　……しまった、墓穴を掘った。これは早めに退散した方がよさそうだ。

「だから違うっての。ご馳ち走そう様さま」

「もう行くの？　今日も自転車で送ってってよー」

「俺、日直。お前、送れない」

「なんでカタコト……わかった。いってらー」

「おう。琴乃も遅れんなよ」

　琴乃の頭を撫なでると、ほにゃっと笑った。あいつにも琴乃の半分でも愛あい想そがあればな。

　……また久遠寺のことを考えてしまった。嫌になるな、この『運命の赤い糸』ってのは。

　家を出た時刻は朝七時半。本当なら八時に出ても間に合うが、日直は朝の仕事があるから早めに学校に行かなきゃならない。

　ホームルーム前に先生の配るプリントを運び、黒板を綺き麗れいに拭き……面倒なルールだ。

　自転車を飛ばし住宅街を抜けて、イチョウ通りと呼ばれる大通りに出る。

　この時間、まだ朝も早いから、普段は学校に向かう生徒はいない。いるとしても朝練のある運動部くらいだが……今日はやけに人が多いな。それも、同じ学年色（赤色）の奴やつら。

「私の運命の人、超イケメンだった！」

「俺の運命の人、アメリカ人だったぜ」

「私の運命の人は微妙だけど、頭に浮かんだ瞬間に『あ、この人しかいない』って思った」

　あー……なるほど。自分の運命の人がどんな人なのか話してるのか。

　……ますます言いづらくなったな。

　そんな同級生を横目に、県立銀ぎん杏なん高校へと続く坂道を漕こぐ。

　ちょっと急な坂道だが、俺には丁度いい。えっちらおっちら。

「へいへいへーい！　来たな、暁斗！」

「アッキー、おはー」

「ん？　おー。なんだお前らか」

　一人はつんつん頭の茶髪が特徴の巨人。身長百九十センチオーバーの大男、倉くら敷しき龍りゅう也や。

　もう一人はツインテールと寝ぼけ眼が特徴的。身長百四十センチのロリ、十じゅう文もん寺じ寧ねい夏か。

　二人とも中学からの友達で、俺と久遠寺の仲の悪さをよく知っている人物だ。

　自転車を駐輪場に停とめ、一緒に校舎へと向かう。

「どうしたんだよ、お前ら。今日はやけに早いな」

「もう、暁斗のいけず〜。わかってるく、せ、に♪」

　ぶん殴ってやろうか、こいつ。

「今日は運命の日だよ、アッキー。語ろうぜぇ」

　やっぱりそうくるか。……言えない。だって俺と久遠寺だぞ。いちいち俺に突っかかってくる、不ふ俱ぐ戴たい天てんの天敵中の天敵。水と油。犬猿の仲。

　そんなあいつと俺が『運命の赤い糸』で結ばれてるとか、こいつらに知られてみろ。

『マジ、マジ!?　おんもしれぇ！　同おな中ちゅうの奴に広めてやろ！』

『けけけけけっ、拡散してやるぜぇ！』

　ってなる。それだけは阻止せねば。あいつの為ためにも。……あいつの為ってなんだ。なんで俺があいつの心配をしなきゃならんのだ。

「語ろうって言っても、その人のことほとんど知らないだろ」

「ま、頭に浮かんだ人の特徴を言っていこうや」

「アッキーの運命の人はどうなん？」

　浮かんだ特徴──可愛い。

　ってちがああああああああああああああああああああああああう！

「ちょ、暁斗落ち着け！」

「アッキー。下げ駄た箱に頭打ち付けちゃ、下駄箱が可哀想だよぉ」

「ネイ、もう少し暁斗を心配してやれ……」

　くそ、なんでこんなにも久遠寺のことで一喜一憂しなきゃならないんだよ……。

「どうしたんだよ、暁斗。今日おかしいぜ。テンション上げていこう！　へいへいへーい！」

「へいへいへーいだぜ、アッキー！」

「龍也はともかく寧夏は全くテンション高く見えん」

「だってこれがウチだしなぁ」

　知ってる。

　変わらない二人を見てると、落ち着くなぁ。寧夏が俺の運命の人だったらよかったのに。

　……いや、ないな。

　そんな二人と話していると、昇降口の大扉から二人の女子生徒が入ってきた。

「ほらほら、梨蘭ちゃん。いい加減教えてほしいな、あなたの運命の人」

「だ、だからパッとしない奴だって言ってるじゃない！　……ぁ……」

　あ……久遠寺。

　あっちも俺に気付き、目が合う。一瞬気まずそうな顔をしたが、直すぐに眉を吊つり上げた。

「……何よ、文句あんの？」

「ねーよ」

「言っておくけど、私は璃り音おんと約束してたから、朝早くここにいるだけだから」

「いや、聞いてねーし」

「「ふん！」」

　俺は背を向け、久遠寺から逃げるようにその場を足早に後にした。

「ちょ、暁斗待てよー」

「じゃね。リラ、リオ」

　後に続く二人。その二人にバレないように、口元を手で覆ってあくびをするフリをした。

　そうでもしないと……あいつとの何気ないやり取りが楽しくて、嬉うれしくて……ニヤける顔を我慢できそうになかったから。




「あれ？　梨蘭ちゃん、顔がニヤついてるわよ？」

「そそそそそ、そんな訳ないじゃない！」
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「にしても、暁斗と久遠寺って本当に仲悪いよなぁ」

「だねぃ。ウチらとつるむようになる前から仲悪かった気がするぅ」

　後ろから着いてくる龍也と寧夏が、不思議そうに俺と久遠寺の話をしていた。

　そりゃそうだろう。俺と久遠寺が仲が悪いのは中学一年の時から。この二人とつるみ始めたのは二年の時だ。

　理由は……正直わからん。

　あれは七月も半ばに入り、もうそろそろで中学初の夏休みという頃だった。

　他クラスから、突如俺のいた一組に乱入してきた久遠寺。

　俺を見つけるなり何かを言いたそうにしていたが、顔を真っ赤にさせて何も言えず。何やらテンパってるかのように見えた。

　暫しばらくしてからの第一声が、こちら。

『ア、ア、アンタなんて！　認めたわけじゃないんだからぁ！』

　だ。意味わからんだろ？　大丈夫、俺もわからん。

　これには当時一緒にいた友達もぽかーんだ。

　確かに当時の俺は、お世辞にもしっかりはしてなかった。ちゃらんぽらんと言われても仕方ないくらいには、適当な性格をしていたと思う。

　それでも、それが許されるべく勉強と運動は頑張った。そのおかげで、今でもそれなりにいい成績ではいる。

　それなのにいきなりあんなこと言われて……当時のことを思い出したら、なんか腹立ってきた。どうやら俺の脳は、まだ奴を天敵として認識しているらしい。

　……いや、こんなことで腹を立ててもエネルギーの無駄使いだ。切り替えよう。

　何事もなく五組の教室にやって来た。ちらほらだが女子達が楽しそうに談笑している。

　クラスでもイケイケのギャルグループ。まだ高校生活が始まって半月だというのに、見事にカーストトップの座に君臨していた。

　と、その中の一人のギャルが俺を見るなり華やかな笑顔を向けてきた。

「あー、サナたんおはー」

　淡い桃色に染め、緩いウェーブの掛かったロングヘア─に、第三ボタンまで開けたシャツ、スカートもかなり短い。いわゆる典型的なギャルだ。

　メイクはナチュラルでケバくない。童顔かつ甘い声だから、実年齢より幼くも見える。

　彼女の名前は、土つち御み門かどひより。ちょっと縁があってできた友達だ。

「おはよう、土御門」

「むー、ひよりんって呼んでよー。この苗みょう字じ堅くて嫌いなんだからさぁ」

「なんで。かっこいいだろ土御門」

「ひ、よ、り、んー」

　ガキかこいつは。

　と、そんなやり取りを見ていた黒ギャル（確か黒くろ瀬せ谷や）が、俺と土御門を交互に見て興きょう味み津しん々しんといった感じで聞いてきた。

「えー、なになに？　ひよりんとサナダ、知り合いなん？」

「うん。ひよりの運命の人だよー」

「「……は？」」

　え、こいつ何言ってんの？

「アッキー、まじ？」

「こいつは驚いたな。だから暁斗、さっき言いづらそうにしてたのか」

「待て寧夏、龍也。違うからな。土御門も、変な誤解を生むようなことを言うんじゃない」

　デコピンくらえ。

　センターで分けられた土御門の綺麗なおでこを弾はじくと、「あいたー」と嬉しそうに摩さすった。全くこいつは……。

　小さくため息をつく。すると、黒瀬谷が目を輝かせて口を開いた。

「で？　で？　ひよりん、なんでサナダが運命の人なん？」

「んー。ひよりね、入試の日に結構エグい痴漢にあったんだぁ。怖くて怖くて、声も出せなかったのー。その時助けてくれたのが、サナたんなんだー」

　と、俺に熱っぽい視線を向けてくる。

　何となく居心地が悪くなり、目を廊下の方に逸そらすと──ヒッ!?

「…………」

　く、久遠寺が鬼のような形相で睨にらんでらっしゃる……!?

「梨蘭ちゃん、いつにも増して怖いわよ」

「怖くないもん！」

　いや怖いぞ。

　だけど、そんな久遠寺に気付かない土御門は、まだ話を続ける。

「あの時、入試の緊張と相まってギャン泣きしちゃってさー。メイクもボロボロだし、頭も心もぐちゃぐちゃだし、あーもーいーや。やーめたって感じだったの」

　確かに、あの時の土御門は放っておけないくらいに泣いてたっけ。

「でもね、それもサナたんが助けてくれたんだぁ。コンビニであったか〜いココアと、あま〜いチョコを買ってくれてね。受付の締しめ切きりギリギリまで、全力でひよりを励ましてくれた。だから今のひよりがここにいるのは、サナたんのおかげなんだよぉ」

　にこりと微ほほ笑えむ土御門。それを見たこの場にいるみんなは、おぉ〜と感嘆の声を上げた。

「暁斗、お前やるじゃん」

「さすがアッキー。よっ、色男」

「やめろ恥ずかしい」

　俺だって、好きで人助けをした訳じゃない。

　土御門を助けたのは、同じ銀杏高校を受験するって知ったからだ。

　別の高校を受験する子だったら、多分駅員さんに任せてさっさと試験会場に向かっただろう。

　同じ高校を受験するために頑張った努力を考えたら、どうしても放っておけなかった。それだけだ。

「だからこそ残念だなぁ。ひより、絶対サナたんが運命の人だと思ったのに」

「まあまあ、ひよりん。そんな奇跡あるはずないって」

「ぶーっ」

　他のギャルに慰められながら、パックジュースを飲む土御門。

　土御門が運命の人だったら……なんか一生甘やかされてダメ人間になりそうだ。

「じゃあ、土御門の運命の人ってどんな奴やつだったんだ？」

「普通かなー。頭に浮かんだ瞬間に、あーなるほどねーとは思ったけど」

　……？　なんか、リアクションが薄いな。

「サナたんは？　相手、どんな人だったの？」

「さーて席に座るかー」

　ガシガシガシッ。両肩を龍也、左手を寧夏、右手を土御門に摑つかまれた。

「おいおい、逃げるなよ暁斗」

「ゲロっちまった方が楽だぜぇ」

「サナたん、聞きたいなー」

　こいつら、こんな時だけ仲良すぎじゃね？

　そっと久遠寺を見る。久遠寺は竜りゅう宮ぐう院いんと話してはいるが、バッチリ聞き耳を立てていた。

　本当は、あいつだって言いたい。

　嫌いで、大嫌いで。天敵みたいな奴で、いがみ合ってるって声を大にして言いたい。

　でも……心の隅では、あいつに傷付いて欲しくないって思っていて……。

「……普通、かな？」

「じゃあさ、ひよりとどっちが可か愛わいい？」

「甲乙つけがたいがどっちも可愛いな。だけど運命の人補正で……はっ!?」

　つ、つい可愛いかと聞かれたから答えてしまった！　久遠寺は……よかった、竜宮院との話に夢中になってて聞いてないみたいだ。

「なにー？　ウチらのひよりんより可愛いってのかー？」

「ひよりんの方が絶対可愛いのにー」

「うぎゅっ。えへへぇ」

　左右からギャルに挟まれご満悦の土御門。

　こ、これ以上この話を掘り下げるのはやめておこう。

「じゃ、じゃあ俺、日直の仕事があるから」

「暁斗、また後で聞くからなー」

「逃げんなよアッキー」

　うるせぇ。




「梨蘭ちゃん、手で顔を覆ってどうしたの？」

「にゃんでもにゃい」
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　日直の仕事が終わり、朝のホームルーム間近。ようやく自分の席に戻って来られた。

　なんだか今日は、異様に荷物が多かったな。いつもの倍疲れた。

　因ちなみに席は出席番号順で、俺の座る列は久遠寺、倉敷、真田、十文寺となっている。

　しかし、寧夏が小さすぎる上に龍也がデカすぎるため席順が変わり。

　特例として十文寺、久遠寺、俺、倉敷と並び順が変わっている。

　勿もち論ろん俺達がこんなふうにしてほしいと言ったわけではない。我らが担任のご厚意である。

　ありがとう、先生（殺意）。

「はぁ……」

「ちょっと、後ろでため息つかないでよ。アンタの陰気な空気が私に当たるじゃない」

「……ああ、いたのお前」

「いたわよ！」

　朝から突っかかってくんな。疲れるから。

　久遠寺は文句言いたそうな顔で振り返る。おん？　やんのか、てめー。

　だが久遠寺は俺達を繫つなぐ『運命の赤い糸』を見ると、一瞬で頰を赤らめて前を向いた。

　それを見ていた後ろの龍也が、驚いたような声を上げる。

「へぇ……あの久遠寺が引き下がったぞ。珍しいこともあるんだな」

「そ、そうだな」

「暁斗、お前何かやらかしたか？　ついに愛あい想そでも尽かされたか」

　愛想尽かされた方がいいんだが。それを言うと、勘繰られそうだから言わないけど。

「あーあ。この夫婦喧げん嘩かを見るのが毎日の楽しみなんだけどなぁ」

「「夫婦じゃない！　……ふんっ」」

「お、ナイス夫婦」

　だから夫婦じゃないって……もういいや。

　はぁ……昨日までは単に気に食わない、気の合わない女って感じだったのに。今は久遠寺のことが気になって仕方ない……恐るべし、『運命の赤い糸』。

　改めて左手の薬指を見る。

　触ろうとしても触れず、物質も突き抜けて伸びる赤い糸。

　自分達の糸は本人同士にしか見えない。本当、なんなんだ、これは。

「なあなあ、アキえも〜ん。暇だよぉ、構ってよぉ」

「やめろ、服を引っ張んな。あと五分くらいで先生来るぞ」

「やれることはあるさ」

「なに」

「運命の人について」

　チッ、忘れてなかったか。というか久遠寺、こっちに反応するな、バレるだろ。

「昼メシの時間でいいだろ。今は寧夏もいないし」

「お、乗り気だな。よし決まりだ」

　全く。そんなに人の運命の人が気になるかね……。

　赤い糸とは関係ない、他愛もない世間話をしていると、教室の前から先生が入って来た。

　眼鏡をかけた若い女性の先生。背がスラッと高く、歩く度に揺れるポニーテールと巨乳が特徴的で、キリッとした雰囲気から男女問わず人気がある。

　我が一年五組の担当教師、三さん千ぜん院いん真ま綾あや先生だ。

　三千院先生は教壇に立つと、鋭い菫すみれ色いろの目でクラスを見渡す。

「……では諏訪部すわべ委員長、号令を」

「はい。起立、気を付け、礼。おはようございます」

「「おはようございます」」

　クラス委員長である諏訪部さんの号令で、全員が挨拶をする。

　このクラス、意外とギャルやヤンチャそうな生徒はいるが、こういう所はしっかりとしているのだ。

「おはようございます。さて本日ですが、皆さんご存じの通り運命の日です。なので今日の一時間目の現国の授業は変更となり、運命の日と『運命の赤い糸』について勉強します」

　クラスがざわついた。だけどそれもわかる。運命の日と『運命の赤い糸』に関しては、小さい頃から勉強して来ているのだ。今更感はあるが……ま、先生がやるって言うならやるしかないか。

　ホームルームが終わり、そのまま一時間目の授業に入った。

　三千院先生が何枚かのプリントを配布し、黒板に板書する。

　題は、【運命の日について】。

「本日四月二十二日は運命の日。そして皆さんの左手の薬指には、『運命の赤い糸』が見えているはずです」

　クラス中が、自分の左手の薬指を見る。確かに、繫がってるな。……久遠寺と。

「実はその赤い糸は、色で意味が分かれています。手元のプリントを見てください」

　へぇ……それは知らなかったな。どれどれ。




　　　　◆◆◆




　赤色（全体の九十％）：一般的な糸の色。

　桃色（全体の四・五％）：肉体的相性抜群。脳裏に浮かんだ人を一瞬で好きになる。

　朱色（全体の四・五％）：経済的相性抜群。運命の人と一緒になれば経済的に不安になることはない。

　緋ひ色いろ（全体の一％）：桃色、朱色のいいところを備えた最強の色。奇跡としか言いようがないほど相性がいい。




　　　　◆◆◆




　へえ、こんなに色の種類があるんだ。俺達を結んでいる色はどれになるんだ？

　別紙の識別表で、糸の色の濃さを確認する。

　当然桃色ではない。赤色でもない。赤より全然濃い。朱色でもないや。俺達の糸の方が濃い。緋色……ん？　緋色より濃くないか？

　……あ、プリントの下に小さくなんか書いてある。




　　　　◆◆◆




　なお、緋色より更に上に【濃こき緋ひ色いろ】というものがある。

　今まで、全世界で数例しか確認されていない奇跡中の奇跡の色。

　肉体的相性：桃色の数十倍。触れ合うだけで相手を想おもう気持ちが止められなくなる。

　経済的相性：朱色の数十倍。事業を始めれば世界有数の大企業になること間違いなし。

　以下濃緋色識別用↓↓↓




　　　　◆◆◆




　ほうほう、へー。俺達の糸、濃緋色に近い色だな。

　……おいマジか。

　久遠寺も気付いたのか、体が震えている。耳やうなじまで赤くなっていた。

　これ、相当怒ってるな。こんなに嫌ってる俺との相性が濃緋色だって言うんだから、こんな反応にもなるか……後が怖いんだけど。

「皆さん、ご自身がどの色か判別しましたか？　それでは次に、糸が伸びている方向を見てみましょう。その先に、あなたの運命の人がいます」

　うっ……伸びてる、方向……。

　久遠寺が体をビクつかせ、おずおずと、ゆっくり振り返る。

　いきなり伸びている方向を向いてって言われて焦あせるのはわかるが、こっち見なくてもいいだろう。律りち儀ぎかっ。

　潤んだ緋色の瞳。口元はあわあわと動き、顔どころか首まで真っ赤になっている。

　どう見ても怒りではなく、羞恥と困惑、そしてちょっとの嬉うれしさを含んだ、何とも言えない表情に……思わず、目を見開いた。

　なんでこいつ……こんな顔をしてるんだ？　なんで、いつもみたいにむすっとした顔をしてないんだよ……？

「それでは、伸びている方向へ向けて祈りましょう。いつか会える、その日を夢見て」

　ごめんなさい、もう会ってます。

　けど、俺も相当焦っていたらしい。俺が別の方を向けばいいのに、俺まで久遠寺を見たまま手を組んでしまった。そんな俺を見て、久遠寺も慌てて手を組み目をギュッと閉じる。

　俺と久遠寺が互いに向かい合い、目を閉じて祈りを捧ささげ。

　そして同時にこう思う。

　──どうしてこうなった。




　　　　◆




　祈りが終わり、授業は進む。

「ではここで、ちょっと現実的な話をしましょう。『運命の赤い糸症候群』についてです」

　現実的な話？

　先生が黒板に更に板書する。それは。

「ぇ……運命の人が、死んだ場合……？」

　久遠寺の呟つぶやきが、静まり返った教室に響く。しかし三千院先生の授業は止まらない。

「これは現実に起こりうることです。病気で、怪け我がで、事故で。そうなった際、どんなことが起こるのかを説明します」

　教室の空気が引き締まる。

　今頭の中に浮かんでいる人が、突然変わるかもしれないんだ。気にならない訳がない。

「現在、世界では年間約六千万人が亡なくなっていると言われています。一日にすると約十六万四千人。決してありえない数字ではありません。まあ全年代の合計値なので、同年齢の人が亡くなり、更にそれが運命の人というのもかなりの低確率ですが」

[image: ]

　三千院先生の話を要約するとこうなる。

『運命の赤い糸症候群』が世界中で発生してから、子供の自殺率は低下したらしい。

　更にイジメも、犯罪率も激減したのだとか。

　理由は多々あるが、可能性の一つとして上げられているのが。




【愛】故に、らしい。




　自分が何かしでかし、相手に悲しい想いをさせたくない。

　自分が何かしでかし、その事が相手に伝わって嫌われたくない。

　だから運命の人が死に、変わる確率は限りなくゼロに近いらしい。

　それでも変わる可能性はある。それが、病気、怪我、事故だ。

「もし変わった場合ですが、プラスマイナス五歳の中で最も相性のいい運命の人と繫つながります。もし相手が十六歳に達していない場合、相手が十六歳になるまで誰とも繫がりません。これが現実です」

「せんせー、なんでプラマイ五歳なんー？」

　三千院先生の話を遮り、黒瀬谷が疑問を口にした。

「これは諸説ありますが、有力なのは自身の寿命と言われています。年齢がかけ離れすぎては、歳としが上の方が先に亡くなる確率が高まりますから」

「それって、死ぬまでずっと一緒ってこと？」

「そういうことです」

「おー、ロマンチックー！」

　黒瀬谷の言葉にクラスメイト（主に女子）が騒ぐ。

　死ぬまでずっと一緒か……黒板の方をずっと向いている久遠寺は、いったいどんな顔をしてるんだろう。

「次に同性愛者の方々についてです。こちらは運命の人が同性であること以外は同じです。恋愛対象が同性でも、運命の人は現れます」

「真綾ちゃーん。思ったんすけど、それってかなり都合がいいっすよね？」

「倉敷君、真綾ちゃんではなく三千院先生ですよ。でも、よいところに気付きました」

　三千院先生は、普段見せない朗らかな笑みを浮かべて。

「だからこそ、【運命】なのです」

　身も蓋もないことを言いだした。




　　　　◆




「まぐまぐ、ごくん。にゃるほど、にゃるほど。運命ってのは随分と雑なもんなんだねぃ」

　昼飯に巨大メロンパンをかじりながら、寧夏が授業で習ったことを口にした。

　銀杏高校名物、顔面メロンパン。普通のメロンパンの三倍はデカいもので、ちっこい寧夏からしたら顔面が隠れるほどのデカさだ。

　そのちっこい体のどこにそんなもんが入るのか。毎度ながら不思議だ。

「ああ。まさかこんなもんに踊らされるなんてな」

「へいへいへーい。暁斗、今の世の中こいつがあってこそ平和な側面もあるんだぜ。真綾ちゃんも言ってただろ」

「まあな」

　こいつがあるから、世の中は平和でいられる、か。

　赤い糸の先。久遠寺は竜宮院と飯を食っている。

　楽しそうに笑う横顔。いつもなら気にもならないが、今はその笑顔さえ輝いて見え──。

「ふんぬっ！」

「ちょっとアッキー。机に頭叩たたきつけないでよ。牛乳パックが落ちちゃうでしょ」

「ネイ。だから牛乳パックより暁斗を心配してやれ」

「い、いや、大丈夫だ」

　ひりひりするひたいをさすり、改めて赤い糸を見る。

　この世には、俺達程度の語彙力や頭では説明も理解もできない偶然、奇跡、運命が存在する。その中の一つがこの『運命の赤い糸』だ。

　謎の多い赤い糸。それが天敵のような女と繫がってるだなんて……どうしてこうなった。

　ひっそりと頭を悩ませていると、二人が悪い笑みを浮かべた。

「でだ。ようやくこの時が来たな、暁斗」

「うむうむ。もう逃がさないよぅ」

　うぐ、まあこうなるか。さてどうやって上手うまく切り抜けるか……。

「……俺の話をしてもいいけど、まずは二人の方を教えてくれよ。俺ばっかり言うのはフェアじゃないだろ？」

「ん？　ああ、確かにそうだな」

「そうだねぃ。じゃあ教えてあげよっか」

　二人は同時に左手の甲を俺に向け。

「僕達」

「私達」

「「結婚します」」

　………………………………………………。

「は!?」

「「うっそー☆」」

　イラッ☆

　龍也は人を食ったような笑みを浮かべ、惣そう菜ざいパンにかぶりついた。

「もぐもぐ、ごくっ。なーに信じてんだよ。そんな偶然あるはずないだろ」

「っ……ま、まあ、そりゃそうか」

　あるんだよなぁ、そんな偶然……ますます言いづらい。

「俺の運命の人はあっち。色はノーマルの赤色。身長は多分高いな。かなりの美人だ」

「ウチはあっちなー。因ちなみに色は赤だぞぉ。身長はチビで、まあウチくらいかな」

　と、二人は丁度正反対の方向を指さした。

　こいつらのことだから、一瞬本当かと思ったんだがな。なんだかんだお似合いの二人だし。

「で、アッキーはどーなん？」

「俺らも教えたんだ。是非とも教えてくれ、な？」

「ぐぬ……い、言わなきゃダメか？」

「「もちろん」」

　お前ら仲良すぎだろ。

　でも……方向と色だけなら教えてもいいか。容姿に関しては、多少噓うそをついて──。

「真田」

「っ！　……久遠寺？」

　いつの間にか背後に立っていた久遠寺。腕を組み、見下ろすような格好で親指を廊下側に向けた。

「ツラ貸して」

　昭和のヤンキーかお前は。

「……悪い二人とも。ちょっと行ってくるわ」

「おーう」

「暁斗、あんま喧けん嘩かすんなよー」

　しねーよ。……多分な。

　久遠寺に続いて廊下に出る。だが久遠寺は止まらず、廊下をつかつかと歩いて行った。

「おい」

「黙って着いてきなさい」

「……はぁ」

　ため息もつきたくなる。中学の頃からの付き合いにはなるが、未いまだにこいつのことがよくわからない。わかりたくもないが。

　……まあ、最近は少しだけ、本当に少しだけ、知りたいと思わないこともない。

　今久遠寺が何を考えていて。何を思っていて。何を感じているのか。

　全部じゃなくていい。彼女のことを知りたくなっている。

　左手に繫がる濃こき緋ひ色いろの糸。今まで数例しか出たことのない、奇跡中の奇跡の色。

　肉体と経済的な相性が最高。……俺と久遠寺の相性が……ダメだ、想像できない。

　まあ確かに、久遠寺は可か愛わいいとは思う。

　一般的に……そう、一般的によ？　一般的に、久遠寺は絶世の美女だ。

　日本人離れした完璧な美貌に、高校生を超越した肉体美。

　性格はあれだが、今となってはそんな所もなぜか可愛く思える。

　この糸が現れてから、久遠寺の悪い所だけじゃなくいい所ばかり頭に浮かぶな。

「おい久遠寺。どこまで行くんだ？」

「…………」

「……おい無視すんな」

「…………」

　イラッ。やっぱ腹立つ。

「おい」

　先を進む久遠寺を止めようと、肩に手を伸ばす。が。

「っ！」

　触れられまいとしたのか、俺の手を避けるようにしゃがみ、前方へ向けて緊急回避した。

　まるで熟練の剣闘士みたいな動きだ。いや剣闘士とか見たことないんだけど。

　俺から距離を取った久遠寺。

　そんなに俺に触れられるのが嫌だったのか……と意気消沈するのも束つかの間ま。身を起こした久遠寺は、顔を真っ赤にして何とも言えない表情になった。相当怒っているらしい。

　……まあ糸で繫がっているとは言え、さすがにいきなり触りに行くのはダメだったか。

　でもここまで避けられるのは予想外だった。俺もこいつのことはまだ天敵だと思っているが、久遠寺もその認識らしい。

「ぁー……悪い。軽率だった」

「ち、違っ……え、ぅ……」

　……？　何が違うんだ？

「い、今、触れられると……」

「触れられると……？」




「手が出ちゃうから」

「やめろバイオレンス女」




　バイオレンスすぎてさすがの俺もドン引きだわ。

　久遠寺も自分の発言のやばさに気付いたのか、慌てて取り繕うように言葉を発した。

「ちちちち違う！　て、手が出ちゃうっていうのは、その……頭で考えるより先に体が動いちゃうっていうか、想おもいが止められなくなるっていうか……！」

「……えっと……何が言いたいんだ？」

「な……なんでもないわよ！　とにかく、ついてきなさい」

　久遠寺がすたすたと歩いていき、俺もその後に続く。

　それにしても、頭で考えるより先に体が動くほど、俺を嫌ってるのか。

『運命の赤い糸』で繫つながったからと言って、そんな簡単に好きになることはないってことなのかもな。それはそれで久遠寺らしいかも。

　階段を登り、屋上に続く扉の手前までやって来た。

　さすがに扉は南なん京きん錠じょうと鎖でガチガチに固定されていて、外に出ることはできない。

　でも下からは見られないし、密会するにはもってこいの場所だ。

「真田、左手を上げなさい」

「ん、こうか？」

　いつもなら「なんでだ」と言う場面だが、なぜか素直に聞いてしまった。なんだこれ、もう呪いみたいなもんじゃないか。

　久遠寺も左手を上げる。そこには、もう何度も見た濃緋色の糸が繫がっていた。

「……やっぱり繫がってるわよね……」

「まあな。その確認のために連れてきたのか？」

「そんなわけないじゃない。……ねえ真田。このこと、誰かに言った？」

　指をもじもじとさせ、上目遣いで聞いてくる久遠寺。

　普段見せない可愛さにくらっとくる。なんだこれ、可愛すぎか。

　い、いかん。気をしっかり持て、俺。

「ま、まだ言ってない。龍也とか寧夏とか、妹の琴乃には詮索されてるけど」

「私も、璃音からすごく聞かれるわ。まだ答えてはないけど」

　ああ、久遠寺と竜宮院、めちゃめちゃ仲良いもんな。そりゃあ気になるか。

「そ、それで相談なんだけど……このことって、誰かに話した方がいいと思う？」

「……俺は、話さない方がいいと思う」

「なんでか聞いても？」

「俺達の糸の色は、世界でも数例しか確認されていない濃緋色だ。しかも同じ学校、同じ教室にいる。そのことがバレてみろ。このことを聞きつけたメディアや研究者がこぞって押し寄せて、今まで通りの生活はできなくなるぞ」

　俺の言葉に久遠寺は僅かに頰を染めた。

「そ……それは、今の生活が楽しいって……思ってる、から……？」

「まあな」

　少なくとも、メディアや研究者、野次馬に追われる日々よりは、今の方が楽しい。

　その言葉に久遠寺は目を見開くと、俺に背を向けた。

「そう……たしと一緒の方が……」

「ぶつぶつ何言ってんだ？」

「な、なんでもないわよ」

　変な奴やつ。あ、いつもか。

「それともう一つ」

「なに？」




「あいつらに知られたら百二十パーセント面倒だ」

「それは同感」




　問答無用で意見が一致した。

「ま、まあわかったわ。アンタとのことは誰にも言わない。アンタも、私とのことは誰にも言わない。いいわね？」

「ああ、問題ない」

　言わないで済むなら、それに越したことはないからな。

「話は終わりか？　じゃ、俺は……」

「ま、待ちなさい」

　階段を降りようとすると、久遠寺が慌てたように呼び止めた。

「……なんだ？」

「あ、いや、その……ほら。私達ってなんだかんだ言っても、運命の人でしょ？」

　久遠寺は手を後ろで組み、頰を赤らめた。そんな顔されると俺も恥ずかしいんだが。

「まあ、『運命の赤い糸』で繫がってるわけだしな」

「しかも世界でも数例しか確認されていない濃緋色の赤い糸。肉体的相性が、桃色の数十倍もいいって言われてるじゃない？」

　……何が言いたいんだ、こいつは？

「だ、だからねっ、その、あの……た、試してみない……？」

「……は？　た、試し、て……に、肉体的相性をか!?　ここで!?」

「ば、馬鹿違うわよ！」

　だ、だよな、びっくりした。実はこいつ、淫乱なのかと思ったじゃないか。

「まだまだ研究が進んでなくて、ネットで調べても、互いに触れたらどうなるかとか書いてなかったから……た、試しよ、試し」

「あぁ、なるほど。触ってみて、桃色の数十倍相性がいいのかを試してみようってことか」

「そういうこと」

　相変わらず律りち儀ぎだ。でも確かに、俺もこの状態で触れたらどうなるかって気になっていた。俺から提案したらセクハラになりそうだったし……チャンスってことだよな。

「あ、アンタは立ってなさい。私が触るから……い、痛かったら、言ってね」

「言い方エロいな」

「う、うっさい」

　数回深呼吸し、直すぐ近くに寄って来た。

　緊張してるのか真っ赤になった顔。口は真ま一いち文もん字じに結ばれ、照れているみたいだ。

　……こうして見ると、まつ毛長いな。瞳も本当に綺き麗れいで、今にも吸い込まれそうだ。

「ぅ……そ、そんなに見んじゃないわよ、ばか」

「す、すまん」

　くそっ、調子が狂う。

　こんなに淑しとやかなのはこいつに似合わないし、そんなこいつに緊張する俺も似合わない。

　でも、誰もいない二人きりの空間に嬉うれしくなり、心臓は高鳴っている。

　恐るべし、『運命の赤い糸』。

「じゃ、じゃあ手に触るから、手の平をこっちに向けて」

「おう……」

　言われた通り左手を上げる。久遠寺も、左手をこっちに向けて伸ばした。

　……手が震えてるな。久遠寺も相当緊張してるみたいだ。

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫よ……」

　とてもそうは思えないが。

　久遠寺は深呼吸を何度か繰り返し……覚悟を決めた顔で、ゆっくりと手を伸ばした。

　あと十センチ。五センチ……四、三、二、一……。




　ピトッ。




「「ッ！」」

　バッ──！

　つい、思わず、反射的に……久遠寺から逃げるように飛とび退のいた。

　久遠寺も、俺と同じように俺から距離を取っている。

　頭の先から足先まで電撃が走ったような、圧倒的多幸感と衝撃が体を貫いた。

　まだ、心臓がバクバク言ってる。

　うまく鼓動をコントロールできない。運動している時でさえ、こんなに鼓動が速まることはないのに。

　久遠寺も反対側の壁に背をつけ、力が抜けたように座り込んだ。多分、似たような感覚に陥ったんだろう。

　もし離れなかったら……多分俺は、久遠寺を……。

「ッ！　わ、悪い、俺行くわ……！」

「う……うん……」

　これ以上久遠寺と一緒にいるとまずい。……いや、まずくはない。赤い糸で結ばれてるし、本当ならずっと触れ合っていてもいい関係だ。

　でも、手の平で久遠寺の皮膚を、熱を……存在を感じただけで、こんなに嬉しく、心臓が高鳴っている。

　階段を降り、久遠寺が見えなくなったところで、ふと上を見上げた。

　久遠寺。いや……。

「……梨蘭」

　ドクンッ──！

　……はは、名前を呼んだだけで心臓が跳ね上がる。

　これ、マジで恋人になってずっと一緒にいたら……どうなっちまうんだろうな。




　　　　◆梨蘭◆




　やばい……やばい、やばい、やばい、やばい！

　触っちゃった！　触っちゃった！

　思ったよりゴツゴツしてた！　思ったより大きかった！　思ったより優しそうだった！

「はぅ……」

　糸が現れる前、アイツが教室で寝てる間にほんの少しだけ触れたことがある。

　それでも十分な幸せを感じることができたけど……今は違う。幸せどころの話ではない。

　幸せの絶頂。幸せすぎて腰を抜かすなんて、初めての経験だ。

　体を抱き締め、手の平の感覚を思い出すと、それだけで体が熱を帯びた。

　自分の唇に指を当て、誰に聞かせるでもなく呟つぶやく。

「……暁斗」

　ドクンッ──。

「……暁斗……暁斗、暁斗……！」

　名前を呼ぶ。それだけで私の心臓は跳ね上がり、空に飛び上がりそうなほどふわふわした気持ちになった。

「……いつか、名前で呼んで欲しいな……」

　そんな淡い期待を抱きつつ、頰の火ほ照てりが冷めるまで座り込んでいた。




　　　　◆ひより◆




「あう……サナた〜ん……」

「ひよりん、テン下げ？」

「さげさげ〜」

「さげてるひよりんもギャンカワだね！」

　高校で仲良くなったクロたん（黒瀬谷ちゃん）とミったん（緑みどり川かわちゃん）が頭を撫なでてくる。うう、優しい。マブダチさいこー。

　でも……頭を撫でてくれるのが、サナたんだったらなーという気持ちは拭えない。

　あんな劇的で最高な出会いがあって、『運命の赤い糸』で繫つながってないだなんて……神様は残酷だよう。

　はふぅ……落ち込んでばかりもいられないけど、こればかりは凹へこむなぁ。

　野菜スムージーをすすっていると、ミったんが「でもさ」と口を開いた。

「あーしも好きな人とかいたけどー、赤い糸が見えてからは運命の人以外考えられないんだよね。でもひよりんって、まだサナダのこと好きなんでしょ？　なんで？」

「わかんない。でも好きなものは好きなんだよー」

　机に突っ伏し、横目でサナたんを見る。

　はあ〜ん。かっこいい……見てるだけで白飯三杯余裕。好き。

　……およ？　珍しい、リラたんがサナたんに話し掛けにいった。

　珍しいけど、驚きはしない。




　だって、リラたんがサナたんのことを好きだなんて、見てるだけでわかるから。




　本当、なんで他の人はそれがわからないんだろう。あんなに露骨に好き好きオーラ出してるのに……素直じゃないから突っかかっていくような絡からみ方をするのも、見ててバレバレだ。そんなリラたんも可か愛わいいけど。

　でもわかる、わかるよリラたん。好きな人と話すのって、緊張しちゃうもんね。わかる、ちょーわかる。ひよりもちょっとおちゃらけた感じじゃないと、サナたんと話すの緊張しちゃうし。

　やっぱり、同じ人を好きになった波長っていうのかな。リラたんの体から溢あふれる好き好きオーラも、サナたんを見る熱っぽい目も、手に取るようにわかる。

　でもそんな二人は傍はたから見ればケンカばかりしてるように見えるらしい。

「お？　なんだなんだ。あの二人、またケンカか？」

「あの二人も飽きないよねー」

　現にクロたんとミったんも、あの二人がケンカしてるんだと思ってるみたい。

　ま、リラたんはともかく、サナたんは本当にリラたんのことが苦手っぽいし……。

　リラたんももう少し素直になればいいのにねえ。

　と、そこである疑問が生まれた。

　ひよりはともかく、なんでリラたんもまだサナたんのことが好きなんだろう。何か例外みたいなものがあるんだろうか。こう……心の底から好きな人がいたら、赤い糸の効果も効かない、みたいな？

　何それロマンチックじゃん。ひよりもリラたんも、サナたんのこと好きすぎ問題。

　リラたんがサナたんと一緒に、教室を出ていくのを見送る。ああひよりのオアシスが行ってしまう……。

「…………ん？　あれ？」

　いや、え……え？

「ひよりん、どしたん？」

「急に来ちゃった？　生理用品ある？」

「そんなんじゃないよう！」

　ミったん、デリカシーなさすぎぃ！

「じゃ、どーしたの？」

「……んーん。なんでもないよ〜」

　なんだろう。

　わからない。わからないけど……サナたん、ちょっと嬉しそうだったような。

　いつもなら嫌々って感じなのに、今リラたんに誘われて廊下に出た時、笑ってた……？

　むむむ？











第二話　爆弾発言






　時は過ぎて土曜日。

　既に桜の花は散り、桜の木にところどころ葉っぱが目立って来た今日この頃。

　俺は自室でのんびりと新刊のラノベを読んで。

「ほらお兄！　早く早くー！」

　……いなかった。

　ショッピングモールの三階。レディースの服がメインで置いてあるフロア。

　琴こと乃のに拉致られ、俺には縁のないこんな場所に来ていた。

　しかも全体的に大人っぽい服ばかり。

　琴乃は年齢と不相応の体付きをしているし、見た目も高校生……いや大学生と言われても信じられるくらいには大人びている。

　歩く度に、周りの男共がチラチラと琴乃を見ている。おいテメェら、俺の可愛い琴乃を見てんじゃねえ、金取るぞ。

「わー！　これかわいー！　見て見てお兄、これ可愛いよ！」

「はしゃぐな、恥ずかしい」

　が、いかんせん中身がお子様だ。しかも兄離れができていなさすぎて、基本俺の腕に抱きついたまま。暑い、うざい、うるさい。

「ぶーっ。私みたいな美少女とデートしてるんだよ？　もっと嬉うれしそうにしてよ！」

「美少女なのは認める。だが休日に荷物持ちで拉致られてる現状をデートとは言わん」

「うわぁ、実の妹に美少女ってキモ……」

「張り倒すぞ」

「あいたっ」

　むーっとした顔で、デコピンされたひたいを摩さする。だがどことなく嬉しそうなのはなんなのだろう。

「にしても、お前中学生で金もないだろ。ここにあるの、基本五千円オーバーだけど買えるのか？　言っておくが金は出さないぞ」

「そこは大丈夫！　お父さんに『お願い♡』ってねだったら、お金くれた！」

　マジかよずるい。俺も「お願い♡」って言ったらくれるかな。……ダメか、殺されるわ。

　色んな店に入って見て回っているが、既に二時間近く経たった。でもまだ何も買っていない。

「お兄、このワンピース似合う？」

「あー、似合う似合う」

「このショートパンツは？」

「似合う似合う」

「このオフショルダーシャツは？」

「似合う似合う」

「……このクマさんの絵の入ったシャツは？」

「似合う似合う」

「お兄適当すぎぃ！」

　ちょ、ぽかぽか殴んな。

　琴乃は腰に手を当て、むすーっとした顔で指を指揮者のように振るい指さして来た。

「全くもうっ。お兄、そんな適当だと運命の人に嫌われちゃうよ。めっ」

「人を指さすんじゃありません」

　でも……嫌われないとは思うが、あいつが不機嫌になることだけは避けたいな。

　……って、なんであいつが不機嫌になることを避けようとしてるんだ俺は。

「お兄。私はこの十五年間、お兄のことをずっと見てきました」

「まあ実の兄きょう妹だいだしな」

「そんな女っ気のないお兄に、私が女の何たるかを教えてあげます」

「男っ気のないお前に言われても……それに女なら寧ねい夏かがいるぞ」

「あの人は女と言うより女児だから……」

　言えてる。寧夏に聞かれたら無言でペチペチされそうだけど。

「という訳で早速お兄には、私を彼女扱いしてもらいます」

「は？　琴乃を彼女扱い？」

「そう！　やっぱり女の子は、女の子扱いされると喜ぶの！」

　そんなもんなのかね。

　久く遠おん寺じも、女の子扱いされたら喜ぶのだろうか。……ダメだ、想像できない。そもそも喜ぶ姿が想像できない。

　相手は妹だが、肉親の贔ひい屓き目めに見ても美少女だ。ま、練習だと思えばいいか。

「てか、お前が女の子扱いされたいだけじゃねーの？」

「ギックゥ。そそそそんなわけないよぉ」

　わかりやすいリアクションをありがとう。

「琴乃なら同じ学校の男子から引く手あまただろ」

「あーダメダメ。確かに告られるけど、同おない歳どしはガキ過ぎてダメ」

「は？　告られんの？　誰だ俺の可愛い琴乃に告る馬の骨は蹴り殺すぞ」

「お兄、シスコンきもいよ」

「妹を守るのはお兄ちゃんの務めだからな」

「全くもう……」

　とか言いつつ、頰を染めて嬉しそうに髪を弄いじる琴乃。もし琴乃に犬の尻尾が付いてたら、ものすごく振ってるだろうな。可愛い奴やつだ。

　琴乃は嬉しそうに俺の腕に抱きつき、グイグイと引っ張る。

「さー！　そうと決まれば早速服を買いに行こう！」

「急がなくても店は逃げないぞ」

「逃げる、逃げないの問題じゃないんだよ！」

　琴乃が俺の腕を引き、店に入ろうとする。と──。

　ぐうううううぅぅぅ……。

「……琴乃？」

「ち、違うし。私じゃないし」

　じゃあ顔背けてんじゃないよ。それに耳まで真っ赤だし。

　はあ、しょうがねーなあ。

「悪い琴乃。今にも腹が減りすぎて死にそうだ。もうダメ。餓死する」

「え……？」

「なあ、先に昼飯食わないか？　頼むよ」

「……ぷ、ぷっはー！　もー、しょーがないなー。このままじゃお兄が可か哀わい想そうだしー、可か愛わいい可愛い琴乃ちゃんは、先にお昼を食べることを許しましょう！　……ありがと」

「どういたしまして」




　　　　◆？？？◆




「あれ？　あれって真さな田だ君？　……え！　さ、真田君が見知らぬ美女とデートしてる!?　り、梨り蘭らんちゃんに報告しなきゃ……！」




　　　　◆




　琴乃を連れ、いつも家族で来ているファミレスに来た。

　ショッピングモールの十階。レストランフロアにあるこのファミレスは安さが売りだから、若者向けの店だ。

　店の窓側、四人がけの席に通された。ガラスの半分は磨すりガラスになってるから、外からは見えづらく中からは外が見えやすくなっている。

　席に座ると、琴乃は嬉しそうにメニューを眺めた。

「うーん、お父さんからお金もらったし、ちょっといいもの頼んじゃおうかなぁ」

「じゃあ俺も……」

「ぶっぶー！」

　と、琴乃が指でバツを作って呆あきれたような顔をした。え、俺なにかやらかした？

「お兄、今のはぶっぶーです」

「何が」

「そこは、『俺が金を出すから好きなの頼んでいいよ』が正解です。彼女にお金を出させるなんて以もっての外ほかです」

「そういうもんか？」

「そういうもんです」

　ふーん、世の中の彼氏ってのは大変なんだなぁ。

「さあお兄、どうぞっ」

「……オレガカネヲダスカラスキナノタノンデイイヨ」

「わぁっ、すっごい棒読みありがとう！　でも悪いから、私もお金出すよ！　一緒に美味おいしいもの食べようねっ」

「出すんじゃねーか」

　即座にツッコミを入れると、琴乃は人差し指を左右に振った。

「ちっちっち、わかってないなぁ。いい女っていうのは男に依存する女じゃないの。そんなのナンセンス。男を立てて、どんな時もそっと寄り添うのがいい女なんだよ」

　琴乃ちゃん、そんな知識どこで手に入れたの。お兄ちゃんあなたの将来が心配だわ。

　世のカップルってこんなことしてるのか。俺、一生独り身でいいような気がしてきたぞ。久遠寺がこういう価値観を持ってるかはわからないけど。

　……またあいつのこと考えちまった。

「お兄、決めた？」

「ああ。いつもの」

「りょー」

　呼び出しボタンを押して店員を呼ぶ。

「お待たせ致しましたー。ご注文をどうぞー」

「チーズインハンバーグを二つと、ライス二つ。一つは大盛りでください。あとフライドポテトとシーザーサラダ。ドリンクバーもお願いします」

　淀よどみなく店員さんに伝える琴乃。いつもので伝わるあたり、さすが家族だよな。

「琴乃、オレンジジュースでいいか？」

「うん、ありあとー」

　もう動くつもりはないのか、スマホいじっている。いつものことだからいいけど。

　氷は入れず、百パーセントオレンジジュースを二つ入れる。

「はいよ」

「わーい」

　琴乃の前に一つ、俺の方に一つコップを置く。

　ふぃ〜……なんだかんだ二時間歩きっぱなしだったから、疲れたなぁ。

　ジュースを一口飲み、息を吐く。この甘さが堪たまらないぜ。

「ねえお兄」

「なんだぁ？」

「最近、梨蘭たん元気？」

「あー……多分元気なんじゃないか。知らんけど」

　屋上前での一件以来話してない。見た感じ普段と変わりないような気もする。

　俺と目が合ったら咄とっ嗟さに目を逸そらされるのは悲しいから、もっと俺の方を見て欲しいという気もなくは……って何考えてんだ、俺は。

　だけど琴乃は俺の言葉に不服なようで。

「ダメだよお兄。女の子は繊細なんだから、もっと構ってあげなくちゃ」

「あいつが繊細なんてたまかね」

「わかってない。お兄はほ─────んとわかってない」

　なんだその外国人みたいなジェスチャーは。おいコラ、やれやれみたいな顔すんな。

「特に梨蘭たんは繊細かつシャイなの。私の見立てでは、梨蘭たんは相当お兄を意識してるはず。でも恥ずかしすぎて、素直になれないってところかな」

　ＨＡＨＡＨＡ、そんな馬鹿な。

　って言いたいところだけど、最近は赤い糸の影響か少しは俺を意識しているみたいだ。

　でも、繊細と言われたらなんか違う気がする。

「ツンデレだよツンデレ。お兄はわかってないなぁ」

　だからその「やれやれだぜ」って顔やめろ。

　ツンデレねぇ。いや、あいつデレてないから、ただのツンツンじゃないか？

「あ〜あ。やっぱりお兄の運命の人、梨蘭たんがいいなぁ」

「なんで」

「だって二人って、誰がどう見ても相性抜群だと思うんだよね。カップルっていうか夫婦って感じで」

　どうして龍也も寧夏も琴乃も、俺と久遠寺を夫婦にしたがるんだ。

　俺とあいつが夫婦？　ははは、そんなわけ……。




『おかえりなさい、暁斗』

『お仕事お疲れ様。いつもありがとう』

『お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それとも……わ、た、し？♡』




　……いいな……っ！　な、何考えてんだ、俺は！

　くそっ、赤い糸が見えるようになってから、調子狂う。

　誤魔化すようにオレンジジュースを飲み干すと、丁度注文した料理が運ばれてきた。

　美味うまそうな匂いが鼻を掠かすめ、ソースが鉄板で焼けるいい音が耳をくすぐり心地いい。

　これこれ、ここに来たらこれを食わなきゃ。

「じゃ、食うか。いただきます」

「いっただっきまーす♪　……あっ、梨蘭たん」

「あー……あ？　うおっ!?」

　窓ガラスの向こう側に佇たたずむ久遠寺は、俺ではなく琴乃を睨にらんでいた。……なんでここに？

　鬼……いや悪魔？　般はん若にゃ？　とにかくすごい。というか怖い。

　琴乃とは面識はあるはずだが……何をそんなに怒ってるんだ？

　目尻が吊つり上がり、眉も逆八の字になって琴乃を睨み続ける久遠寺。

　そんな怒髪天を衝つく久遠寺の後ろには、めちゃめちゃあわあわしている竜りゅう宮ぐう院いんがいる。

「ねえお兄。梨蘭たん、私見て怒ってない？」

「あ、ああ……そうだな」

「……ん？　んん？　ははん、そういうこと……」

　何かわかったのか、怪しい笑みを見せる琴乃。絶対ろくでもないこと考えてるな。

「お兄。これから何があっても、何も口出ししないでね」

「え？」

「ここは私が奢おごるから」

「乗った」

「うわーお兄クズいなぁ」

　人の金で食うチーズインハンバーグがこの世で一番美味いからな。

　そんな話をしてると、店の外にいた久遠寺が大股で中に入って来た。

「いらっしゃいませ、おきゃ……ひっ!?」

　おい、店員を怖がらせてるんじゃないよ。

　ツカツカツカ。一直線に俺達の方へ来ると、俺と琴乃の前で腕を組み、仁王立ちした。

　その様子に、周りのお客さんも何事かとこっちに注目する。ご迷惑かけて申し訳ない。

　そんな静かに怒っている久遠寺を前に、琴乃は落ち着いた笑みを浮かべる。

「あら、あなた……どちら様かしら？」

　琴乃、何その言葉遣い。全然似合ってないぞ。

「っ……アンタこそ誰よ」

「私？　そうだなぁ……彼の大切な人、かしら」

　まあ間違ってはない。けどその含みのある言い方はどうにかならんのか。

　てか久遠寺、マジで琴乃って気付いてないのかよ。

　確かにあの時より大人っぽい服装で髪型も違うが、そんなにわからなくなるほどか？

「た、大切な人……!?　真田、アンタ……！」

「待て、久遠寺。こいつは──むぐっ」

　喋しゃべろうとすると、琴乃が口を人差し指で塞いだ。なんだこの指は、ぺろぺろすんぞ。

「アキ君。ここは私に任せて、ね？」

　こいつ、面白がってやがる。あとアキ君言うな。

「あっ……ああああああああアキく……!?」

　動揺しすぎだし、こいつは歳とし下しただし、付き合ってないし、そもそも妹だし。

　だけど久遠寺はショックを受けたみたいで。

「さ……サァ、ナァ、ダァ……！」

　俺悪くないよね。勘違いしてるお前と、面白半分でからかってる琴乃のせいだよね。

「待った。あなた、私のアキ君に手を出すつもりかしら」

「誰がアンタのよ！」

「ふふふ。猫みたいに威嚇しちゃって、可か愛わいい子……かしら」

　琴乃、お前さっきから語尾に「かしら」しか付けてねーぞ。お前の大人の女性のイメージ安っぽすぎないか？

　琴乃が席から立ち上がる。ヒールのせいか、久遠寺より琴乃の方が背が高くなってる。

　それでも久遠寺は怯ひるまず、見上げるように睨み付けた。

「アンタ、大学生？　自分の運命の人はどうすんのよ」

「え？　あ、あー……」

　こいつそこまで考えてなかったな。目がバタフライのように泳いでるぞ。

「つ、つまみ食い、みたいなものかしら。大人の女なら、これくらい当たり前……かしら？」

「つ、つまみ食……!?」

　琴乃ちゃん、あなたまた頭の悪い雑誌読んだでしょ。お兄ちゃん、あなたの将来が本気で心配よ。

　あと他のお客さんの迷惑になるから、そろそろやめてほしい、切実に。

　そんな琴乃と久遠寺のやり取りを見ながらハンバーグを食べてると、竜宮院が首を傾かしげて俺の隣に座った。

「ねえ、真田君。本当のところ彼女は誰なの？　私にだけこっそり教えて」

「ああ。ごにょごにょごにょ」

「あぁ〜……ふふ、そういうことね」

　さっきまであれだけあわあわしていた竜宮院が、急に含み笑いを浮かべた。こいつも楽しんでやがる。

　竜宮院は立ち上がり、久遠寺と琴乃の間に割って入った。

「梨蘭ちゃん。私達お邪魔みたいだし、行きましょう。デートの邪魔をしちゃ悪いわ」

「何言ってるのよ！　ここまで来て今更引き下がれるわけないでしょ！」

　頼むから引き下がって。二人が騒いでるせいで、他の客が俺達の方を見てるんだけど。

「おい見ろ。修羅場だ、修羅場」

「このご時世にあんなに堂々とした修羅場、初めて見た……」

「しかもあの席にいる子達、レベルたけぇな」

「あんな子達が取り合ってるあの男、どんだけやり手なんだ……!?」

「ただのクズ男じゃないかしら……」

　やめてっ、俺をそんな目で見ないで！　これ、俺はただの被害者なんだよ！

　ただそんな視線の中でも、二人のやり取りはエスカレートしていく。

「他に運命の人がいるのに、別の男に手を出すなんてとんだビッチね」

「あなたこそ、アキ君に執着しすぎじゃないかしら」

「わ、私は、その……」

　思いっきりどもってるじゃん。

「あなた、アキ君のなんなの？」
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「うぐっ……そ、それは……」

　おいこっち見んな。

　目を逸らして黙々とハンバーグを食べてると、久遠寺は涙目になって睨み付けてきた。

「さ、真田！　アンタがこんな尻軽女に走るような奴やつだったなんて思わなかったわ！」

「いや、別に走ったわけじゃないぞ」

「言い訳すんじゃないわよばかぁ！」

　浮うわ気きしてないのに、浮気を問い詰められてる男の気分。

　涙目の久遠寺は俺の胸倉を摑つかみあげてきた。待て、暴力反対。

　……いや、違う。暴力じゃなくて、これかなりテンパってる感じの顔だ。目がぐるぐる回っているぞ。

　おい、早まるな。今のお前正気じゃないんだから、間違いなく変なこと言うに決まってる。だからここは沈黙を貫くべきなんだ。

　だけど久遠寺は、俺の想おもいを汲くみ取ることなく。




「アンタは一生ッ、私だけを見てればいいのよ！」




　俺達史上、最大の爆弾を落とした。

　目を見開く琴乃。口に手を当てて上品に驚く竜宮院。

　で、やっちゃったみたいな顔をしている久遠寺。

　あー……どうするよ、これ。




　　　　◆




「はあぁっ!?　こ、琴乃ちゃん!?　この人が!?」

「いやぁ、美人だなんてそんなぁ」

　美人だなんて一言も言ってないぞ、おバカ。

　場所は変わり、俺達はショッピングモールの屋上にある広場に来ていた。

　子供向けだが巨大ジャングルジムがあり、親御さんが休めるよう休憩スペースもある。

　その一角にあるスペースに対面で座る俺達。

　因ちなみに俺の隣は琴乃で、琴乃の前が竜宮院。で、俺の前が久遠寺だ。

「えぇ……確かに大人っぽい子とは思っていたけど、変わりすぎじゃないかしら……？　大学生にしか見えないわよ」

「あっはぁ！　梨蘭たんに褒められちゃった！」

「あ、このテンションは琴乃ちゃんだわ」

　苦笑いを浮かべる久遠寺。まあ、中身はお子様ですから。

　琴乃はロイヤルミルクティーを一気に飲み干すと、ムンッと鼻息荒く身を乗り出した。

「私のことはいいんです！　そ、れ、よ、りぃ……ね、璃り音おんたん？」

「そうよね、琴ことちゃん」

　ピエロのように口角を上げる二人。

　さっきの今で二人とも仲良くなったのかよ……コミュ力たけーな、おい。

　お茶を飲みつつ、さっきの爆弾発言についてどう濁すか考える。さて、どうしようかな。

　……というか久遠寺が墓穴を掘っただけだし、なんで俺がこいつの尻拭いをしなきゃならんのだ。

　前に座る久遠寺をチラ見。久遠寺も同じように缶ココアを飲んで思案しているようだ。

　……が、明らかに動揺している。手とかプルップルに震えてるじゃないですかヤダァ。

「梨蘭ちゃん。さっきのセリフはどういう意味かしら？」

「そうだよ梨蘭たん。もう言い逃れはできないＺＥ☆」

「ぐ……ぬぅ……！」

　おい、俺を恨めしそうな目で睨にらむんじゃない。元はと言えばお前のせいだろう。

　だけど……あんなに見事に爆弾発言されたら、もうどう言い繕っても無理だろうな。

「二人とも。このことはオフレコで頼む」

「ちょっ、アンタ言うつもり……!?」

「仕方ないだろ。お前があそこであんなこと言わなきゃ、こうはならなかったんだし」

「むぐぅ……ふんっ」

　久遠寺も諦めたらしい。全く、こいつは。

「……お察しの通り。俺とこいつは、『運命の赤い糸』で結ばれている」

「やっぱりね……さすがに驚いたわ」

　竜宮院は物珍しいものを見るような目で、俺と久遠寺を交互に見た。

　糸の色までは言わない。聞かれてないし、聞かれたとしてもバカ正直に答えるつもりもない。濃こき緋ひ色いろなんて、普通に考えたらありえない色だしな。

　けど……なんだろう。竜宮院の俺を見る目が、ちょっと怖いと言うか……なんでだ？

「ほっへぇ〜……そんな奇跡、本当にあるんだねぇ」

「……そうね。私も冗談半分で二人が『運命の赤い糸』で結ばれてたらおもしろ……素晴らしいとは思ってたけど、まさか本当に結ばれてるなんて」

　おい、竜宮院の奴今「おもしろい」って言いかけたぞ。こいつ実は性格悪いな？

　……とりあえずそっちは置いといて。

「さっきも言った通り、このことはオフレコで頼むな。余り知られたくないんだ」

「わ、私からも……お願い。これは、その……」

　久遠寺も顔を真っ赤にして賛同した。

　仲の悪い俺達が赤い糸で結ばれてると知られてみろ。絶対面倒くさいことになる。主に龍也と寧夏のせいで。

　そのことを察してくれたのか、二人はにこやかに笑った。

「わかってるわよ」

「うんうん。私達、誰にも言わないよ！」

　ほっ、よかっ──。

「「夫婦水入らずでほっといて欲しいってことだもんね」」

「「断じて違うわい！」」




　　　　◆




『ではでは、ここは若い二人に任せて〜』

『私達は退散するわね。じゃ、二人とも。また学校で』

　なんて言い残し、琴乃と竜宮院は行ってしまった。

　で、ここに残された俺と久遠寺。ぶっちゃけ何を話していいのかわからない。

　本当なら直すぐ帰ってもいいんだが……なんとなく、それも惜しいような気もする。

「「…………」」

　……どうすりゃいいんだろう。

　久遠寺を見ると、俺と同じようにどうすればいいかわからないような顔をした。

　……よくよく考えてみると、久遠寺と二人きりになるのはあの屋上前の時以来か。

　赤い糸が見える前は二人きりだといがみ合ったり、気まずかったりしたけど……なぜか今はこの無言の空気さえ心地よく感じる。

　なるほど、これが赤い糸効果か。だけどこれ以上ここで何もせず時間を潰すのもな。

　俺の時間もそうだが、久遠寺の時間も無駄にしちまってる。それは申し訳ない。

「あー……帰るか？」

「ぇ……帰っちゃうの……？」

　うっ……な、なんだよ、その捨てられた子犬みたいな顔は。

　久遠寺、お前そんなキャラじゃないだろ。もっと狂犬みたいに嚙かみ付ついてこいよ……！

「はぁ……暇なら、その……少し話すか？」

「あ、アンタが、どうしてもって言うなら……」

　いや、俺は帰ってもいいんだけど……なんて言ったら、またあんな顔させそうだから言わないでおく。

　つってもなぁ……こいつと話すことなんてないんだが……あ、そうだ。

「そう言えば、なんでお前がここにいたんだよ。買い物か？」

「いえ、璃音に聞いたのよ。アンタが見知らぬ美人とデートしてるって」

「……つまり、俺と美人がデートしてるって聞いて飛んできた、と？」

「そうそ……って、ちちちちち違う！　断じて違うから！　アンタが誰とどんな関係になろうと……ちょっとは気にするけど、気にしないから！」

　気にするんかい。

　でも……そうか。俺が見知らぬ女性と一緒にいたから、あんなに怒ってたのか。

『アンタは一生ッ、私だけを見てればいいのよ！』

　…………。

　やっべ、超嬉うれしいどうしよう。ニヤける。

「真田、どうしたの？　顔真っ赤だけど」

「き、気にすんな。思い出し羞恥だ」

「あー、あるある。そう言えば私も前にね──」

　久遠寺が楽しそうに話しているが、その内容すら頭に入ってこない。

　久遠寺も、俺の前でこんな笑顔を見せるんだな。不思議だが……こんな時間も心地いい。

　意外と話すのが好きなのか、話題が尽きずマシンガンのように言葉の弾が飛んでくる。

　でもそれすら苦痛に感じず話をしていると、時刻は既に十七時。

　日が傾き夕日が差し込んできたタイミングで、俺達はショッピングモールを後にした。

　綺き麗れいな夕日の中、久遠寺は満足気な顔でググーっと伸びをする。

　その拍子に綺麗な腹筋とヘソが見えたけどとても眼福ですありがとうございます。

「んーっぷはっ。……悪かったわね、今日は。私の不注意で二人にばれちゃって……」

「……気にしてないって言ったら噓うそになるが、いずれ言わなきゃとは思ってたさ」

　これから三年間、一緒の学まなび舎やで生活するんだ。いつまでも隠し通せるものでもないだろ。

「それにあの爆弾発言で、お前の言いたいことも、気持ちもわかったつもりだ」

「え……本当……？」

「ああ。なんてったって、俺達は赤い糸で結ばれてるんだぞ？　そりゃあ気持ちくらい察するぞ」

　と言うと、急に久遠寺は顔を朱色に染めた。多分、夕日のせいじゃない……と思う。

「そ、それって……その……この先も、私とずっと一緒にいたいって──」




「この先ずっと、俺達が一緒っていうのはさすがに無理だよな」

「…………………………………………は？」




　冷静に考えてみると、何かある度に牙を剝むくこいつと一生一緒にいるのは無理がある。

　あの時言ってた爆弾発言も、大方テンパった末に出てきたものだろう。それか赤い糸が見えたことで、気持ちが落ち着いていないのかもしれない。

　だって、こいつは俺のことが嫌いで、俺はこいつを天敵として見てるんだから。

　じゃないと、普段から嚙み付いてくるはずないよな？

　ここ数年間にわたっていがみ合ってるんだ。こいつの俺嫌いも相当なものなんだろう。

　……なんで俺のことをそんなに嫌ってるかは、謎のままだけどな。

　そう思っていたが……おかしい、反応がない。

「久遠寺？」

「…………」

　え、なんで無言で俯うつむいてんの？　ちょ、え？　怖いよ？

　ちょっと心配になり顔を覗のぞき込むと。

「ガルルルルルルルルッ！」

「なにごと!?」

　まさかの超絶不機嫌だった……！

　さっきまでご機嫌だったのに、何がどうしてこうなった!?

　潤んだ緋ひ色いろの瞳をこれでもかってくらい吊つり上あげ、まるで猛獣のように唸うなる久遠寺。

　その姿はまるで狂犬の如ごとく。

「あ、あ、アンタぁ……！」

「えっと……俺何かやっちゃいました？」

　ブチッ──。え、何今の。何かが切れた音が。

「アンタなんかあぁ……！　大ッッッ嫌いよおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!」

　あ……行っちまった。

　いや、まあ……知ってるけど。




　　　　◆梨蘭◆




　バカ！　バカバカバカ！　真田のばーかばーか！

　何さ！　何さ！　何さ！

　確かにいきなり態度変えるのは周りにも変に思われるし、アイツの言うこともちょっとはわかるけど！　だからって……だからって！

「あああああっ！　むかちゅくうううううう!!」

　そりゃあ私の今までの態度が悪かったわよ！　私がアイツのこと嫌いって認識を植え付けたのは私ですし、すごく反省してるし！

　そして何より！

「……アイツのこと、嫌いだなんて言っちゃった……ううううう！」

　私のバカぁ……！

　家のソファーでじたばたじたばた！

　その時、リビングの扉が開いて、お姉ちゃんが入ってきた。

　私と同じブロンドヘアーと緋色の瞳。

　だけど私より背が低く、髪の毛もおしりの下まで伸びている。

　そして気だるそうな目付きと発達してない体付き。一緒に歩くと私の方が姉に間違われるほどの幼児体型。これでも成人した大学生だ。

　迦か楼る羅らお姉ちゃんは私を見るなり、「んー？」と首を傾かしげた。

「梨蘭、今日はいつにも増して荒れてるねぇ」

「カルお姉ちゃん……うぅ、お姉ちゃ〜ん……」

「よしよーし。体はどエロいのに泣き虫なのは変わらんね、梨蘭は」

　うぅ。お姉ちゃんに頭撫なでられるの、安心する……。

「ガッコで何かあったかぃ？」

「それが……」

「愛いとしのアキト君かな？」

「はにゃ!?」

　にゃにゃにゃ！　にゃぜそれを！　真田のことは、家族の誰にも話してないのに！

「だって梨蘭、夜な夜な叫んでるもんなぁ。因ちなみに、父さんと母さんにもバレバレだぜ？」

「死にたい……」

　なんということ……まさかカルお姉ちゃんだけじゃなく、身内全員に私の好きな人がバレてたなんて。

　ソファーのクッションに頭を埋うずめていると、カルお姉ちゃんがソファーを背に座った。

「それで、どしたー？」

「……えっとね」

　話した。話してしまった。私が昔から好きな真田と、実は赤い糸で結ばれていることを。今日起こったことを。……嫌いと口走ってしまったことを。

　でも、昔からカルお姉ちゃんには隠し事はできない。信頼というか、どうしても甘えてしまう。本音が漏れてしまう。

　私の話を黙って聞いたカルお姉ちゃんは、優しく私の意図を汲くみ取とってくれた。

「なるほどねぃ。つまり梨蘭は、運命の人であるアキト君と仲良くしたいわけだ」

「うん……でも、大嫌いだなんて言っちゃった……」

　嫌いじゃないのに……好きなのに。どうしてアイツの前だと素直になれないんだろ……。

「そもそもなんで喧けん嘩かしちゃったのん？」

「う……私が真田に、ずっと私のこと見てなさいみたいなこと言っちゃって……」

「おー、大胆」

　いや、大胆と言うか……あれは本当に私もどうかしていた。真田を前に緊張してて、美女とデートしてると思ってパニックになってて、つい口を突いて出てしまった。

　時間を戻せるなら戻したい……ってそうじゃなくて。

「それで、真田がそれを冗談というか、本心じゃないみたいに受け取っちゃってね……」

「普段の梨蘭からは到底出ないような言葉に、アキト君も変な風に捉えちゃったのね」

　そう、そうなの。

　一生私だけ見てればいいだなんて、普段の私からしたら絶対に出てこないような言葉だ。

　しかも相手は、好きで、好きで、好きで堪たまらなくて、運命の人である真田暁斗。

　穴があったら入りたい勢いの爆弾発言だ。

「そうさなぁ……それが本当なら、梨蘭とアキト君の溝は相当深いかもねぇ」

「ですよねぇ……」

「なら、それを埋めてみてはどうかい？」

「埋める……？　どうやって……？」

　カルお姉ちゃんは口を『ω』にすると。

「親睦を深めるために、デートに行くんだよっ」

　とんでもないこと言った！











第三話　デートと波乱






「じ──」

　…………。

「じ────」

　…………視線が痛い。

　前の扉の方をチラ見。慌てて隠れたのか、ブロンドヘアーが隠れ切れてない。ものすごくわかりやすく警戒されてるな。

　目を逸そらすと、またこそっと顔を覗かせた。なんか睨にらまれてる。やっぱり土曜のことを根に持っているらしい。

　うーん……何に対して怒ってるのか、未いまだにわからない。

　今朝から曇っていて憂鬱な月曜日。降水確率は七十パーセント。所により雷。

　そんな最悪の日に、久く遠おん寺じはあのご様子。そんな所に隠れてたら、教室に入ってくるクラスメイトの邪魔になるから、やめなさい？

　変な行動を取る久遠寺と、気まずく目を逸らす俺。当然、龍りゅう也やと寧ねい夏かが見逃すはずもなく。

「アッキー。リラと何かあったのん？」

「いや、何もない。……はずだ」

「へい暁あき斗と。何もなかったらあんな風になるはずないだろ」

　その通り過ぎてぐうの音も出ない。

　再度言うが、なんで怒ってるのかわからないんだ。俺と久遠寺は同じ気持ち……のはず。

　あいつは俺を嫌いで、俺はあいつを天敵と見ている。

　それを素直に伝えただけなのに、ガン切れされて避けられてしまっているのは……納得がいかない。

「ま、あんまし泣かすなよ、暁斗」

「そーそ。女の子は卵のように扱わなきゃねぃ」

　とか適当なことを言い、二人は揃そろってどっかに行ってしまった。

　あの時、俺が地雷を踏んだからこうなってるんだよな……だけど何が地雷だったのかさっぱりわからん。助けてドラ〇もん。




「梨り蘭らんちゃん。何してるの？」

「しっ！　璃り音おん、今はあっち行ってて。隠れてタイミングを窺うかがってるんだから……！」

「……なんのタイミングか知らないけど、バレバレよ？」

「!?」




　　　　◆




　午前中は何事もなく授業を終え（休み時間はずっと避けられてたけど）、昼休みになった。

　久遠寺は既に席にいない。それどころか教室にいない。相当避けられてるな、俺。

　……まあいいや。飯食おう。

「おーい、暁斗。飯食おうぜ」

「今日は食堂で食おうぜぃ、アッキー」

「……ああ。行こうか」

　廊下で待ってる二人の所に向かおうとすると。コツンッ。頭に何か当たった。

　クシャクシャの紙……ゴミってわけじゃなさそうだけど……え、いじめ？

　周りを見ても、投げそうな奴やつはいない。誰だ？

　首を傾げ、開けてみる。

『屋上前集合』

　可か愛わいらしい丸文字でこんなことが書いてあった。送り主は……まあ、あいつだろう。

「悪い二人とも。先に行っててくれ」

「んー？　暁斗、どっか行くのか？」

「ああ、ちょっとな」

「あいよー」

「アッキー、食堂で待ってるよん」

　二人に見送られ、人目を忍んで指定の場所へ向かった。

　ここまで来ると、昼休みだというのに下からの喧けん騒そうは聞こえない。静かなもんだ。

　階段の一番上で、階段に座る久遠寺が一人。頭を膝につけ、顔を隠すようにしている。

　……その格好、やめてほしいなぁ。ピンク系のパンツ見えちゃってるから。

　けど、俺が来たのに、まだ顔を上げない久遠寺。……まさか本当に気付いてない？

「あー……久遠寺、来たぞ」

「……」

　少し顔を上げて、こっちをチラ見。

　よく見ると、顔が真っ赤だ。怒りなのか羞恥なのかはわからんけど。

「「…………」」

　互いに沈黙。どうすればいいのか困惑なう。

　すると、久遠寺がゆっくりと息を吐き、顔を上げた。

　覚悟を決めたような、しっかりとした目で俺を見つめる。

「真さな田だ、土曜はごめん。……ごめんなさい」

「ん？　何に対して謝ってるんだ？」

「……勢いで、大嫌いって言っちゃった」

　…………ん？　え、勢い？

「えっと……それは、本当は俺のことが嫌いではない……ってことか？」

「勘違いしないで」

「あ、はい」

　まあそりゃそうですよね、ハハハ。

「ぁっ。ち、違っ……うぅ」

　……わからない。今までもわからなかったけど、ここ最近の久遠寺は余計わからない。

「と、とにかく、本当にごめん！」

「……わかった。何に対して謝ってるのかはわかんないけど、とりあえずわかった」

「……正直なのね」

「実際わからんからな。ここで取り繕って後々面倒になるより、素直な方がいいだろ」

「ぷっ。何それ」

　お、笑った。土曜日も思ったが、やっぱり笑った方が可愛いな、こいつ。

「まさか、そのために呼んだのか？」

「違うわよ。その……私達って、『運命の赤い糸』で結ばれてるわけでしょ？」

　久遠寺が左手を上げる。俺も上げる。そこには、間違いなく俺達を結ぶ赤い糸がある。

　もう慣れた、今更だ。

「ああ、まあな」

「それで思ったのよ。どうせなら、敵対するのはやめようって」

「……どういうことだ？」

「えっと……あの、その……仲良く、はまだ無理かもしれないけど、お互いに、お互いのことを知ろうって……」

　ふむ、なるほど。つまり久遠寺も、俺と仲良くしたいってことか。

　……なんだよ『も』って。それじゃあ俺がこいつと仲良くしたいみたいじゃないか。

　頭を振ると、久遠寺は指をもじもじさせた。

「お、お互いのこと知ったら……気持ちの誤解もなくなりそうだし……」

「……気持ちの誤解？」

「っ！　い、今のは違う！　言葉の綾あや！」

「お、おう」

　深く考えないようにしよう。考えても、こいつのことを知らない俺じゃあ変に勘ぐることになりそうだし。

「でもさ、学校で急に態度を変えるのはやめようって前にも話したよな。どうすんだ？」

「だ、だから、その……学校以外、とかは……？」

「なるほど、外か。いいぞ」

「そうよね、いきなりこんなこと言っても迷惑……………………へ？」

　えっ。なんでそんな驚いた顔してんの？

「お互いを知るなら、学校より外の方が自分らしさを出せるかもしれないだろ。いいよ」

「い、いいの……？　本当に……？」

「ああ。じゃ、土曜にどこ行くか決めるために、アドレス交換しとこうぜ」

　メッセージアプリ、ＬＩＭＥを起動させる。

　それを見た久遠寺も、惚ほうけた顔でＬＩＭＥを起動した。

「じゃ、ふるふるするぞ。ほれ、ふるふる」

「ふ、ふるふる……」

「……お、できた。じゃあ帰ったら連絡するわ。じゃな」

「う、うん」

　階段を降り、降り、降り。

　ＬＩＭＥに新しく登録された『新規友達』を見る。

【梨蘭】

　…………。

　あ、やばい。ダメ、ダメだ、にやける。これはまずい、本当に、ダメな奴だ。

　一番下の階まで駆け下り、誰にも見つからないように階段下のスペースに座り込む。

　くそ……嬉うれしい。




　　　　◆梨蘭◆




「…………」

　呆ぼう然ぜん。私は今、その言葉を全身で体感していた。

　意味がわからない。

　デート……とまでは行かないが、一緒に遊びに行く約束はできた。

　それだけじゃない。予想外のことが起きた。

　ＬＩＭＥに追加された、『新規友達』。

【暁斗】

「…………」

　…………。

「ニャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッ!!!!!!」




　　　　◆ひより◆




「怪しい……」

「何が？」

「えっ？　あ、ごめんなんでもない。……ほ、ほら、お弁当食べよ！」

　ミったんが不思議そうに首を傾かしげたけど、ひよりはなんとなく言葉を濁してサンドイッチにかぶりついた。

　それでも、頭の中はあの二人のことでいっぱいだ。

　ここ最近、二人の様子をずっと見てきたけど、やっぱりむむむのむなのだ。

　リラたんのサナたんを見る目は熱を増していて、サナたんのリラたんに対する態度もどことなく軟化してる気がする。

　明らかに二人の接し方や態度が、前とは違っている。距離が縮まってるって言った方がいいのかな。そんな感じだ。

　これは何かあったかな？　何か、何か、何か。

　ここ最近のことと、二人の接し方が変わった時期を頭の中で逆算する。

　…………まさか……え、いやいや。そんなまさかだよ。あはは、あるわけないって。

　冷や汗が背中を伝い、ひよりの中で、ある仮説が頭をよぎる。

　想像することすら馬鹿らしい。そんな仮説が。

　はは。そんなことあり得る？　だってあの二人だよ？　リラたんはサナたん大好きだけど、サナたんはリラたんのことを苦手っぽいし……そんな、そんな二人が──。




　──『運命の赤い糸』で、結ばれてる……？




　　　　◆




　放課後の日課であるトレーニングを終え、夜の自室。

　俺は今、ベッドの上で正座になっていた。

　目の前にはいつも使っているスマホが一台。開いてる画面は、【梨蘭】のトーク画面。もちろん履歴は真っ白。

　久遠寺とアドレスを交換したまではいい。が……何を送ればいいんだ。

「『こんばんは』……は違うな。『はじめまして』？　いやはじめてじゃないし。『お嬢ちゃん今どんなパンツはいてんの？』……いや変態か」

　はぁ、テンパってるな、俺も。

　参った……寧夏や琴こと乃のはともかく、久遠寺とやり取りするとなると何を話せばいいのかわからん。

　別の女子ならこんな緊張することもないんだが……やっぱり運命の人だからか。

　時刻は既に二十時を回っている。

　これ以上遅くなると、さすがに迷惑になりそうだし……ええいっ、ままよ！

『暁斗：こんばんは』

『暁斗：（犬が挨拶してるスタンプ）』

　ふぅ。まずはジャブで様子見。

　と、直すぐにピコンと音が鳴って返信が返ってきた。

『梨蘭：やっぽー☆』

『梨蘭：もーアキト君かたいぞ☆　気楽に行こうよ☆』

　誰だこいつ。

『暁斗：すみません、間違えました』

『梨蘭：ごめゆさなた！　今よお姉ちゃん！　お姉ちゃんでかや！』

　なんだ姉か。久遠寺って次女だったんだな。

　てかこいつ慌てすぎ。誤字しまくってるじゃん。かわい──。

「うぐぅ……！」

　何ナチュラルに可か愛わいいとか言いそうになってんだ俺はぁ……って言っちゃってるし！

　ちくしょうっ、調子狂う！

『暁斗：そっか。陽気そうなお姉さんだな』

『梨蘭：まあ、いつも助けてもらってるわ。今だって……』

『暁斗：何かやってたのか？』

　……あれ？　既読付いたまま止まった？

　ピコン。あ、来た。

『梨蘭：勉強！　勉強見てもらってたの！　お姉ちゃん、帝てい都と大学行ってるから』

『暁斗：帝都か。日本でも最高峰の大学じゃん。凄すごいな』

　俺も勉強はちゃんとしてるけど、帝都大学に行こうだなんて思えない。

　やっぱり久遠寺の身内だけあって、律りち儀ぎでキッチリした人なんだろうか。

　……いや、あのメッセージを見る限り、大雑把そうかも。

『梨蘭：ところで土曜日のことなんだけど』

『暁斗：ああ、出掛けるんだよな。どこがいい？』

『梨蘭：真田は行きたい場所はないの？』

　俺の行きたい場所か。

　休日に出かける場所なんて、琴乃とはショッピングモール。龍也や寧夏とはゲーセンだからなあ。ショッピングだって、俺が今欲しいものとか特にないし。

　なら映画や水族館？　……いやいや、デートじゃないんだから。

『暁斗：特にないな。久遠寺はどうだ？』

　ここでまた止まった。

　どこに行きたいか悩んでるみたいだ。

　待つこと五分。ようやく返事が返ってきた。

『梨蘭：多すぎて決められない』

　かわいすぎか。ダメだ、最近久遠寺の可愛さが際きわ立だって極まってる。

　……いや、久遠寺自身は変わってないだろう。変わったのは、彼女を見る俺の目だ。

『運命の赤い糸』で結ばれてると知り、久遠寺の動きや言葉に苛いら立だちではなく愛らしさを覚えている。我ながら単純で浅ましいな……。

　ピコン。お、返事が返ってきたな。

『梨蘭：私的にはラブホとかいいかも』

『梨蘭：お互いを知るにもいいでしょ？』

　────。らぶほ……らぶほ？　ラブホ……。

「ふぁっ!?」

　えっ……えっ!?　まさかのお誘い!?

　さすがにそれは早すぎると言うか、意外と大胆と言うか！　そりゃ思春期の俺としてもやぶさかではないし、据え膳は食うタイプの男なのでむしろ嬉しいと言いますか！

　ピコン。あれ、また来た。

『梨蘭：今のもおねちゃんだかりゃあ！』

『梨蘭：わすれへ！　忘れなさち！』

『梨蘭：ふつーにショッピング！　ふつーに、ふつーに！』

　そ、そうだよな。うん、なんだそうか。久遠寺のお姉さん、心臓に悪いからやめてください。

　……ちょっと残念に思ったのは内緒だ。

『暁斗：心臓に悪いからやめてくださいって、お姉さんに伝えといて』

『梨蘭：わ、わかったわ』

　それにしても……久遠寺とラブホか……。

　い、いかん。考えるな、俺。下手するとセクハラになる。

『梨蘭：それじゃ、改めて。土曜日なんだけど、せっかくならショッピング行かない？』

『梨蘭：そろそろ夏物の服も売られるだろうし』

　なるほど、服か。

　あんまり服にこだわりはないんだが……久遠寺も楽しみにしてるみたいだし。

　とか言って、「興味ないけどいいよ」みたいな内容は送らない。それは久遠寺を困らせるだけだからな。

『暁斗：服か。俺も欲しいと思ってたから、いいぞ』

『梨蘭：ほんと？　ありがとう』

　どうやら正解の返信だったらしい。

　ここで久遠寺の機嫌を損ねるのはアウトだし。

『暁斗：つっても、服は欲しいがどんな服を買えばいいのかわからないんだよな』

『梨蘭：それなら私が見繕ってあげるわ』

『暁斗：助かる』

『梨蘭：（犬が「任せとけ」と言っているスタンプ）』

　なんと、梨蘭も犬派だったか。俺も犬派だから、ちょっと親近感。

『暁斗：それじゃ、そんな感じでよろしく』

『梨蘭：ん、よろしく』

『梨蘭：明日の授業の予習があるから、今日はもう終わりね。おやすみ』

『暁斗：おう、おやすみ』

　授業の予習か……そういや、久しくやってねーな。

　中学の時は頑張ってたけど、高校入ってからはメッキリやってないし。

　…………。

「俺もたまには勉強するか」

　っと……その前にコンビニ行こう。




　　　　◆梨蘭◆




「カルお姉ちゃん！」

「ごめんよぉ〜」

　謝ってないなこの姉は！

　迦か楼る羅らお姉ちゃんはニヤニヤした顔でゴリゴリ君アイスを食べ私を見てきた。

「でもよかったの？　お互いを知るにはエッチした方が早いよ」

「それが早すぎるって言ってるの！」

　全くもうっ、お姉ちゃんは！

「我が妹ながらヘタレだなぁ」

「ヘタレで結構よ、ふんっ」

「でも、何送ればいいかわからないって泣きついて来たのは梨蘭だよ？」

「むぐっ……」

「私のおかげで話ができたんじゃにゃいのかにゃ〜？」

「うぐぅ……！　……れ、冷蔵庫のゴリゴリ、私の分あげます」

「へへ。まいど〜」

　お姉ちゃんには一生勝てない。改めてそう思いました。




　　　　◆




　それから毎晩のように久遠寺とやり取りをし、学校ではいつも通りいがみ合っているうちに、約束の土曜日となった。

　日課のジムでのトレーニングを終え、帰ってきたのは午前十時前。

　久遠寺との約束の時間は十二時に駅前だから、まだ余裕はある。

　シャワーを念入りに浴び、普段は付けないワックスで髪を整える。

　ついでに練り香水を耳の後ろと手首に付けた。最後に鏡で最終確認。

「目ヤニなし。髭ひげの剃そり残しなし。髪も整えた。服にシワもない。よし、問題なし」

　……なんで俺、こんなガチになってんだ。

　改めて考えると、これはデートじゃない。デートではなく、互いが互いを知るために一緒に出掛けるだけだ。

　……これ、俺気合入りすぎかな？　……いやいや、これが普通。これが俺だ。うん、何も問題ない……はず！

　腕時計を確認。現在十一時十分。家から駅までは徒歩で二十分掛かるが、まあ今から出て少し余裕を持って待てばいいだろ。

「よしっ。行くか」

　気合を入れ、お気に入りのレザースニーカーを履く。

　これならいくら歩いても足が痛くなることはないし、疲れることもない。

　玄関の姿すがた見みで最終確認して玄関を出ようとすると、今起きたのか琴乃が欠伸あくびをしながら階段を降りて来た。

「ふあぁ〜。あれ〜、おにい、どっかいくのぉ？　ことのもいくー」

「おい、寝ぼけすぎて幼児退行してるぞ。それと服をちゃんと着なさい」

　キャミソールの右肩がずり下がり、辛かろうじて胸に引っかかって丸出しにはなっていない。

　ほんと、いい歳としなんだからもう少し羞恥心を持って欲しい。お兄ちゃん、琴乃ちゃんの将来が心配よ。

「じゃ、行ってくる。琴乃もさっさと顔洗えよ」

「あーい。行ってらっさー」

　家を出て、のんびり住宅街を歩く。

　絶好のお出掛け日和とはまさにこのこと。そよ風も気持ちよく、いたずらっ子のように肌を撫なでる。雲ひとつない晴天、というわけにはいかないが。青いキャンバスに白い雲がよく映えていた。

　のんびり歩いていると、公園で男の子と女の子が遊んでるのを見掛ける。

　兄きょう妹だいだろうか。それとも近くにいる二人のママ友の子供達か。

　何にせよ、仲のいい二人だ。俺と久遠寺とは大違いだな。

　と、二人のママ友が子供達を呼んだ。予想通り二人はそれぞれの子供らしい。

　少年少女よ。今隣にいる人を大事にしろよ。もしかしたら将来、隣の人が運命の人になるかもしれないからな。

　俺だって、久遠寺が運命の人だって知ってたらもっと大切に──。

「うぐおおおおおおおおおおお!!」

　大切にって何じゃああああああ!!

「おかーさん。あのおにーちゃんかべにあたまうちつけてる」

「へんなひとー」

「「見ちゃいけません！」」

　ぐっ……！　このままじゃ不審者扱いされてしまう。さっさと向かおう。

　公園から逃げるように、足早で駅前へと向かった。

　……あれ、小さい女の子？　なんだっけ、何かこう、頭の中で引っかかるような？




『またね！』




　んん？　また？　また、なんだっけ？　すげー小さいとき、何かあったような。

　……いいや。今は久遠寺との外出をいいものにできるよう、そっちに集中しないと。

　その気持ちの焦あせりからか、時刻は十一時二十分。予定より全然早く着いちまった。

　着いちまったんだが……おかしい。赤い糸が、既に駅前に向かって伸びている。

　俺の家と久遠寺の家、それと待ち合わせ場所を考えると、赤い糸は反対方向を向いているはずだ。まだ待ち合わせ時間には四十分もあるからな。

　なのだが……。

「……なんであいつ、こんな早くいんの？」

　待ち合わせの駅前の時計塔。その下で、前髪をいじってソワソワしている久遠寺がいた。

　ベージュのフィッシュテールスカートに、白のベルスリーブのシャツ。

　首にはワンポイントのネックレスが輝き、光の具合で虹色に輝いている。

　ソワソワしているが気品があり、誰の目から見ても高たか嶺ねの花。

　この場にいる誰よりも存在感を醸かもし出だしている久遠寺を中心に、円形状の空間ができあがっていた。まさしく、誰も寄せつけない聖域。

　めちゃめちゃ近付きにくい……。

　い、いやいや。気け圧おされることはないぞ、俺。久遠寺は俺を待っているんだ。うん、だから近付いても大丈夫。

　密ひそかに気合を入れ直し、久遠寺に近付こうとした時。




「うわっ、かわいー！　ねえねえ、お姉さん暇？」




　別の第三者が、久遠寺に近付いた。

　……は？　誰だこいつ。

　明らかにチャラ男。明らかに陽キャ。そんなイメージの男が、久遠寺に声を掛けた。

「……誰ですか」

　久遠寺も同じことを思ったようで、目尻を吊つり上あげて男を睨にらむ。

　だが男はその睨みに怯ひるむ様子はなく。

「お姉さん怒った顔もかわいーね！　この辺でいい喫茶店知ってんだけどさ、どう？　お茶しない？」

「結構です」

「まあまあ、そう言わずに」

　と、久遠寺の肩に手を回し──。

「アンタねぇ……！」

「勝手に触んじゃねえ」

　気付いたら俺は、男の手首を摑つかんで捻ひねり上げていた。

「ぁ……さ、真田……」

「悪いな、久遠寺。怖がらせちまった」

「っ……んーん、大丈夫」

　久遠寺は俺の背中に回ると、服をちょこんと摘まんだ。

　震えてる……なんだかんだ、怖かったんだろうな。この男、ぶちのめしてやろうか。

　更に少しだけ力を入れる。

「いででででで！　なっ、なんだよ！」

「なんだよだと？　お前こそナンパなんて何のつもりだ」

「はぁ!?　皆やってることだろ！　運命の人との愛情と、性欲は別モンだろうが！」

「だったら家で一人でマスかいて寝てろ」

　捻り上げた腕を押すように前に突き出すと、男はよろめき、しりもちをついた。

　俺を睨み付けてくる男。だが、俺の姿を見た男は怯み、逃げるようにその場を後にした。

　まあ、そんじょそこらの男と比べたら筋肉質だからな、俺。しかも少し薄手の服。ビビるのも無理はない。

「久遠寺、大丈夫か？　……久遠寺？」

　あれ？　反応がないな。

　未いまだ俺の服を摘まんでいる久遠寺を振り返る。

　と、久遠寺は俺を熱にうかされたような目で見上げていた。

「久遠寺？　おーい？」

「……っこぃぃ……」

「え？」

「……ッ！　な、なんでもないわよ！」

「そ、そうか」

　え、なんでキレられたの俺。

　だが久遠寺はさっきの輩やからがまだ怖かったようで、俺の服から手を離さない。

「……お礼は言っておくわ。ありがとう」

「気にすんな。……それより、待たせたか？」

「いえ、私もさっき来たところだから。……アンタこそ、早いんじゃない？」

「あー……気分だ。お前こそ早いな」

「気分よ」

「「………………ぷっ。ふふっ」」

　全く、なんだよそれ。

「せっかく早く集まったし、食事にしましょう」

「だな。……ああそうだ。久遠寺」

「何よ」

「服、似合ってるぞ」

「にゃっ!?　ふ、不意打ちすんな！」

　特に不意打ちしたつもりはないが。寧夏はともかく、土つち御み門かどや琴乃はこういうのにうるさいからな。思わず癖が出ただけだ。

　未だに俺の服を摘まんでいる久遠寺を伴ってショッピングモールに入り、喫茶店で軽く食事をした。

　俺はナポリタン、久遠寺はサンドイッチ。
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　ちまちま食べる姿が小動物っぽくて、見ていて飽きない。可か愛わいらしい。

　無言で二人だけの食事が進む。だけど不思議と居心地がいい。この沈黙が嫌じゃない。

　天敵のような女子だが、仲良くなりたいというか、お互いを知りたいと思ってからは、この空気もいいものに感じていた。

　たまごサンドを食べ終えたところで、久遠寺が背筋を伸ばして頭を下げた。

「真田。改めてさっきはありがとう。正直、ちょっと怖かったわ」

「気にすんなって。それにあんなグイグイ来る奴やつ、珍しいからな。怖くて当たり前だ」

　ナンパなんて今の時代珍しい。

　あいつは「皆やってる」なんて言ってるが、運命の人が明確にわかる現代において、ナンパの成功確率なんて低いだろう。

　ナンパで成功するなんて、性におおらかな女性くらいだ。

　つまりあいつは、久遠寺を見て成功すると踏んだと……。

「今からでも血祭りにあげてくるか」

「どうしてその結論に!?」

「だってあいつ……っ、いやなんでもない」

「な、何よ。気になるじゃない」

「なんでもないったら、なんでもない」

　これ以上追及するのも無駄だとわかったのか、じとーっとした目でツナサンドを口に入れた。

　ふぅ……落ち着け、落ち着け俺。もうあんな奴と出会うこともないだろう。うん、気にしない気にしない。

　フォークでパスタを巻き、口に運ぶ。

　それを見た久遠寺は、不思議そうに首を傾かしげた。

「真田、それだけで足りるの？」

「まあな。家でプロテイン飲んできた」

「出た、プロテイン。体鍛えてるって本当なんだ」

「キックボクシングの為ための補強だがな」

「へぇ……ねえねえ、ちょっと触らせてよ」

「ああ。いいぞ」

「──ぁ」

　久遠寺が伸ばしてきた手を止める。と同時に、俺の脳裏にあの階段での出来事がよぎった。

　あの時は手の平が触れただけで、雷で打たれたような衝撃が全身を貫いた。

　これ……普通に触らせようとしたけど、絶対まずいよな。

　硬直する俺と久遠寺。

　久遠寺の顔は見る見る赤くなり、俺の顔も熱くなるのを自覚した。

「あ、あー……飯、食うか」

「そそそっ、そうね……！」

　気まずい……だけど、心地のいい気まずさだ。

　久遠寺も同じ気持ちなのか、染めた頰を隠すように……でもニコニコ笑ってツナサンドを頰張る。

　俺と久遠寺が一緒に出掛けて、一緒に飯を食うだなんて……数日前の俺に言っても、信じてくれないだろうな。

「不思議ね」

「っ……何がだ？」

「アンタと私が、こうして一緒に出掛けるなんて」

「……そうだな」

　久遠寺も同じように思ってたのか。

　…………。

　あーどーしよめっちゃ顔ニヤけそう嬉うれしい！

　お、落ち着け俺。クールを装よそおえ。何事もなくナポリタンを食うんだ。うん、俺は冷静だ。

　いやでも嬉しいもんは嬉しいんだよなぁ！

「？　真田、どうしたの？」

「な、何が？」

「なんか変よ。いつも変だけど」

「いつも変は余計だ」

　あ、よかった。ちょっと冷静になれた。

　久遠寺は首を傾げ、食べ終えたのか口元を拭いて手を合わせた。

「デザート、頼むか？」

「いいの？　ショッピングの時間は……」

「俺も頼もうと思ってたしな。それに、時間なんていくらでもあるだろ」

　左手を見ると、久遠寺もハッとした顔になった。

　こいつはどう思うかわからんけど、俺は今日の外出を、今日だけで終わらせたくない。

「アンタ、私のこと……」

「ん？」

「……んーん、なんでもないわ。さて、何食べよっかなー」

　久遠寺はニッコニコでメニュー表を見る。

　デザートが好きなのか、どことなく目も輝いてる。まるで小さい子供……いや、なんだか琴乃を相手にしてるみたいだ。見ていて、甘やかしたくなる。

「んー、オリジナルプリンにするか、イチゴパフェにするか……迷う」

「どっちも好きなのか？」

「ええ。イチゴも大好きだし、プリンも大好きよ」

「……一口やるから、どっちも頼んでいいぞ」

「ホント!?　いいの!?」

「ああ。男に二言はない」

「むふふーっ。なんだ、アンタ優しいわね！　じゃあ私がイチゴパフェにするから、真田はオリジナルプリンね！」

「はいはい」

　反応も丸っきり琴乃。

　でも妹扱いはしない。目の前にいるこいつは、正しく俺の運命の人なんだ。

　そんな彼女を妹扱いなんてしてみろ。それは失礼にあたるし、ばれたら間違いなくぶっ殺される。

　律りち儀ぎで、スイーツ好きで、可愛らしいところもある、久遠寺梨蘭。

　ここ数日で久遠寺のいいところを知れている気がする。

　今日の外出も、いいものになりそうだ。

　店員さんにデザートを頼む久遠寺を見ながら、なんとなくそう思えた。




　　　　◆




　食事を終えた俺達は、店を出てウィンドウショッピングをすることにした。

　久遠寺曰いわく、四月も後半になれば初夏から夏に掛けての服が売られ、今は春物の服が半額以下で投げ売りされているらしい。

　半額以下といえど、値段的には高校生の財布事情からしたらかなり痛い額だ。

「このショッピングモールってかなり高いけど、買える分の金って持ってんの？」

「お父さんにお願いしたら、万札五枚くれたわ」

　世の中のパパさん、娘に甘すぎじゃね？　琴乃も父さんから服代貰もらってるし。ずるい。俺も金欲しい。

　娘と息子の格差に若干の気落ちをしつつ、少しお高めのブランドショップに入った。

　真面目な顔でノースリーブのツナギみたいな服を物色しているが……。

「何この服。作業着？」

「違うわよ。オールインワンのガウチョノースリーブよ。真ん中のベルトで腰を締めることで、女性らしいラインを出すの。脚はゆったりとしてるから動きやすくて……」

　ペラペラペラペラ。何言ってんのか全くわからん。

　ただ楽しそうに話してるのを見ると、こっちまで楽しくなる不思議。

　そんな久遠寺が、二種類のオールインワンの服を手に取った。

「ねぇ、どっちの方が似合うかしら？」

　出た、面倒くさい質問。琴乃と買い物してる時も、似たようなこと言われるんだよな。

　ただ、楽しそうな久遠寺を見ると無下にすることもできない。

　二つの服を見比べる。一つは黒。腰回りのリボンにはワンポイントで金の刺し繡しゅうがあしらわれている。かなりシンプルなデザインだ。

　もう一つは黄色。黒とは違い肩回りにフリルが付いていて、胸元もがっつりと開いている。可愛いとセクシーの中間みたいなデザインだな。

　ふむ、この二つだったら。

「黒だな」

「理由を聞いてもいい？」

「純粋に黒の方が似合ってると思った。あと、どうも久遠寺がフリルを着る印象が湧かない。最後にむな──ぁ」

「？　何よ」

　あ、あー……これは……えっと……。

「な、なんでもない」

「むっ。言いなさい。何言っても怒んないから」

「それ怒る人の言葉だろ」

「いいから！」

　ぅ……ぐぅ……！

「む……むな……っ！　胸元が、開きすぎてるから……！」

　くそ、何言ってんだ俺は！　こんなのほとんどセクハラみたいなもんじゃないか！

　さすがにこんなこと聞いたら、久遠寺も怒るか……？

　そう思い、ゆっくりと久遠寺の顔を見る。

「ぁ……ぅ……そ、そ、そうっ、ね……！」

　怒りなのか羞恥なのか、顔を真っ赤にして体を震えさせていた。

　なんだ、怒らないのか……？　まあ怒られなくて済むなら、それでいいが。

　久遠寺はその服を一旦戻すと、また色々と俺の意見を聞きながら服を物色する。

「ふむ、なるほどね。じゃあ別のお店に行きましょ」

「了解」

「……なんか、手て馴なれてるわね」

「まあ、女性との買い物も初めてじゃないしな」

　琴乃や土御門、服を褒めないと怒るわ、ちゃんとエスコートしなかったら怒るわ、適当なことを言ったら怒るんだよ……まあ、おかげで色々と鍛えられたが。

　それに面倒な中学の時の後輩。あいつが一番こういうのにうるさかったな。

　なんて考えていると。

「ふ────────ん……」

　めっちゃジト目で睨にらまれた。

「……なんだよ」

「そう言えば、中学の時からアンタの周りって不思議と女の子がいたわよね」

「ぐっ」

「琴乃ちゃんに、璃音に、十じゅう文もん寺じさんに、最近では土御門さん。あとは──」

「待て待て待て。あいつらと俺はそんな関係じゃないからな。あと琴乃は妹だ」

「でも一緒に出掛けてたのは事実でしょ？」

「うぐぅ……！」

　いや、マジで違うんですよ。あの子達は普通に友達なんです。琴乃は妹なんです。本当なんです、信じてください。

　……なんで俺、浮うわ気きしてるクズ男みたいな言い訳してるんだ。

「女たらし。ふんっ」

「だ、だから違うって……俺鍛えてて力はあるから、荷物持ちとかやらされてただけだって。ちょっと、聞いてます？」




　　　　◆梨蘭◆




　ムカムカムカムカッ！　ムカチ──────────ン！

　何さ！　何さ、何さ、何さ！

　そりゃ真田にだって人付き合いはあるし、中学の頃から大人びてて他の女の子にも密ひそかに人気があったさ！　私の友達も何人か、真田に気がある子もいたさ！

　それに優しいし、頼まれたら断れない性格してるし、よく見たらカッコイイし！

　だからモテるのはしょうがない。しょうがないけど……やっぱり他の子と一緒にいたことのある事実に、私の気持ちは複雑なのよ！

　あぁ、どうして私、中学の頃素直になれなかったんだろ……いや、今でも素直とは言い難がたいけど。というか、今もほとんど素直じゃないわね。

　……待てよ？　昔は私と真田を結び付ける関係なんて、ただ言い合うだけの関係でしかなかった。

　でも今は……赤い糸がある！

　そう、そうよ！　他の誰でもない、『運命の赤い糸』が私と真田を結び付けているわ！

「お、おい久遠寺？　さっきからイラついた顔したり落ち込んだり目を輝かせたり、どうしたんだよ」

「うっさい、黙ってなさい」

「しどい」

　ふっふっふ……真田、そうして余裕ぶっこいていられるのも今のうちよ！




　　　　◆




「ねえ真田。この服とかどうかしら？」

「……これを、久遠寺が着るのか？」

「ええ。そうよ」

　いや、これは……。

　見ていたのは、片方の肩だけ露出しているワンショルダートップスと呼ばれるものだ。

　白を基調にしたものだが、形状的にどうしても露出が多い。

　肩だけでなく、胸元も扇情的だ。

　正直、着ると久遠寺のプロポーション的に凄すごく似合うと思う。

　だけど、さっきのオールインワンの時もそうだが、やっぱり露出が多いのはどうしても気になる。

　そう言ったんだが……久遠寺的には、こういったちょっと大人っぽい服も着てみたいお年頃なんだろう。ここで俺のわがままで着てほしくないとは言えないか。

　あと男心的に、美少女の露出の多い服装はそそられる。

　そのことをどうやんわりと言うか迷っていると。

「……ちょっと試着してみるわね。こっち来なさい」

「えっ。お、おいっ！」

　急に移動したので思わず付いて来てしまった。移動先は、店内の試着室エリア。四つの個室があり、その全てが埋まっている。

　あれ……これまずいんじゃないか？

　目の前の試着室のカーテンは閉じられ、中では久遠寺が着替えているのか、生々しい衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　する、する……とす。するする……。

　いやダメだって！　本当、本当に色々と妄想を搔かき立たてられるから！　思春期男子高校生の目の前で、カーテン越しに美少女が生着替えとか、結構ヤバいから！

　うぅ、消えてなくなりたい……。……っ！　視線……！

　思わず振り返る。すると、店員のお姉さんが不審者を見るような目で見ていた。

　まあそうですよね！　普通レディース専門店の試着室って男性はダメですもんね！

「真田ー、そこいるー？」

「え!?　お、おうっ、いるぞ！　でも外に出ていいかな!?」

「もうちょい待ってなさいよ。せっかちね」

　せっかちにもなるわ！

　だけど、俺が試着室に入ってる奴やつの連れだとわかったのか、お姉さんはニコリと笑ってどこかへ行った。

　これは……助かった、のか？　はぁ……心臓に悪い。

「よしっと。じゃ、開けるわよ」

「お、おう」

「じゃっじゃーん！」

　──可か愛わいい……。

　ワンショルダーならではの、制服姿や今日の服装からは想像できないほどの肌の露出。

　胸元もかなり開いていて谷間もしっかりと見えている。だが、思ったよりエロスもセクシーさも感じない。

　これが久遠寺が着ているからなのかわからないが、まとまった『美』という感じがする。

　久遠寺は見せつけるように、くるっと一回転して笑みを浮かべた。

「えへへ……どう？　似合うかしら？」

「……」

「……真田？」

「……ぇ、ぁ……ああっ、似合ってるぞ、本当に」

　思わず顔を背けてしまった。だって直視できない。ずるい。

「むっ。やっぱり、露出が多いのは嫌い？　もしかして、品のない女みたいに見える……？」

「そ、そんなことはない。本当に似合ってるし、可愛い。けど……」

「けど？」

「……直視できない」

　今は顔を逸そらすだけで精一杯だ。

　直視できないくらい可愛いし、本気で似合ってはいるけど、目の保養と同時に目の毒であることには変わりない。

　そんな意味で言ったんだが。

「そ、そう。……ふひっ」

　久遠寺、嬉うれしそうだな。

　あのやる気絶無みたいな寧夏だって、褒めれば普通に喜ぶんだ、間違いない。

　だけど……やっぱり今まで見てきた女性の中で一番だよなぁ……これが赤い糸効果か。

「じゃ、じゃあこれは買うわね」

「お、おう……って待て！　お、おい久遠寺」

「何よ？」

「お前っ、アレはどうしたんだよ……！」

「アレ？」

　不思議そうに首を傾かしげる久遠寺。

　いや、その……これは言っていいのだろうか。

「し、下着……」

「下着？　……あぁ、ブラ？　当然脱いでるわよ」

「んなっ!?」

「だって、着けてたらストラップが見えちゃうじゃない」

　そんな当たり前みたいに言うなよ!?

　てことは何か、今目の前にいるこいつはノーブラだと!?

　思わず後ずさりした。いやするに決まってるだろう。なんでノーブラなんだ、こいつは。

　が、久遠寺は俺の気持ちを察したのか人の悪い笑みを浮かべ、少しずつ近付いてきた。

「どうしたのよ、真田。顔が真っ赤よ？」

「お、おおおおおいっ。あんま近付くなって……！」

「どうして？　何がいけないの？」

　こ、こいつっ、わざと胸を強調するようにして近付いてきやがる……！

　俺が一歩下がる。久遠寺は一歩前に出る。

　と……とすっ。しまった、後ろは壁か……！

　久遠寺はチャンスと見たのか更に近付き──俺と触れる寸前まで近付いた。

「ちょ、他のお客さんもいるんだから……！」

「なら、声は出さないようにしなきゃね」

　呼吸を肌で感じられるくらいぐっと近付いてきた。まつ毛の長さも、筋の通った鼻も、高揚しているのか赤らんだ頰も、いつも以上に近く、よく見えてしまう。

　こ、こいつこんなキャラじゃないだろ……!?

　こんな時、いつもなら久遠寺の方が真っ先に離れていくのに！

　慣れない状況に俺の体が強こわ張ばり、目を閉じてしまった。

　あぁっ、もう……ダメだ……！




「…………ぷっ。ふふっ……ふふふっ。やーね、冗談よ」

「──へ？」




　いたずらが成功した子供のように急に笑い出した。

　冗談……冗談？　え、冗談って？

「ノーブラで試着なんてするはずないじゃない。こんな服も着るかもって考えて、ストラップレスのブラを着けてんのよ」

「…………」

　なんだよそれ……残念なような、よかったような。なんだかどっと疲れが……。

　久遠寺は試着室に戻り、カーテンに手をかけつつ振り返り。

「ふふ。ばーか」

　可愛らしく、悪態をついた。

　……心臓が持たん……。

　自分の服に着替えた久遠寺は、さっきの白いワンショルダートップスと色違いの黄色。その他にもインナー、スカート、パンツと買い、俺の両手には大量の紙袋が握られていた。

「さあ真田。次行くわよ！」

「お、おう」

　これだけ買ってまだ買うというのか……恐るべし、女子高生。

　琴乃や寧夏とも買い物には行くが、こんなに買うのは稀まれだ。オシャレに気を遣うっていうのも、大変なんだな。

　鼻歌交じりに歩く久遠寺に続き、メインタワーから別棟に向かっていると。

「ふんふんふーん♪　……あら？」

「ん？」

　急に立ち止まった久遠寺。なんだ、何かあったのか？

　久遠寺の肩越しに、視線の先を見る。そこにあったのは。

「へえ、ペットショップか」

「こんな所にペットショップなんてあったのね。知らなかったわ」

「俺も」

「入ってみない？　真田、わんこ好きでしょ？」

「そういう久遠寺も好きだろ、犬」

「えへへ。やっぱりばれてたわね。赤い糸で結ばれてるから、似た者同士……なのかしら」

　久遠寺は照れ笑いを浮かべると、さすがに恥ずかしかったのか足早にペットショップへと入っていった。

　いや、今のは卑ひ怯きょうだろ……。

　俺も顔が赤くなってるのを自覚し、後を追うようにペットショップに入る。

　中は意外とこぢんまりとしているが、クリアガラスの中には子犬や子猫がたくさんいた。

　いや、本当にぬいぐるみみたいな可愛さだ。愛くるしいとでも言うべきか。自分が可愛いとわかってて、わざと媚こびてるんじゃないかと疑うレベルで可愛い。あざとい。可愛い。

　さて、久遠寺は……あ、いたいた。クリアガラスの一つに張り付いて、一匹の子犬に夢中みたいだ。

「か、か……かわいい……」

　うぉっ。久遠寺の顔、今まで見たことがないくらい蕩とろけてるぞ。

　久遠寺が見ていたのは、黒いミニチュアダックスだ。短い脚を懸命に動かして、久遠寺に向けてアピールしている。

「み、見て見て真田！　この子、脚短いっ、可愛い……！」

「ミニチュアダックスは特に短いよな。その可愛さがまた……」

　一生懸命前脚を動かし、勢い余って転げる。可愛すぎか？

　久遠寺もこの子のとりこのようで、じっと見つめて動こうとしない。可愛いのはわかるが、そんなに熱心に見つめて……余程犬が好きなんだな。

　そんな横顔を眺めていて思ったが……こんな風に無邪気に夢中になってる久遠寺って、初めて見た気がする。

　こいつが今まで、勉強でも美容でも一生懸命取り組んでいることは知っている。

　何を目指しているかは知らないけど、自分の限界を決めず、常に上を目指して努力することに夢中になっている久遠寺を、俺は素直に尊敬していた。

　でもそれは、なんだか鬼気迫るような雰囲気だったが……こんなに可愛らしく夢中になる久遠寺は、中学高校を通して初めて見たな。

　今日は久遠寺の新しい一面をいろいろ知れた一日だ。

　思ったよりお茶目で、いたずら好きで、犬にこんなに夢中になって、可愛い笑顔を見せて。今までは怒った久遠寺しか知らなかったけど……いいな、こういうのも。

　と、そんな久遠寺の顔も徐々にしかめっ面つらになって……って、どうしたいきなり。

「ねえ、真田。私思ったんだけど……この子、真田に似てない？」

「は？」

　似てる？　俺とこの子が？

　ミニチュアダックスを見る。店内の鏡を見る。……どこが？

「ほら、毛が黒いところとか、ちょっと鋭い目とか」

「黒い毛で目が鋭いだけで似てたら、地球上に何人似てる奴やつがいるんだよ」

「あとは……雰囲気？」

　いや疑問形で聞かれても。

　未いまだに尻尾をぶんぶん振り回して、遊んでアピールをするミニチュアダックス。

　……似てる、か？

「ほらほら、サナダー」

「勝手に人の名前を犬に付けるな」

「いいじゃない、別に。ほらサナダ、いい子でちゅねー」

　うっ……な、なんだか俺が久遠寺に赤ちゃん言葉であやされてるみたいで、恥ずかしいんだけど。

　蕩けた笑顔で、俺に似てる（？）ミニチュアダックスに夢中な久遠寺。……なんかもやっとする。

　このもやっと感になんとも言えない気持ちになっていると。

　黒いミニチュアダックスの隣の囲いに、淡い金色の毛並みのチワワがいた。

　……なんか、俺見てない？

　久遠寺から離れてチワワの赤ちゃんに近付く。と、うおっ！　いきなり元気になった！

　ケージの中を走り回り、俺に抱っこをせがむように前脚を上げる。

　おん、なんだてめー、可愛いなこんにゃろうめ。

　……よく見ると、瞳が若干赤い……？　金色の毛並みに赤い目。よし、今日からお前はクオンジと名乗るがいい。

「あれ、真田？　……あ、チワワの赤ちゃん？」

「おう。クオンジだ。毛色と瞳の色が似てるから、そう呼ぶことにした」

「ちょっと、やめてよ」

「数分前の自分の言動を鑑かんがみろ」

　クリアガラスをなぞるように指を動かすと、クオンジは嬉うれしそうにそれを追って転がった。いや、可か愛わいすぎかこいつ。

「よしよし、クオンジはかわいいなぁ」

「んなっ!?　あ、アンタっ、何言って……！」

「え？　……あ、ち、違っ！　こ、こっちのクオンジだって……！」

「え、あ……そ、そうよね。うん、そう……」

　……微妙な空気になっちまった。あんまり人の名前で遊ぶのはよくないな。反省。

　チワワの前から立ち上がると、今度は久遠寺がその前に座り込んだ。

「ちょっとアンタ。私に似てるからっていい気になるんじゃないわよ。……可愛いなんて言われて……ぅ……ましい……！」

「ガルルルルルッ」

　何か、久遠寺とクオンジがいがみ合ってる。……なんで？

　二人が睨にらみ合ってるのを見て、今度は俺がミニチュアダックスの方に向かった。

「……やっぱ似てないよな」

　ガラス越しに指を近づけると、ミニチュアダックスは首を傾かしげて俺を見つめてくる。

　ぬいぐるみのような体たい軀くにつぶらな瞳。似てる、似てないはともかくとして、やっぱり犬は可愛いもんだな。

　指を追いかけてくるミニチュアダックスに癒いやされていると……目の端に、久遠寺がこっちを見ているのが映った。

　どこか、惚ほうけてるような雰囲気だが……。

「久遠寺、どうした？」

「えっ。な、何が？」

「いや、俺の方見てたろ」

「べ、別に、やっぱり似てるなーって思ってただけよ」

　そんなに似てるかな。

　ミニチュアダックスと目が合うと。どちらからともなく、同時に首を傾げた。




　　　　◆




　ペットショップを後にし、足早に別棟に入っていった。

　少し疲れてたけど、犬と戯たわむれることができてメンタル的な体力が回復した気がする。やっぱり犬は可愛い。アニマルセラピー最高。

「ねえ真田。真田は将来、犬とか飼いたいと思う？」

「ああ。小型犬もいいけど、やっぱり大型犬とか憧れるよな。シベリアンハスキーとか、ゴールデンレトリバーとか」

「あ、わかる。あのおっきな体をもふもふするのが堪たまらないのよね」

　大型犬をもふもふしてるのを想像してるのか、手をわきわきさせてトリップした。

「久遠寺の家は、ペットとか飼ってないのか？」

「ええ。うち、全員わんこ好きの家なんだけど、私以外みんな犬アレルギーなの」

「それは辛つらいな」

「犬カフェや豆まめ柴しばカフェに行っても、どうしても毛が付いちゃうからね。家族のことを思うと、どうしても躊ちゅう躇ちょしちゃうというか」

　こいつ、家族思いのいい奴なんだな……なんだか今日一日で、久遠寺の株が急上昇してるんだけど。

　今までやたら突っかかってきて苦手意識を持ってたけど、知れば知るほど久遠寺の評価が上がるな。

　そのまま別棟の中を歩くことしばし。久遠寺をチラッと見ると……あれ、ちょっと疲れてるか？

　多分買い物の疲れと、わんことの戯れで出ていたアドレナリンの分泌が終わって、一気に疲労感が増したんだろう。微妙に、足取りも悪い。

　俺はまだ大丈夫だが……仕方ない。

「あー、悪い久遠寺。ちょっとだけ疲れたから、喫茶店寄って行かないか？」

「え？　……ぁ、ごめん。気付かなかった」

「いや、いいんだ」

　俺が休みたいって言えば、久遠寺も強制的に休まざるを得ないからな。

　このまま疲れさせたら、久遠寺も不機嫌になるかもしれないし。今のいい雰囲気を崩したくないから、それだけは避けたい。

　久遠寺を伴い、ショッピングモール別棟の一階にある、カフェ・アルセーヌへと入った。

　今は十七時。夕飯には早いけど、あとで飯を食うのも面倒だし、ここで済ませるか。

　席について、一緒にメニュー表を覗のぞき込む。

「久遠寺。俺ここで飯にするけど、どうする？」

「そうね……私もお腹なか空すいたし、食べるわ」

「オーケー。どうせなら、俺はガッツリいこうかな。牛ステーキポークチキンハンバーグセット。あとライス大盛りだな。食後にジェラートも」

「さ、さすが男子高校生……」

「そうか？　これでも抑えてる方だぞ。あっ、あとドリンクバーも頼もう」

「太らないの？」

「これくらいなら、太らないさ」

「まあ、アンタは運動もしてるからね。羨ましい」

　そんな妬ましそうな顔をされても……解げせぬ。

　因ちなみに久遠寺はハンバーグセットとライス小にするらしい。

　俺からしたら、久遠寺がそれしか食ってない方が心配なんだが。

　さっきの言葉の通りなら、久遠寺もかなり体形には気を付けてるみたいだ。俺も体重管理をしているから、その辛さはわかる。ま、ここまでストイックではないけど。

　呼び出しボタンを押し、そのまま暫しばらく待ってると。

「お待たせしましたー。……あれ？」

「え？」

「ん？　……あ」

　……土御門？

　若干小柄な体格に、それにつり合う小ぶりな胸。

　淡いピンク色に染めている髪はいつも通りだが、ギャルっぽいメイクではなくナチュラルなメイクだ。仕事だからかもしれないけど、こっちの雰囲気も甘い感じでいいな。似合ってる。

　この喫茶店の制服（胸の下に大きなリボンが結ばれているのが特徴的で、胸が否いや応おうなく強調されている。訳：エロい）を着て、髪をポニーテールにまとめた土御門が、啞あ然ぜんとした顔で俺と久遠寺を交互に見た。

「よ、土御門。バイトか？」

「えっ？　あ、うん。そうだけどぉ……二人って仲良かったの？」

　土御門が困惑したような顔をした。

　ま、そりゃ学校であんだけバチバチに仲悪いのに、休日に二人で出掛けてたら、そんな反応になるよな。

　これ、どうやって言い訳しよう。言い訳するにしても、久遠寺と息を合わせないといけないし。うーん。

「……やっぱり、ふた……繫つながって……」

　つ、土御門さん？　うつむいて何を呟つぶやいてるんでせうか？　呪じゅ詛そじゃないよね？

　闇落ちしそうな雰囲気の土御門にドン引きしていると、久遠寺がこほんと咳せき払ばらいして俺をチラ見した。なるほど、考えがあるってことだな。任せたぞ、久遠寺。

「安心して、土御門さん」

「え？　どういうこと、リラたん？」

　久遠寺は自信満々に胸を張ると。




「真田は今、私の奴隷よ！」

「この国にそんな制度はねえ！」




　この馬鹿に任せた俺が馬鹿だった！

「さ、さ、さ、サナたんどういうこと!?」

「いや土御門も落ち着け！」

　冷静に考えて噓うそだってわかるだろ！

「やあね、冗談よ、冗談」

「な、なんだ、冗談……じゃあなんで一緒にいるの？」

「正確には荷物持ちね。ちょっと事情があって、一緒に行動してるの」

「荷物持ち？　……ああ、確かにこの量はすごいねぇ。いっぱい買ったんだー」

　足元に置かれている大量の紙袋を見て納得したような顔をした。

　改めて見ると、確かにいっぱい買ったな。

「奴隷は言いすぎにしても、今のこいつは言わば下僕ね」

「誰が下僕だ。奴隷と変わんねーじゃねーか」

「あ〜〜、なるほど〜」

「お前も納得すんな」

　いやまあ、俺達の普段のやり取りを見てると、納得すんのはわかるけど。

「じゃあ二人って、恋人とか『運命の赤い糸』で繫がってるわけじゃないのね」

「あ、当たり前じゃない」

「そ、そうだぞ。そんなこと起こるはずないだろ」

　思わず顔を背けてしまった。

　土御門、変なところで鋭いんだよな。まさか俺と久遠寺が赤い糸で繫がってるって予想してくるとは思わなかった。

　すると土御門はそっと息を吐き、安心したような顔をした。

「あーよかったー。なら大丈夫かなー」

「……大丈夫？　ちょ、土御門さん。何が大丈夫なの？　え、えっ、まさか……？」

　……久遠寺？　何をそんなに慌ててるんだ？

　意味がわからず首を傾げる。と──。

「んー？　ひよりがサナたんといい関係になっても、だよー」

　…………。

「へ？」

「やっぱり……!!」

　久遠寺はギリッと歯ぎしりするが……ん？　え？　は？　いい関係？

　困惑する俺と今にも食って掛かりそうな久遠寺をよそに、土御門はいつも通りのほほんとした声で話を続ける。

「二人が何もないなら、ひよりが立候補してもいい？」

「り、立候補って……なんの？」




「んー？　だ、か、らぁ。──お嫁さん？」




　……………………………………………………………………。

　んっ!?!?!?!?

　完全に思考がショートする俺。

　それに対し、久遠寺は慌てたように立ち上がった。

「ちょ、ちょっと待ちなさい……！　アンタ、自分の運命の人がいるでしょ!?」

「いるよー。でもひよりの『運命の赤い糸』って、ちょっと普通じゃないんだよねー」

「……普通じゃ、ない？」

「そうそっ。ひよりと運命の人って、朱色の糸で結ばれてるんだぁ」

　え……朱色……!?

　朱色は確か、全体の四・五％しかいないレアな色。

　経済的相性抜群で、金銭に関することで一緒に何かをすれば、一生お金に関して不安になることのない、経済に特化した色だったはず。

　土御門がその色だったなんて……。

「こんな色だからかわかんないけどさー、その人のことが好きって感情は薄いんだよね。だから元から好きな人と結婚したいなーって。世の中にも、赤い糸で結ばれてない人同士での結婚って、結構いるみたいだしさ」

　元から……え、元から？

「ま、待て土御門。元からって……？」

「うん？　そうだよサナたん。あの高校受験当日、ひよりを助けてくれた時から……ずっとだよ」

　土御門ひよりは、にひっと笑うと。




「真田暁斗君。ひよりはね、あなたのことが……好きなの」




　俺の人生、最大級の爆弾を落とした。

「……何よ、それ……」

　久遠寺も理解が追い付いていないのか、呆ぼう然ぜんと呟く。

　俺も久遠寺と同じだ。土御門の爆弾発言で頭が混乱している。

　人生初の告白。それも『運命の赤い糸』で結ばれている女の子からではなく、別の子からされた。しかも、俺の運命の人がいる目の前で。
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　なんだ……何なんだ、この状況は。俺はいつ、ラブコメの中に迷い込んだんだ？　俺はそんなキャラクターじゃないだろう。どうしてこうなった。誰か教えてくれ、偉い人。……いや偉い人って誰だ。

　自分でもわかるくらい動揺し、意味のわからないことを考えている。

　えぇ……これもうわかんない。どうすんのこれ。ねえ、これどうすんの？　何が正しくて何が間違いで何が正解なの？

　混乱が混乱を呼び、本能が思考を放棄して全てを投げだしてしまおうとした。

　その時だった。




『アンタは一生ッ、私だけを見てればいいのよ！』




「……ぇ……？」

　久遠寺の顔が、脳裏によぎった。

　目の前に久遠寺がいるのに……なぜか頭の中は、久遠寺のことで埋め尽くされている。

　なんで今、久遠寺のことを……今は土御門から告白をされて、混乱してるっていうのに。

　なんで、なんで、なんで……そう考えれば考えるほど、逆に頭の中がクリアになっていくのがわかった。

　久遠寺の存在が頭を埋め尽くしていく。それと同時に、あるひとつの疑問が生まれた。

　俺はこの先、久遠寺梨蘭とどうなりたいんだ？

　赤い糸で結ばれている久遠寺と俺……将来、俺はこいつとどうあるべきなんだ……？

　土御門に告白されているにもかかわらず、頭の中は久遠寺のことだけでいっぱいになる。

　不純もわかる。最低だって理解している。それでも、一度考えてしまった思考は戻れない。

　俺の気持ちは……どうなんだ？

　ぼーっとしてしまっている俺達を放置し、土御門は上機嫌に話を進める。

「まあでも、サナたんにも『運命の赤い糸』で結ばれてる相手もいるだろうし、直すぐに返事はいらないからねー」

　土御門は思い出したかのようにタブレットを操作すると、いつもの笑みから営業スマイルに変わり。

「お客様、ご注文はお決まりでしょうか？」

　何事もなかったかのように、仕事に戻った。




　　　　◆




「「…………」」

　無言のまま飯を食い終え、喫茶店を出た俺達は近くの寂れた公園に流れ着いた。

　時刻は十八時半。

　公園の電灯も点つき、誰もいない公園を薄暗く照らしていた。

　そんな中、横目でベンチの隣の席に座る久遠寺を見る。

　俯うつむき、髪が垂れ下がって表情は見えない。今何を考えているのかが全くわからないが……多分、土御門のことだよな。

　お互いに無言の時間が続く。数分か。それとももっと経たったか。

　公園にある時計を見ると……まだ三分くらいしか経っていなかった。

　気まずく、無言の時間っていうのは本当に長く感じる。

　当然か。俺と久遠寺は『運命の赤い糸』で繫がれている。

　それなのに、偶然現れた土御門がいきなりあんなこと言ってきたんだ。そりゃあ、どうリアクションしていいのかわからない。

　気軽に？　フレンドリーに？　仰々しく？　重々しく？　それともおちゃらけて？

　……どれも失敗する予感しかしない。

　それに……今なお、俺の頭の中は土御門ではなく、大多数を久遠寺によって支配されていた。

　こいつの側そばにいるだけで呼吸は乱れ、心臓が飛び跳ね、顔をまともに見れない。

　こんなの、俺の人生で初めての経験だ。

　自身の体調の変化と、土御門のことをどうするか考えていると。

「ねえ」

「なっ……なんだ？」

　きゅ、急に声掛けてくんなよ。声掛ける時は、「今から声掛けるね」って声を掛けてから声を掛けてきてほしい。

　……何を言ってるんだ、俺は。

　オーケー。少し冷静になれた。うん、俺は冷静。俺はクールだ。

　気持ちを落ち着かせて久遠寺を見ると、聞くか聞くまいか、口を開いては閉じ、閉じては開きを繰り返していた。

「……よしっ」

　と、意を決したように俺の目を真っ直ぐ見ると。

「……土御門さんのこと、どうするつもりなの？」

　予想通りの質問を投げかけてきた。

　どうするのか。それが意味するのは、あの告白に関してだろう。

　どうするつもりなのかなんていうのは、俺が一番知りたい。いったい俺はあの告白に対して、どうするつもりなんだ。

　久遠寺から目を逸そらし、空を見上げる。気持ちを整理する時間が必要だ。

　……正直、好きと言われて、悪い気はしなかった。人生初の告白だったし、しかも相手はうちの学年でもトップクラスに可か愛わいいと言われる、土御門ひより。浮かれてないはずがないだろう。

　だけど……あいつの告白を聞いた瞬間、頭の中は久遠寺のことで埋め尽くされたんだ。

　土御門ひよりではなく、久遠寺梨蘭が。

　今日一日、久遠寺が俺に見せた表情や仕草、可愛さ、言動が……まるで走馬灯のように思い出された。今でも、こいつと過ごした昼間のことを鮮明に思い出せる。

　本当に楽しかった。まさか、久遠寺とこんなに楽しく遊べるとは思わなかった。

　当初の目的の通り、俺達はお互いのことをよく知れた……と思う。少なくとも、俺は久遠寺の知らないところを知れた。いたずら好きで、攻めっ気が強く、思いの外お茶目なところも、沢山。

　でも……だからというわけじゃないが、こいつの気持ちがわからなかった。




　赤い糸の力を抜きにしても、こいつは俺のことを嫌っている。




　……と、思う。

　今の俺の気持ちは……若干の苦手意識はあるものの、天敵という感覚は薄れてきている。

　でも久遠寺はどうだろうか。

　まだ俺のことが嫌いだった場合、将来的に無理に俺と結ばれて……こいつは本当に、幸せになれるんだろうか。

　俺と結ばれることが、久遠寺の幸せなのか……そこが、わからなかった。

　土御門も言っていた通り、世の中には赤い糸で繫つながっていない人同士が結婚することもある。

　その理由は様々だが、探せば俺達と似たような理由で結婚しなかった人もいるはずだ。

　それが久遠寺の幸せであるのなら……俺は……。

　あの告白の答えに関して、俺は即答することができず……思わず、黙ってしまった。

　そんな俺に何を思ったのか、久遠寺は立ち上がると。

「……帰る」

「え……あ、ちょ……！」

「付いてこないで」

　荷物を全部持って、久遠寺は足早に公園を去る。

　表情は見えなかったが……その声は震えていて、俺はここを動くことができなかった。











第四話　本当の気持ち









　　　　◆梨り蘭らん◆




　真さな田だから逃げるように公園を後にした私は、真っ直ぐ家に帰ってきた。

　家族に挨拶せず、自室に籠って鍵をかけ、部屋の隅でうずくまる。

　薄暗い中、ただただ、虚こ空くうを眺めて時間だけが過ぎていく。

　……真田、私の質問に即答してくれなかったなぁ……ま、そりゃそうか。仕方ないよね。

　悲しい、という気持ちはない。それよりも、「やっぱり」という気持ちの方が大きい。そのせいで、心にぽっかりと穴が空いてしまった気分だ。

　これは、今まで私がアイツを邪険にして来たことの罰。アイツのことが好きで、好きで、好きでたまらないのに、素直になれなかった……私の責任だ。




　私が素直になれず、あんなことをして来たから、真田も心の底では私のことを嫌っているんだろう。




　あ、泣きそう。……ダメ。ダメだ、私。泣くんじゃない。これは私の責任。私が素直になれていたらこんなことにならなかった……だから、私のせいだ。

　……オーケー。落ち着いた。大丈夫。私は、大丈夫。

　真田は、私を嫌っている。だから私が土つち御み門かどさんの告白をどうするかと聞いたとき、即答できなかった。

　土御門さんの言う通り、今の時代であっても赤い糸で結ばれていない人同士が結婚することもある。赤い糸に左右されず、自分の選んだ人と結婚したい。その気持ち、痛いほどわかる。

　つまり真田は、私と一緒になるより、土御門さんと一緒になった方が幸せになれるって思って……だから何も言わなくて……。

「……っ……ぅぅ……」

　そう考えるだけで、落ち着いた心がざわつく。泣いてしまう。自分の責任だというのがわかってるのに。

　……違う。自分のせいだからってわかってるからこそ、後悔しかしてないんだ。

　悲しいという気持ちでもない。やっぱりという気持ちでもない。

　これは、後悔。

　それを自覚した瞬間、まるで走馬灯のようにあの時の記憶がよみがえってきた。







　あれは、私が小学二年生の頃だった。

　既に『運命の赤い糸』が世界的にも一般常識になっていた。だから当時からハーフというのは珍しくはなかったけど、カルお姉ちゃんが卒業して私が通っていた小学校にはハーフは私しかいなかった。

　金髪で赤い瞳。しかも、自分で言うのもなんだけど当時からかなり整った容姿をしていた。つまり目立っていた。

　しかも当時の私は相当の引っ込み思案で、人見知りも激しかった。

　だからか、私はいじめられていた。

　同級生はもちろん、上級生からもちょっかいを掛けられていた。

　あの時は、六年生の男子三人組にいじめられていた気がする。

　下校中の人ひと気けのない公園で、自分より体格が大きく、剝むき出だしの悪意を見せる三人。当時の私は、反抗することも助けを呼ぶこともできず、ただ、俯いていた。

『おい赤目だぜ』

『きもちわりー！』

『金髪とかふりょーだ、ふりょー！』

『『『やーいふっりょーう！　ふっりょーう！』』』

　我慢してた。俯うつむいて、終わるのをジッと待っていた。

　泣いたら、またいじめられる。そう思って、泣くことすら我慢していた。

　でも上級生の一人はそれが気に入らなかったのだろう。急に舌打ちをすると、鞄かばんからハサミを取り出した。

　それを見た他の二人も、同じようにハサミを取り出した。

『ふりょーの髪の毛なんて、切ってやるよ！』

『や、やめ……！』

　怖かった。初めて向けられたハサミも。気持ち悪いほど醜悪な笑顔も。

　知識ではなく、完全に本能として恐れた。

　何もできず、声も上げられず、髪の毛が切られそうになった……その時。




『しね、あくとうども！』




　──ヒーローが、現れた。

　どこからかやって来た、私より背の小さい男の子。

　その子が、上級生の男子たちの股間を思い切り蹴り上げた。

『『『ほぎゃ!?』』』

　今ならわかる。あれは相当痛いらしい。

　まるで守るように私の前に立ち、地面にうずくまる三人を見下ろす男の子。

　その背中は、身長以上に大きく、逞たくましく見えた。

『あんたら、それでも男か！　男だったら、女の子をまもるもんだろう！　はじをしれ！』

　何かのアニメか特撮の影響なのか、変なポーズを取っていたのを覚えている。

　でも、当時の私にはそれが眩まぶしくて、輝いて見えた。

『あきとー！』

『さなだ君、どうしたのー？』

　そうしてると、当時の真田の友達なのか、五人程の男の子がやって来た。

『お、みんな来たな！　よく聞けみんな。この男たちは、たった今この女の子を傷つけようとしていたあくとうだ！　これからみんなでせーばいするぞ！』

『なに！』

『悪いやつだ！』

『せーばい！　せーばい！』

　真田を含めた六人が、持っていたバットを武器にして倒れている三人の上級生に向かっていった。

　初めてだった。男の子に、こんなに守ってもらうなんて。

　初めてだった。男の子に、こんなにときめくなんて。

　心臓がうるさく高鳴り、その正体がわからず胸の前で手を組んだ。

　このうるさくとも、心地いい高鳴りを逃がさないように。

　と、真田が急に私の方にやって来た。

『だいじょうぶ？』

『……え、あ……その……』

　うまく声が出ない。心臓が高鳴って、彼の顔を見るだけで精いっぱいだった。

『おーっ。きみ、かみのけ真っキンキンだ！　いいね、かわいーよ！』

『────』

　初めてだった。同い年くらいの男の子に、髪の毛を褒められるのが。

　それが、心臓の高鳴りに更に拍車をかける。今まで、いじめられてた時は自分で自分をコントロールできていたのに、真田を前にするとそれもできなかった。

『ぁ……あ、の──』

『あきとたいちょー！　なわとびでしばりました！』

『わかった！　よーし、あくとうはせーばいした！　けーさついくぞー！』

　真田達は私には目もくれず、まるで嵐のように三人を連れて行ってしまった。

　と、急に真田だけが振り返り、叫んだ。

『またね！』

　またね。

　誰かが言っているのを聞いたことはあるけど……私に向けられたのは、この時が初めてだった。

　呆ぼう然ぜんとしている私。

『あきと……さなだ……さなだ、あきと』

　でも、あの子の名前が、耳から離れなかった。

『……また、ね』




　それから時が過ぎ、中学に上がった。

　あの時から真田のことが忘れられず、あの姿に勇気をもらい、私はいろんなことに取り組んでいった。

　苦手だった勉強も頑張ったし、内気だった性格も直した。

　いいねと、可か愛わいいねと言ってもらえた髪のケアも怠らなかった。そんな髪に負けないように、スキンケアも、美容に効く運動も頑張った。

　いつか、また真田に再会するその日を夢見て。

　そうして迎えた中学の入学式の日。

『ぁ……！』

　私は、再会した。彼に……真田暁あき斗とに。

　当然だが、記憶にある彼より背は伸びていた。

　体付きも身長も、記憶の彼とは違う。容姿もかなり整っている。絶世の美男子というほどではないが、私には彼こそが最高の男の子に見えた。

　心臓が張り裂けそうなほど高鳴る。

　再会が嬉うれしくて、嬉しくて。

　逸はやる気持ちを抑えきれずに、声を掛けた。

『さ、真田、久しぶり！』




『……えっと……どっかで会いましたっけ？』




　アイツは、私のことを忘れていた。

　これでも私は、この髪と瞳の色で覚えられやすい。それなのに忘れられていた。それがショックだった。

　でもそれはよかった。小学校は違くても、中学校では同じ。一年の頃は別のクラスだったけど、またあの時みたいに、かっこいい真田を近くで見られる。

　……そう思っていたのに。

『だるい』

『めんどい』

『帰りたい』

　アイツは、堕落していた。

　それが許せなかった。あの時のかっこいい真田はどこ行ったのって、どうしてそんな風になっちゃったのって……いつもイライラしていた。

　その怒りを原動力に勉強やクラス委員、学校のイベント事に向けた。

　やる気のない生徒を鼓舞して、周囲を巻き込むようにリーダーシップを見せて行った。実際先生も褒めてくれたし、他のクラスメイトからもかなり慕われてたと思う。

　失恋……ではないが、真田のことは忘れてしまおう。中学生活を少しでも楽しく謳おう歌かするために、頑張ろう。

　そう思っていた……ある日のことだった。

　先生に呼ばれて職員室に向かっていた道中。Ｌ字の角で、三人のクラスメイトの派手な女子が話していたのを聞いてしまった。

『久く遠おん寺じさんってさ、ちょっとうざいよね』

『ホント、ひとりだけ空回りしてるっていうかさ』

『わかるー。自分のこと、超かわいい優等生って思ってそー』

　それを聞いて私は注意することができず……廊下の曲がり角で立ち止まってしまった。

　それがいけなかった。

『てかさ、同じクラスの男子ってみんな久遠寺さんに惚ほれててうざくね？』

『他クラスでも、あいつのこと好きって奴やついるみたいだよ』

『うわー。男とっかえひっかえじゃん。うらやまし〜』

『どうせ小学校の頃からそうだったんじゃないの』

　下品な笑い声を上げる三人。

　引き返すこともできず、立ちすくみ、三人の心無い言葉が私の胸に突き刺さる。

　まだ中学一年生だとしても、その言葉の意味は理解できた。

　心の堤防が決壊しそうになる。ずっと我慢していたものが目から溢あふれ出だしそうになった。

　なんで、なんで誰も認めてくれないのか。

　なんで、私ばかりこんなことを言われなきゃいけないのか。

　なんで──。




『何してんの？』




　……ぁ……。

　私にではない。三人に話し掛けた、この声は。

『あ、真田君！』

　真田。真田暁斗。彼が直すぐそこにいる。

　そう思うと、いてもたってもいられず、顔を少し覗のぞかせた。

　……いた。真田だ。

　廊下の向こう側から歩いてくる真田は、相変わらず怠だるそうな顔。そのいつも通りさに、ついつい笑いか零こぼれてしまう。

『何の話してたんだ？　楽しそうだったけど』

『久遠寺さんのことだよ。ほら、うちのクラスの』

『ああ……あのハーフの子か』

『そうそう。あの子、変に気張ってるって言うか、無駄にみんなを引っ張ってるって言うか』

『うざくね？　って話しててー。まあ、真田君は別のクラスだからそんなことないと思うけど。あいつと同じクラスだなんて最悪ー』

　女子三人は猫を被かぶってるのか、猫なで声で真田に擦り寄る。

　やめて……そんなこと、真田に言わないで。

　もし真田にそんなこと言われたら、私はきっと……壊れてしまう──。










『なんで？　頑張ってる奴、超かっけーじゃん』










　────ぁ。

　真田の言葉に、世界が開けた。

　暗く、灰色だった世界に色が付いた。

　そんな気がした。

『えー、でも中学にもなって頑張るってダサいって言うかー』

『何を言う。俺だって頑張ってることとかあるんだぞ』

『うそ、真田君ってそんなタイプに見えなーい』

『ひろしは言いました。努力ってのはうんこをすることと同じだ。一つ、踏ん張ること。二つ、毎日すること。三つ、水に流すこと。四つ、その姿は決して人には見せないことだと。だから俺の努力は人には見せないの』

『やだ、きたない！』

『真田君やっぱおもろいね！』

　三人の話題が、一気に真田に向いた。

　私の話をしていたなんて、忘れたかのように。

『そうだ、真田君これから暇？　カラオケ行かない？』

『あ、悪い。これからうんこ』

『頑張ることをうんこって（笑）』

『じゃー、私も久々に勉強……じゃなくて、うんこしようかなー』

『私もー』

『えぇ……女子がそんな気軽にうんこって言うか……？』

『『『あんたに言われたくないわ！』』』

　真田を含めた四人が、きゃいきゃいはしゃぎながら去っていく。

　私は、小学生の時以上に高鳴っている心臓のせいで、見送ることしかできなかった。

　それと同時に、真田への想おもいが再燃した。……いや、あの時以上に、恋い焦がれた。

　無意識のうちに、左手の薬指に手を添える。

　心の底から、こんなにも誰かと結ばれたいと思ったのは、初めての経験だった。
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　あぁ、真田──私は、あなたと赤い糸で結ばれたい。







　薄暗い部屋で、あの時のことを鮮明に思い出した。

　どうして、忘れていたんだろう。彼への気持ちを。

　体が火ほ照てり、心臓の鼓動が乱れる。

　……好き……好き、好き、好き。大好き……私は、真田が好き。

　この気持ちを伝えたい。この気持ちを真田に捧ささげたい。

　そう思っていた。

　私の頭の中にも、心にも、真田しかいなくなっていた。

　寝ても、覚めても、ご飯を食べても、正直授業中でも、真田のことばかりを考えるようになった。

　そのせいか、真田を前にすると気持ちが溢れちゃって、緊張しちゃって、パニックになってしまう。

　そのせいで。




『ア、ア、アンタなんて！　認めたわけじゃないんだからぁ！』




　思い出しただけで落ち込む。我ながら呆あきれるわ。

　でも……小学生の時に出会い、中学校での再会を経て……私の想いはより強固になった。

　私はやっぱり……真田が好きだ。

　誰にも渡したくないし、真田の隣は譲らない。

　いくら土御門さんが真田を好きでも。




　絶対、絶対──私の方が、好きだから。




　　　　◆ひより◆




　いやー、やってしまいましたね。あははー。

　バイトが終わり、帰り道でさっきのことを思い出す。

　二人が仲良さそうにしていて、ひよりの想いが溢れてついつい宣戦布告をしてしまった。

　リラたんがサナたんのことを好きなのはわかっていた。今日の二人を見ても、それは間違いないと思う。

　でも……それでも、ひよりだってサナたんが好きなんだ。

　思い出すのは、高校受験のあの日──。







　高校受験本番の日。

　あの時期は珍しく、ひよりも一生懸命勉強した。

　動機は不純で単純。ただテレビで見て、女子高生ってイケイケで可か愛わいいじゃんって思っただけ。銀ぎん杏なん高校を受けるのも、ただ制服が可愛いって理由だ。

　中学の先生からも難しいだろうと言われていた銀杏高校への受験。ひよりはいつになく緊張していた。

　まあ、それでもメイクはちゃんとしていったし、いつもよりも気合を入れてたと思う。

『き、緊張する……！』

　電車を待っていて、ふと呟つぶやいてしまった。

　だって人生初の受験だし、そもそも友達が誰も受けない場所に行くんだ。緊張しないわけがなかった。

　でも、今思えばそれがいけなかったんだと思う。

　この時のひよりは、心に余裕がなかった。周囲に気を配るという簡単なこともできなかった。

　だから、あんなことになった……。

　待つことしばし。ようやく電車が来た。思いの外人が多く、半分押しつぶされるように電車に乗る。

　臭い。暑い。重い。

　緊張で吐きそうなのに、満員電車が余計ひよりの心にストレスを掛ける。

　せっかくばっちり決めたメイクも、少し取れ掛かってる。最悪だ。

　イライライライラ──。




　さわ……。




『っ』

　おしりに、何かが触れた。

　一瞬のことで、その後しばらく何かが触って来ることはなかった。

　こんなことはたまにある。偶然触れてしまっただけとか、そういうの。だから騒ぎ立てることはないとは思ったけど。

　さわ、さわ。

　また、触れた。

　痴漢……！

　一瞬でわかった。まあ、ひよりだってかなり可愛い方だし、痴漢をされるのも一度や二度じゃない。

　いつも通り、捕まえて声を上げるだけ。

　それなのに。

『……！　…………ッ!?』

　声が、出なかった。

　受験の緊張と満員電車のストレスで、ひよりの体は思うように動かなかった。手を払うこともできず、頭の中がパニックになった。

　まさか、さっきの『緊張する……！』ってセリフで、ひよりのストレスを見抜かれて標的にされた……？　ひよりが声を上げない子って思われた……？

　怖かった。意味がわからなくて、ただただ、されるがまま。いつものひよりだったら、こんなこと絶対にさせないのに。

　痴漢は、ひよりが声を上げない子だと確信したのか、余計大胆に触ってきた。

　気持ち悪い、気持ち悪いっ、気持ち悪い……！

　泣きそうで、吐きそうで、切れそうで……でも何もできない。

　助けて。誰か……助けて……！

　心の中で叫ぶが、誰も助けてくれない。

　それもそうだ。誰も、ひよりが痴漢されてるなんて思ってない。

　現代人は良くも悪くも他人に興味がない。スマホや新聞、本を前にして、他人を見ようとしない。

　それが腹立たしくて、悲しくて、何もかもどうでもよくなった。

　痴漢にも、ひよりの諦めが伝わってしまったのか、気持ち悪い笑い声と共にゆっくりとスカートが持ち上げられる。

　はあ……最悪──。

　その時だった。




『はーい、おっさん。痴漢の現行犯な』




　一人の男の子が、助けてくれた。

　短すぎず長すぎない黒髪に、黒の学ランを着た背の高い男の子。

　その顔は、まるで怒りに満みち溢あふれた般はん若にゃのようだった。

　一見すると怖く、人を寄せ付けない風貌。

　それでも、この時のひよりにとってその姿は、とってもかっこよくて。

『君、大丈夫？』

　とても、眩まぶしかった。

　その後のことはよく覚えていない。

　おじさんが「私はやってない！」と叫んだり、無理に逃げようとしてサナたんに捕まり、鉄道警察に連れていかれたりしていたけど。

　ひよりは、ただただ怖くて、泣くことしかできなかった。

　その後、ひよりは駅前のベンチで泣いていて、男の子がずっと側そばにいた。

　何も言わず、ただ寄り添って、ひよりが一人にならないように。

『ぐす……あの……ありがと』

『気にするな。ああいうの、許せないんだよ、俺。それより……はい、受験票』

　あの時落としたのか、彼がひよりの受験票を渡してきた。

　でも。

『……いらない』

『なんで？』

『もう、どうでもいい』

　この時の精神状態は、本当にぐちゃぐちゃだった。

　本気でもう受験なんてどうでもいいと思ってたし、このまま帰ってふて寝したい気分だった。

　だって当たり前じゃない？　あんな痴漢された後に、高校受験でテスト受けるとか意味がわかんない。なんでよりによって今日なの。ひより、なにか悪い事した？

　そう思うと、また涙が溢れてきた。

　でも男の子は、そんなひよりの側から離れようとしなかった。

『銀杏高校を受けるのに、もったいないだろ』

『いいの。ほっといて』

『放っておけるかよ。あそこを受けるのにどれだけ頑張ったかなんて、俺が一番よくわかってる。なんて言っても、俺も受けるからな』

　と、自分の受験票を取り出した。

　真田暁斗。

　この時初めて、彼の名前を知った。

　ひよりを助けてくれた人が、ひよりと同じ高校を受験する。

　ちょろいとは思うけど、それがひよりには運命に感じて……ひよりの胸は、高鳴った。

　彼は……サナたんは自分の受験票をしまうと、優しい笑顔でひよりの頭を撫なでた。まるで、泣きじゃくる妹をあやすかのように。

『今は、色んなことがあって心がぐちゃぐちゃになってるんだ。そんな時、どうすればいいかわかるか？』

『……わかんない』

『簡単だ。甘いものを食う。待ってな』

　そう言うと、サナたんは駅のコンビニに入り、直すぐに出てきた。

　その手にはチョコレートとあったかいココアが二つ。

　その一つを、ひよりに渡してきた。

『それじゃ、前祝いだ』

『……前祝い？　何の？』

『俺達二人が、揃そろって銀杏高校に合格する。その前祝い』

　────。

『……ぷっ。何それ、まだ受けてないのに』

『受けてなくてもいいんだよ。落ちるつもりで行くより、受かるつもりで行った方が合格する気がするだろ？　要は気持ちだ』

　気持ち。

　その言葉が、妙に耳に残っている。今でも、残ってる。

『じゃ、銀杏高校合格を祝して』

『……ふふ。祝して』

『『かんぱい』』

　この時のココアほど、ひよりの心をあっためてくれたものはない。

　心が、体が、温まる。

　そう思うと、気持ちが前を向いた。

『……うん。もう大丈夫。行こう？』

『お、そうか。じゃあ一緒に……って、ああああああああああ！』

『えっ!?　な、なにっ、なに!?』

『受付終了まであと十五分しかない！　こっから走ってギリギリだ！　行くぞ、土御門！』

　土御門。

　ひよりはこの苗みょう字じが嫌いだ。堅いし、古臭そうだし。

　この時、サナたんに呼ばれた時は、不思議と嫌な気持ちにならなかった。

　それでも。

『ひよりん』

『え？』

『ひよりんって呼んでよ、サナた〜ん』

『いや、今そここだわるか!?　と、とにかく走るぞ！』

『待ってよサナたん！』

『そのサナたんっていうのやめてくんない!?』

　ひよりが彼を呼ぶと、彼もひよりに答えてくれる。彼が、ひよりだけを見てくれる。

　この何気ないやり取りが嬉うれしくて、愛おしくて……。

　それと同時に、左手の薬指がじんわり熱くなった気がした。

　思えば、子供の頃以来だったと思う。




　──こんなにも、好きな人と赤い糸で結ばれていたいと思ったのは。







　こうして、ひよりとサナたんは揃って銀杏高校に合格した。

　これはもう運命だと。ひよりの運命の人は、サナたんをおいて他にいない！

　……そう思っていたのに、超超超強力なライバルが現れた。

　久遠寺梨蘭。リラたん。

　ひよりと好きな人が一緒で、その隣にいる権利を神様から与えられた女の子。

　二人は否定してるけど、二人は赤い糸で結ばれてると思う。

　あんなに可か愛わいくて、あんなにサナたんを好きな子が、サナたんの運命の人だなんて……神様は残酷だ。

　それでも、ひよりは諦めないよ。

　リラたんがサナたんを好きなように、ひよりもサナたんが好き。

　同じくらい……ううん。負けないくらい、好き。

　この世には、赤い糸で結ばれていない人同士が結婚した事例も全然ある。

　あの二人を見た感じ、まだ二人は付き合ってもなければ、サナたんはまだ自分の気持ちに気付いていないだろう。

　なら、まだひよりにはチャンスがある。




　だってひよりだって──いや、ひよりの方が、好きだから。




　　　　◆




　月曜日は憂鬱な日というらしい。

　父さんも、月曜日は憂鬱そうな顔でいつも会社に行っているが……今日ばかりは俺が鬱である。

　理由はもちろん、土曜日のこと。

　何度か久遠寺にメッセージを送っても、一向に返信が来なかった。いわゆる既読無視。これ、結構堪こたえるな。

　憂鬱を吹っ飛ばすべく教室で深々とため息をつくと、龍りゅう也やと寧ねい夏かが絡からんできた。

「暁斗、元気なくねーか？　月曜だぜ、アゲアゲで行こう！　へいへいへーい！」

「へいよう、アッキーようよう！」

「お前ら、人の気も知らんで」

「「知らね（笑）」」

　うぜえ。

　だがまあ……こいつらと一緒にいると。ほんの少しだけ気持ちも和らぐ。気を張ってるのが馬鹿らしくなるというか。

　……絶対そんなこと言わないけど。言ったら最後、死ぬまで弄いじられそうだし。

　と、俺の後ろに座っている龍也が何かに気付いたように首を傾かしげた。

「そういや、今日はまだ久遠寺来てないな」

「まさかアッキー、それで元気なかったのん？　ごめんね、気付かなくて」

「喧やかましい」

　ちょっと図星なだけに変なツッコミを入れてしまった。

　そう、龍也の言う通り、まだ久遠寺が来ていない。前の席は空席のままだ。糸の感じからして、移動はしてるみたいだけど。

「よしよし、アッキー元気出しなよ」

「お前には俺らが付いてるだろ、な？」

「その妙な優しさ、逆に気持ち悪いからやめてくれ」

　だから頭撫でてくんな。

　いつも通り二人とバカ話をしていると、竜りゅう宮ぐう院いんがスマホをちらつかせながらこっちにやって来た。

「真田君、梨蘭ちゃんちょっと遅れるってさ」

「なんでそれ俺に言うんだ」

「だって、梨蘭ちゃんは真田君のお嫁ちゃんでしょ？」

「だから違うって言ってんでしょうが」

「……ふ───ん」

　楽しそうにくすくす笑い、竜宮院は自分の席に戻って行った。

　龍也と寧夏はともかく、竜宮院は俺らの関係を知っているから、どうもやりにくい。

　だけど……なんだよあいつ。俺のメッセージは既読無視するのに、竜宮院とはメッセージのやり取りしてんのかよ。……べ、別にショックというわけじゃないからな。

　そんな俺達を見ていた龍也と寧夏が、にやにやと見てきた。

「ほらー。リラの親友のリオにまで嫁認定されてんじゃんー」

「これはもう確定ですなぁ」

　腹立つなこいつら。

　二人の頭を綺き麗れいに叩たたくと、今度は教室に入ってきた土御門が軽やかな足取りで近付いて来た。

「サナたん、おっはー」

「あ、ああ。おはよう土御門」

　少し、目を逸そらしてしまった。土曜日の一件があったから、正直気まずい。

　だけど土御門は何も思ってないのか、いつもの満面の笑みだ。

「クラたんもネイたんもおっはー。へーい」

「へーい土御門。おっはー」

「ひよりん、おはおはー」

　龍也と寧夏とはハイタッチしながら挨拶する。相変わらずのコミュ力怖い。

「およ？　リラたんまだ来てないの？」

「……みたいだな」

「どしたんだろーね」

　白々しいな、おい。

　土御門は久遠寺がいないのをいいことに、我が物顔で久遠寺の椅子に座った。

　それを見た龍也が「ん？」と首を傾げる。

「珍しいな、土御門がこっちに絡むなんて。黒くろ瀬せ谷や達はどうした？」

「んー？　勿もち論ろん後でみんなのところ行くけど、今はサナたんとお話ししたい気分〜」

　俺はそんなことない気分〜。

　だが龍也と寧夏は別の意味で捉えたらしく、まっ、と口を手で覆った。

「聞きましたかリューヤくんや。これはまさか、浮うわ気き現場というものでは」

「聞きましたよ寧夏さんや。これは間違いありませんね。久遠寺に通報しなくては」

「おいバカやめろ」

「「うっそー」」

　相変わらず息ぴったりだな、お前ら。

「冗談だよ、冗談。それじゃ、後は若い二人に任せて」

「ウチらは退散するとしますかねぃ」

　二人はニヤニヤしながら、俺と土御門から離れていった。

　マジで今そんな気遣い、いらないんだよなぁ。土曜日のことを考えると、あんまり土御門と一緒にいたくないんだよ。

　土御門は俺の机に肘をついて、至近距離で見つめてきた。

「にゅふっ。二人きりだねぇ、サナたん」

「げ、厳密には教室だから、二人きりではないぞ」

「他の人なんてどーでもいいの。ひよりは、君と一緒にいられることが何よりも幸せなんだから」

　熱っぽい視線に、上気した頰。甘く、脳を痺しびれさせる魅惑の声。

　その全てに思わず見とれてしまった。

「ねえサナたん。あのお話、ちょっとは考えてくれた？」

「あ、あのお話？　なんのことだ？」

「もう。わかってるくせに……照れちゃって、可愛いんだ」

　緩くウェーブのかかった桃色のロングヘアーの毛先で、俺の鼻先をいじる。

　甘いピーチの香りがし、毛先まで完璧に手入れされた髪はまるで職人の作ったハケのような気持ちよさ。

　触れられた場所の神経が剝むき出だしになって、甘くとろけるような感覚に陥った。

「っ。や、やめろ、こそばゆい」

「あはっ♪　鼻先弱い？　じゃあ耳はどうかにゃ？」

「だからやめろ」

「あぅっ」

　脳天に軽くチョップすると、目を『[image: かおもじ]』こんな風にした。

「いじめだっ、でーぶいだ！」

「人聞きの悪いこと言うな！」

　それ今の時代結構シャレになんないやつだから！

　土御門はベッと舌を出すと、潤んだ目で上目遣いで見つめてきた。

「ねえ、サナたん。今日放課後空いてる？」

「忙しい」

「じゃあさ、ちょっとだけでいいから遊びに行こうよ！　ね？」

　ホント、こいつは人の話を聞かない奴やつだな。

「だから忙しいって」

「ほんとーに？」

「……」

「にゅふっ。素直なサナたん、か、わ、い♡」

　うぜえ。

　思わず顔を逸らしてしまった。土御門は立ち上がると、萌もえ袖で俺の頰をぺちぺちと叩く。

「ふふ。じゃ、また放課後にねー」

　萌え袖フリフリ。上機嫌に鼻歌を歌いながら、土御門は黒瀬谷達の所へ向かった。

　本当、嵐のような奴だな。

　と。丁度ホームルームのチャイムが鳴り、三さん千ぜん院いん先生が教室の前の扉から入ってきた。

　眼鏡巨乳美人＋ポニーテール女教師という男の夢みたいな女性。

　しかし礼節に厳しく、キリッとした雰囲気で男女問わず人気を集めている。

　そんな三千院先生が、鋭い菫すみれ色いろの目で教室を見渡し……珍しく首を傾げた。

「あら。久遠寺さんはまだ来ていないのですね」

「あ、先生。さっき梨蘭ちゃんから連絡があって、少し遅れると──」

「すみません遅れました！」

　あ、久遠寺。

　竜宮院の話を遮り、教室に入ってきた久遠寺。当然みんなからの注目の的だ。

「大丈夫ですよ、久遠寺さん。まだ始業前ですので。……ですが珍しいですね。あなたが時間ギリギリになるなんて」

「す、すみません。昨日夜遅くまで起きていて……」

「勉強ですか？　あまり無理はしないでくださいね」

「はい……」

　確かに、いつもより顔色が悪い。だけど、それでもあの久遠寺が寝坊するなんてな。

「久遠寺さん、席に座ってください。諏訪部すわべ委員長、号令を」

「はい。起立、気を付け、礼。おはようございます」

「「「おはようございます」」」

　結局、久遠寺と話ができないままホームルームに突入したのだった。




　　　　◆梨蘭◆




　間一髪、遅刻は免まぬがれた。日頃の行いがいいからだろう。グッジョブ、過去の私。

　けど、今はそれどころじゃない。

　私の背中に、真田の視線が突き刺さってるのを感じる。

　やばい……やばい、やばいっ、やばいっ！

　真田への想おもいを再認識した途端、心臓が高鳴りすぎて顔を合わせられない！

　真田のことを思い出すだけで何も手につかないし、目を閉じても真田の顔ばかり思い出しちゃう。そのせいで昨日も夜よ更ふかししちゃって朝起きれなかったし、肌の張りも悪い。何もかも空回りしてる！

　今こんな状態で話なんてしちゃったら、間違いなくまた悪態ついちゃうに決まってる。

　せっかく土曜日にいい感じになったのにまた険悪な感じになっちゃう……それだけはダメ。絶対ダメ。

　土御門さんのことは気になるし、うかうかしてられないのはわかるけど……それで真田の好感度をゼロに……いや、マイナスにしたら元も子もない。

　とにかく今日は逃げに徹する。それしかない。




　　　　◆




　何なんだ、これは。

　休み時間に久遠寺に話し掛けようとすると逃げられ。

　先回りしようとしても逃げられ。

　挙句の果てに俺は眼中にありませんよ、というような雰囲気。目どころか、顔すら合わせてくれない。

　まるで『運命の赤い糸症候群』が発症する前に戻ったみたいだ。

　あの時は別に話さなくても困らなかったし、なんとも思わなかった。

　けど今は……。

「めっちゃしんどい」

　久遠寺と話ができない。それがこんなにもしんどいだなんて。

　土曜日のこともあり、少しは近付けたと思ったんだが……いや、土御門のことがあったんだ。近付けたけど、少し離れてしまったのかもな。

　授業も終わりあとは帰るだけなのに、重い腰は中々上がらない。

　さっさと帰って風ふ呂ろに……あ、その前に土御門との約束もあるんだっけ。久遠寺も帰っちまったし……やだなぁ。

　椅子に浅く腰を掛けてると、後ろの席の龍也が声を掛けてきた。

「なあ暁斗、今日遊んでこーぜ」

「あー……悪い。今日はちょっと無理そうだ」

「ん？　今日ジムは休みの日だろ？」

「ちょっとな」

　土御門のことがないにしろ、ちょっと今日は遊ぶ気になれない。

　だが龍也はわかってないみたいで。そんな龍也を見た寧夏が、やれやれって感じで龍也の背中をバシバシと叩いた。

「全くぅ。リューヤは全然わかってねぇなぁ」

「何がよ」

「今日のアッキー、嫁ちゃんに避けられてたっしょ？　落ち込んでんだよぅ」

「だからこそだろ。遊んで今日のことは忘れようぜ。きっと久遠寺も、今日は女の子日で不機嫌だったんだよ」

「リューヤさいてー！」

「へぶっ！」

　寧夏のジャンピングビンタに龍也はぶっ倒れた。

　百四十センチ台の寧夏が、百九十センチ台の龍也を張り倒す……相変わらず、寧夏の身体能力はどうなってんだ。

　寧夏は俺の膝に飛び乗ると、慰めるように俺の体に寄りかかって来た。

「大丈夫だぜアッキー。直すぐに仲直りできるって。ウチが保証しよう！」

「……お前は昔から変わらないな」

「にししっ。人間そうそう変わらんぜ？」

　変わらない……変わらない、か。

　俺と久遠寺の関係も、変わってるようで変わってない……のかもな。

　…………。

　……いや、そんなことはない。

　俺達はしっかり前を向いている。変わっている。

　土御門はああ言ったけど、やっぱり俺は……。

「……っし。サンキューな、寧夏」

「今度スーパーコスモ級ウルトラデラックスパフェなー」

「なにその頭悪い名前のパフェ。……ま、わかったよ」

　寧夏の脇に手を入れ、子供を抱っこするように持ち上げた。

　相変わらず軽すぎるなこいつ。

「いやん。アッキーおっぱい触ってるぅ。へーんたぁーい」

「言ってろお子様」

「ぶちのめすぞ」




　　　　◆




　二人が帰るのを見届けると、土御門が俺の方にやって来た。

「サナたんお待たせー。いこっか」

「……おう」

　土御門と一緒に靴を履き替え、校門から外に出る。

　これまで何度も土御門と出掛けたりショッピングしたりしてるけど……こんなに緊張したことはなかったな。

「さてサナたん。まずはクレープ食べよっか！　丁度駅前に、東京の有名クレープ店がキッチンカーを出してるんだって！」

「あー、そういやそんなチラシ見たな。いいぞ」

「やったー！　サナたんの奢おごり〜」

「そんなこと一言も言ってねえ」

　土曜日のことなんて少しも感じさせないほど、いつも通りの土御門。

　今のやり取りで、俺も少しだけ落ち着きを取り戻せた。

　そうだ。いつも通りに接したらいいんだ。土曜日に土御門が言ったあの言葉も、今だけは忘れよう。純粋に、楽しく遊べばいいんだ。

　他愛のないことを話しながら駅前に向かう。

　最近の流行はやりの動画で面白かったものや、この付近でどこのスイーツが美味おいしかったか。黒瀬谷と緑みどり川かわと一緒に行った温泉がよかった等々。とにかく話題が尽きることがない。

「それでね〜。……ん？　にゅふふ〜。ひよりの顔ばっかり見てどうしたの〜？　もしかして、惚ほれちゃった？」

「いや。マシンガントークに圧倒されてただけだ。気にすんな」

「あ……ご、ごめん。こういうの嫌だった……？」

　土御門が不安げな顔で見つめてきた。まるで、怒られた時の琴こと乃のみたいに。

「……嫌じゃないよ。俺にはないスキルだから、単純に尊敬する」

　龍也や寧夏と一緒にいても、俺は基本聞き役かツッコミ役だからな。むしろ話を自分で回さなくていい分、気楽だ。

「てか、そんなに話してて疲れないか？　俺が相手だからって、別に気負わなくても……」

「別に疲れないよ？　ひより、クロたんやミったんと一緒でもこんな感じだし。それに話すのも好きだからねー」

「お、おう。そうか……」

　現役女子高生の無限体力すげえ……。

　そのまま歩くことしばし。駅前に着くと、学校帰りの女子高生達がクレープ屋を前に列を作っていた。

「じゃ、並ぼうか」

「ありゃ。サナたん、意外とこういうの慣れてる感じ？」

「妹が好きでな。一緒に並んだりしてたんだよ。後は……あ」

「どしたん？」

「……いや、なんでもない。行こう」

「……あーい」

　危ない。思わず、久遠寺とのショッピングで行った試着室のことを話しそうになった。

　あの時の久遠寺の色気や押しに比べたら、こんな状況なんでもない。

　けど……ただ遊んでるだけとは言え、女子と遊んでるのに他の女子の話をするのはダメだよな。気を付けなきゃ。

　二人でクレープ屋に並び十分程。俺達の番が回ってきた。

「私、チョコバナナクレープ！」

「俺は──」




　──イチゴも大好き──。




　あ。

「──イチゴクレープで」

「へえ、サナたんってイチゴ好きなの？」

「あー……うん、まあそれなりに」

　久遠寺が、イチゴパフェとプリンで悩んでたのを思い出して、ついイチゴクレープを頼んじまった。

　はぁ……ダメだな、俺。つい久遠寺のことが頭をよぎってしまう。

　土曜日のことが鮮烈すぎるんだ。気を付けよう。

「ふーん……」

「……なんだよ？」

「んーん、なんでもないよぅ」

　僅かに見せた暗い表情。でもそれも直ぐに笑顔に戻った。

　店員のお姉さんが、手て際ぎわよく二つのクレープを作ってくれる。

　イチゴクレープの方は、中にたっぷりの生クリームとイチゴクリームが入り、更にイチゴソースまでかけるほどのイチゴ尽くし。

　チョコバナナクレープの方は、生クリームに一本丸まる使った輪切りのバナナを載せ、上からチョコソースをかけてくれた。どっちもかなりのボリューム。

「わっひゃ〜……！　バえっ！　バえだよサナたん！」
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「わかった。わかったから揺らすな」

　クレープを受け取り、店の前で何枚か写真を撮った後、公園に向かって歩いた。

　散歩コースや自然がいっぱいで、この辺に住んでる人達の憩いの場になっている。

　普段は主に子連れの親子か老人が多いけど、今の時間は割とカップルも多い。金のない学生には、いいデートスポットと言える。

　まあ、俺達はカップルじゃないんだけどな。デートですらないし。

「んーっ、チョコバナナクレープうまぁ〜」

「さすが、東京の有名店。生地もフルーツも超うまいな」

　ベンチに座ってクレープを堪たん能のうする。

　俺も甘いものは好きだが、これは今まで食って来たクレープの中でも断トツにうまい。これが東京の底力か。

　豊かな自然の中、クレープを食べながらのんびりとした時間をすごす。

　と、土御門が目を輝かせて俺の持っているクレープを見てきた。

「サナたん、イチゴクレープも、ちょっとちょーだい」

「しょうがないな……ほらよ」

「あむ。ん〜！　イチゴもさいこ〜！」

　三種類のイチゴに生クリームが絶妙にマッチしていて、酸味と甘みが口の中にガツンと来るような感じ。正しく最高のクレープだ。

　これは、今度久遠寺に教えてやろう。

　……って、なんで久遠寺に教える前提で食ってるんだ、俺は。

　久遠寺のことを忘れるようにクレープにかぶりつく。クレープに罪はない。うん、美味なり。

「んー……ねえ、サナたんってさ」

「ん？」

「サナたんとリラたんって、本当に何もないんだよね？　付き合ってるとかさ」

「……ないよ、本当に」

「なら、いいんだけどさー」

　赤い糸で繫つながってはいるけど、付き合ってはない。

　正直、俺が久遠寺のことをどう思ってるかなんて、俺自身もわからないんだ。

　嫌いなのか、天敵なのか。……それとも、好きなのか。

　最近、久遠寺と一緒にいる時間が増えていて、俺の気持ちが色々揺らいでる気もする。

　俺があいつをどう思ってるのか……そんなの、俺が一番知りたいわ。

「むぅ〜……サナたん。さっきからリラたんのことばかり考えてない？」

「……すまん」

「素直に謝っちゃうんだ」

「……すまん」

　それ以外の言葉が見つからなくて、再度謝る。

　と、土御門の手が俺のひたいに伸び……べしっ。デコピンされた。

「うん、これで許してあーげる」

「……優しいな、土御門は」

「ひよりん、だよー」

　朗らかに笑う土御門。

　その笑顔はひよりの名前の通り、まさしく晴天のように晴れやかだった。







　クレープを食べ終えた俺達は、しばらく公園内を散策することにした。

「風が気持ちいいね〜」

「だなー」

　夕日が射さす公園で、爽やかな風が頰を撫なでる。こんな放課後もたまにはいいもんだ。

　のんびり、ゆったりとした時間がすぎる。

　すると、茂みが不自然に動き。

「にゃ〜」

「およ？」

「あ、野の良ら猫ねこだ」

　茂みから出てきた茶トラの猫が、甘えるような声で土御門に近付いて来た。

「はぅっ。か、かわいい……！」

　土御門が脚に擦り寄ってきた猫を撫でる。

　猫も気持ちよさそうに喉をゴロゴロと鳴らし、更に擦り寄ってきた。

　……明らかに人慣れしているな。もしかしたら、こうやって餌をねだってるのかもしれない。悪いな猫。お前にやれるような餌は持ってないんだ。

「にゃん、にゃん、にゃ〜ん」

「ぐるるるる」

「ぁぁぁぁぁぁ……かわぃぃ……！」

　確かに可か愛わいい。こんな猫がここにいるなんて、知らなかった。

「土御門は猫が好きなんだな」

「うん、好きぃ。この甘えてくる感じがさいこ〜なんだよぅ」

　土御門も顔をとろけさせて撫でまくっている。土御門の撫で方が上手うまいからか、猫もまるでスライムのようにとろけていた。

「ほら、サナたんも撫でて撫でて。かわゆいよぅ」

「あ、ああ」

　しゃがみ込み、喉や頭を撫でる。

「にゃふ……」

「か……わいい……！」

「でしょ？　ふっふっふ。犬派のサナたんでも、この子の魅力には勝てないみたいだね」

　ああ。これは確かに、犬にはない可愛さだ。

　犬もいいが、猫もいい。

　……犬と言えば、土曜日はペットショップに行ったな。あそこにいた犬の赤ちゃん達も可愛かったが、何より久遠寺が犬を愛めでる表情が……あ。

「サナたん？」

「にゃん？」

「っ……だ、大丈夫だ」

　土御門から逃げるように立ち上がって、近くのベンチに座る。

「……そぅ……」

　土御門は首を傾かしげながらも、まだ猫と戯たわむれていた。

　何と言うか……罪悪感で押しつぶされそうになる。

　どうして今日は、久遠寺のことばかり思い出すんだ。……あ、いや。最近は何かと久遠寺のことばかり思い出してる気がするけど。でも、今日はなんか異常だ。

　……まさか、今日一日あいつと話してないからか？　なんだそれ。俺、そんなに女々しい奴やつじゃないはずなんだが。

　ふと、空を見上げる。

　夕日が沈みかけ一番星が見え始めていた。

　……なんだか、無性に久遠寺と話がしたくなってきたな……。

　あの時の笑顔が……楽しそうに話す姿を見たい。

　はぁ……俺はいったい、どうしちまったんだ？

　自分の中の変化に戸惑っていると、猫と戯れ終えた土御門が俺の所に来た。

「サーナーたんっ。そろそろ帰ろっか」

「ん？　もういいのか？」

「うん。今日は確認だけだったから。まー、十中八九当たってるみたいだったけどねー」

「何のことだよ」

「教えなーい」

　なんだそりゃ。

「そーだ、サナたん。明日の放課後、また時間頂戴？」

「また、遊ぶのか？」

「んーん。違うよ」

　振り返ると、いつもの笑顔とは違い……圧を感じるほど、真面目な顔をしていた。




「明日の放課後。学校の校舎裏に来て。……この間の返事を、そこで聞かせてほしい」




　　　　◆ひより◆




　サナたんと別れ、ひよりは誰もいない住宅街を歩く。

　さっきまで好きな人と一緒にいた。二人きりで、遊んだ。

　一緒にクレープを食べて、あーんしてもらって、にゃんこと遊んで。

　その幸せからか、今は少し寂しさを覚えると同時に。




　真田暁斗の中にある、本人すら気付いていない気持ちに気付いてしまった悔しさが、ひよりの胸を締め付ける。




　これは……勝てないなぁ。

　それを自覚すると……何となく。いや、明確に……腹が立ってきた。

　もうサナたんの中に、答え出てんじゃん。それなのにわかってないとか、意味がわからない。キレそう。というか半分キレてます、ひより。

　全く……ひより、こんな面倒くさい性格じゃないのになぁ。やれやれだよ。

　ひよりはスマホを取り出すと、ある人に電話を掛けた。

　ワン、ツー、スリーコール。

『……もしもし？』

　ワォ。警戒気味なお声。

「あ、もしもし〜？　ちょっと今いい？」

　待つこと数秒。めっちゃ嫌そうな声が電話の向こうから聞こえてきた。そんな風にリアクションされると、ひより悲しい。

　まあ、それは置いといて。

「ちょーっとだけ、ひよりから提案があるんだけど……よいかな？」




　　　　◆




　この学校の校舎裏は、外からも見えなければ学校側からも見えない完全な死角になっている。

　だからこそ立ち入り禁止になっていて、基本的に誰もこんな場所には来ない。密会するには持って来いの場所で。

　完全に、俺と土御門の二人だけだ。

「待ってたよ、サナたん」

「土御門……」

　約束通り校舎裏に来ると、土御門は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

　薄暗く、太陽の光もろくに届かない校舎裏で、まるで陽だまりのような笑顔を咲かせる。

　クラスでもそうだが、土御門が笑顔になるだけでクラスが明るいものになる。

　そんな笑顔が、今俺だけに向けられていた。

「来てくれてありがと。すっごく嬉しいな」

「まあ約束したしな。一方的だが」

「それでもだよ」

　スッ──。距離感皆無なのか、簡単に俺のパーソナルスペースに入って来た。

　腕を回せばハグができ、少しかがめばキスができるほどの距離。

　でも……なぜだか、久遠寺が近付いて来た時ほどの緊張はない。

「ねえ、サナたん。ドキドキしてる？」

「え、いや、えっと……」

「……ひよりは、してるよ。だって、好きな人と二人きり……こんな距離なんだし」

　紅潮してる頰。潤んだ瞳。緊張からか、ほんの少しだけ上ずった声。

　くそっ。こう見ると土御門って、やっぱ最上級の美少女なんだよな。

　それがこんな距離で、こんなセリフを言うなんて……ずるい、としか言いようがない。

　緊張はしてないけど、ちょっとだけいたたまれない気分になり、僅かに目を逸そらした。

「サナたん。目を逸らさないで。ひよりを見て」

「え、と……その……」

「お願い」

　土御門が、弱々しく俺のブレザーを摘まんだ。




「今だけは……ひよりだけを見て」




　…………。

　意を決して、土御門を真まっ直すぐ見る。

　それを確認した土御門は、ふわっとした優しい笑みを浮かべ。

　目を閉じ、次に俺を見つめる目は、昨日の帰り際ぎわに見せた真剣なものだった。

「サナたん。もう一度だけ、ひよりの気持ちを言うね。その上で、サナたんの気持ちを聞かせてほしい。自分に噓うそはつかないで、本当の気持ちを」

　……俺の、本当の気持ち……？

　ゆっくりと深呼吸をし、俺の手を握る。

「真田暁斗君。ひよりは、あなたのことが好き。結婚して、子供を作って、誰にも負けない幸せな家庭を作りたい。……ひよりと、付き合ってください」

　土御門は顔を真っ赤にし、言った。

　改めて向けられた、正真正銘、真っ直ぐな『好き』という気持ち。

　その真っ直ぐな気持ちを受け、俺の心の中に真っ先に浮かんだのは──。




『ねえ、真田！』




　──ぁ……そういう……ことか。

　俺が自覚しなければいけない、俺の本当の気持ち。

　それを、こんなタイミングで自覚するなんて……。

　……いや、もしかしたら土御門は、俺自身が自覚してなかったこの気持ちを、既に察していたのかもしれない。

　察していてなお……俺に告白してくれた。

　これは、『運命の赤い糸』の力でも、呪いでもなんでもない。赤い糸という都合のいいものに逃げて、思考を放棄した……俺の責任だ。

　土御門は自分の胸に手を当てる。まるで、今にも逃げ出したい気持ちを押さえつけるかのように。

「ねぇ……聞かせて。サナたん。あなたの返事を」

　…………。

　土御門は、勇気をもって想おもいを告げてくれた。

　なら……俺も伝えなきゃな。

　俺の、本当の気持ちを。

「……土御門。俺は、お前の気持ちに応えることはできない。……ごめん」

「……続けて」

「……俺、好きな人がいる」

「運命の人？」

「……ああ」

「それって、誰？」

「……」

　頭の中に思い浮かぶ、あいつの顔。

　憎たらしい顔も。勝気な顔も。攻めっ気のある顔も。照れてる顔も。無邪気な笑顔も。

　全部が全部、愛おしい。

　今なら言える。心の底から……あいつが好きだってことを。




「俺は、『運命の赤い糸』で繫つながっている女の子……久遠寺梨蘭のことが、好きだ」




　自覚してしまった。俺の気持ち。

　赤い糸が出る前は、あいつは明確に天敵だった。

　それが気になり出したきっかけは、『運命の赤い糸』だ。

　きっかけは赤い糸でも……今は違う。久遠寺のことを知りたいと、俺の心が言っている。

　久遠寺梨蘭と話し、触れて、遊び、知らないところを知った。可か愛わいく、愛おしく、ちょっと憎たらしいけど、そこもまた可愛くて。

　もっと知りたいと、そう思っている。

「あいつが俺のことをどう思ってるかわからない。だけど、俺はあいつのことが好きだ。だから、土御門の気持ちには応えられない」

　あぁ、言った。言ってしまった。

　自覚し、口に出すと、気持ちが明確に固まってしまった。

　久遠寺本人にも言ってない俺の本当の心。

　俺が、久遠寺梨蘭が好きという気持ち。

　それを聞いた土御門は、それでも微笑みを崩さない。

「でもさー、二人って仲悪かったんじゃなかったっけー？」

「今でもたまにそう思うこともあるけど……そんな所も全部ひっくるめて、好きなんだ」

「……そっか」

　まだ、微笑みを絶やさない。

　むしろ、この答えを最初から知ってたみたいな……。

「あーあっ、残念だなぁ〜。フられたのなんて、人生初だよ」

「……悪いな」

「んーん。全然気にしてないよ。と言うか、告白したのだって人生初だからね〜」

　なんだそりゃ。

「ねえサナたん。サナたんって、誰かに告白されたことってある？」

「え……いや、ないけど」

「なら、ひよりがサナたんの被告白童貞を奪っちゃったわけかー。たっはーっ、リラたんには悪いことしたなー！」

「変な造語を作んな」

「でも、一番の衝撃って中々忘れられないと思うよ。ひよりはサナたんの隣には立てないけど……サナたんに一番に告白したって記憶は、絶対サナたんの中に生き続ける。ひよりは、それで満足だよ」

　土御門はスッキリした顔で、少しだけ俺から離れた。

「確かにショックはショックだけど、『運命の赤い糸』がひより達を選ばなかった。それが運命だったんだよ」

　土御門は振り返って立ち去ろうとし、ほんの少しこっちを振り向くと。

「リラたんのこと、大切にしなよ〜」

「……ああ、勿もち論ろんだ」

「にひー。じゃねー」

　ひらひらと萌もえ袖を振り、校舎裏から走って行った。

　……俺も帰ろう。んで、明日ちゃんと久遠寺と話そう。

　気を引き締め、俺も校舎裏から立ち去ったのだった。




　　　　◆ひより◆




「あっ、しもしもー？　どこいるー？　……おけー、向かうよん！」

　るんたったーるんたったー。

　階段を、いっち、にぃ、さーん！　我らが教室にとーちゃく！

「しっつれーしまーす！　おっ、いたねぇ──リラたん」

「っ」

　誰もいない広い教室の隅っこで、丸くなってるリラたん。何この小動物感。可愛すぎません？

「リーラーたん♪　どうどう？　聞こえてた？　いやー、スピーカー機能って便利だねぇ。ひより達の声をあなたの元にお届けって感じ♪」

　スマホをひらひらと振る。リラたんの手にも、同じくスマホが握られていた。

　そう、なんと！　ひより達の校舎裏でのお話は、スマホのスピーカー機能で全部リラたんに筒抜けだったのでーす！　ばばーん！

「……」

「……リラたん？」

「…………」

　あら、本当に動かない。

　心配になり、うずくまってるリラたんの前に座り込む。

　と、もぞもぞと少し動いた。起きてはいるみたい。

　まあ、気持ちはわかるなー。スピーカー越しとは言え、あんなに熱い愛の言葉を聞いちゃったんだから、こうなるのも無理はないよねー。羨ましいなあ、このこのぅ。

　まだ顔を上げようとしないリラたんの頭をゆっくり撫なでる。

「どう？　サナたんの本心、びっくりした？」

「…………（こくり）」

「まあ、そうだよねー。リラたんからすると目から鱗うろこって感じだもんね」

「…………（こくり）」

　うずくまったまま頷うなずくリラたん。ずっと黙ったきりだな、この子。

「リラたーん？　恥ずかしいのはわかるけど、顔見せてよー」

　三角座りでうずくまってるリラたんの頭を左右から摑つかみ、無理やりこっちに向けさせる。

「ぁ、ぅ……」

「────」

　リンゴのように真っ赤になった顔。頭から立ち上る湯気。眉が下がり、涙で潤んだ瞳。口元はあわあわとだらしなく歪ゆがんでいる。

　キリッとしたリラたんでも、むすーっとしたリラたんでもない。

　今のリラたんは、誰が見ても恋に落ちるほど可愛らしくて愛らしい。

　恋に恋する女の顔をしていた。

　そんなリラたんが、ゆっくりと口を開く。

「……どうしてくれんのよ……」

「え？」

「もうアイツの顔、まともに見れないじゃない」

　可愛すぎかこの子。

　そんなリラたんの横に座り、同じく三角座りで天井を見上げる。

「にしても、作戦大成功すぎてビックリしたねぇ。ひよりも、まさかあんなに開き直るとは思わなかったよ」

「作戦を持ち掛けてきたのは土御門さんからじゃない」

「なはは〜」

　ひよりが、サナたんのことを好きなのは本当だ。

　できることなら結婚したいと考えていた。……正直、いまでも考えてる。

　それくらい、大好き。

　赤い糸が見えても、その想いが消えることはなかった。

　まあ、ひよりの『運命の赤い糸』は経済方面に特化した朱色。運命の人に対しての恋愛感情ってのも薄いから、サナたんへの想いが残ってるだけなのかもしれないけど。

　そんな超超超大好きな人をずっと目で追っていて……そして昨日のデート（少なくともひよりにとっては）を通じて、気付いちゃったんだよね。

　サナたんとリラたんは、赤い糸で結ばれているって。

　二人の今までのやり取りや視線が、前とは比べ物にならないほど繫がっていた。

　サナたんの心が、リラたんで埋め尽くされていた。

　サナたん大好きラブラブちゅっちゅなひよりが言うんだから、間違いない。

『運命の赤い糸』で結ばれていて、更に両想いで相手のことしか考えられないとか、最強無敵すぎる。ひよりが立ち入る隙なんてないレベル。

　そりゃショックだったよ？　あんな運命の出会いを差し向けておいて、なんでひよりじゃないんだーって神様を恨んだ。




　でもそれ以上に、リラたんの反応やリアクションが焦じれったくて。

　サナたんのにぶちんな心に、イラついた。




　リラたんめ。ひよりが喉から手が出るほど欲ほっした真田暁斗の隣にいる権利を手に入れておいて、何も行動しないとは何事だ、許せん！

　サナたんめ。あんだけリラたんのことを考えておきながら、自分の気持ちがわからないって意味がわかんない！　にぶちんオブにぶちん！　馬に蹴られてしまえ！

　だからひよりが行動した。

　二人の間に入っていける隙はない。もしひよりがこの間に無理に入ろうとしても、ひよりに絶対勝ち目はないし、ひよりの心が擦り減っていくだけ。

　だから、決めた。

　焦れったい二人なら、ひよりが背中を押そうと。

　二人の幸せのために、ひよりが一肌脱いでやろうと。

　正直、サナたんが幸せになれるなら、隣にいるのはひよりじゃなくてもいい。なんて大人なことは言えない。

　まだ『ひよりだったら……』って気持ちは消えない。

　でもこれが現実で。

　ひよりは、両りょう想おもいかつ、心が誰よりも繫がっているあの二人を応援することに決めたんだ。

「リラたんはサナたんのことが好き。間違いないよね？」

「…………（こくり）」

「それじゃ、ひよりがサナたんを好きなことを知ってるよね？」

「…………（こくり）」

　んーっ。リアクションがいちいち小動物！　かわゆいなぁ。ぬへへへへ……おっと、危ない危ない。話がズレるところだったよ。

　そんなリラたんの肩に頭を乗せて、天井を見上げる。

「だから……そんなひよりの想いも全部、リラたんに託すよ。リラたんが、サナたんを幸せにしてあげて」

「……ん。ごめ……むぐっ」

「おーっと、謝るのはなし寄りのなし！　それじゃあ、ひよりが本当に悲劇のヒロインみたいじゃないか。ふふふ……リラたん、これを見るのだ！」

　左手ばばーん！

　……まあ、自分にしか見えないんだけどね、この糸。

　そんなことはどうでもいい！

「リラたんはサナたんが運命の人のように、ひよりにも運命の人がいる。この世界にいる人は、必ず運命の人と繫つながってるの。悲劇のヒロインなんていない。みんな幸せで、みんな主人公なんだよ」

「土御門さん……」

　たっはー！　今ひより、いいこと言ったなー！

　……え、言ったよね？　うん、言ったということにしておこう！

「だから……謝らないで。ひよりは大丈夫。絶対、幸せになるから」

「……私も、幸せになる。土御門さんに負けないくらい」

「そうでなきゃ、今度こそひよりがサナたんを奪っちゃうからね♪」

「言ってなさい」

　へへへ。それでこそ、リラたんだ。

「ねえ土御門さん。……これから、ひよりって、呼んでいい？」

「およ？　いいよいいよ！　じゃんじゃん呼んでくれたまえ！」

「……ぷっ。何よ、それ」

　うんうん。やっぱりリラたんは、笑った顔の方が似合うなぁ。

「さーて、そうとなったらひよりは帰るよん。リラたんレベルの美少女に勝つには、ひよりも精一杯美少女にならなきゃねん」

　立ち上がり、スキップスキップらんらんらーん。

「ひより！」

「およ？」

「……ありがとう」

「────」

　……ああ……ホントずるいなぁ、この子は……。

「……ふふ、なんのことー？　ひよりんわかんなーい☆」

　おちゃらけ、ひよりは教室を後にする。

　ダメだ。こんな顔見せられない。ここから逃げなきゃ、一刻でも早く。

　ひよりは、二人を応援するって決めたの。

　絶対に、二人より幸せになってやるって決めたの。

　だから……だから……。
















　止まって──私の涙。
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第五話　ほんの少しの本音






「……マジか……」

　翌日の放課後。俺は今、周囲より二回りくらい大きく、立派な庭の付いた一軒家に一人で来ていた。

　石の表札には【久く遠おん寺じ】の文字が刻まれている。そう、久遠寺梨り蘭らんの実家だ。

　土つち御み門かどから告白を受け、久遠寺と真まっ直すぐ向き合わなきゃなと思った矢先に、あいつが熱を出して休んでしまったのだ。

　人間、覚悟を決めたと言っても、そんなに簡単に気持ちを切り替えられるはずなく。

　正直顔を合わせずに済んでよかったと思ったのだが……三さん千ぜん院いん先生から、俺と竜りゅう宮ぐう院いんでプリントを届けてほしいと言われてしまった。

　しかし、今ここにいるのは俺一人。

　そう……俺一人なのだ。

　ちきしょう、竜宮院の奴やつ。途中までは一緒だったのに……。

『あっ、ごめんなさい。今日大切な用事があるのを思い出しました！　それじゃ！』

　それじゃ、じゃないんだよ。それじゃ、じゃ。

　しかもめちゃめちゃいい笑顔だったし。殴りたい、あの笑顔。

　はぁ……一人で入らなきゃならないの、これ。

　女子の家なんか寧ねい夏かの家に行ったことあるくらいなんだが……しかも寧夏は女子ってより、男友達って感じだし。

　……でもまあ、ここまで来たら今更引き返せないか。

　プリントとお見舞いの品を渡して終わり。そう終わりだ。

　確か竜宮院が家の人がいるって言ってたから、久遠寺と顔を合わせられないのは残念だけど。

　深呼吸して……いざ。

　ピンポーン──。

『……はーい？』

　あ、出た。やっぱり久遠寺の声じゃないな。もうちょっと幼い感じだ。

「あ、すみません。久遠寺……梨蘭さんと同じクラスの真さな田だってものです。今日風邪で休んだ梨蘭さんにプリントを──」

　ガチャッ！

　……え、切られた。なぜ？

　困惑してると、ドタドタと騒音が聞こえ……ものすごい勢いで玄関の扉が開かれた。

　久遠寺と同じブロンドヘアーに、緋ひ色いろの瞳。髪はおしりまで伸びてるくらい相当長いが、よく手入れされてるのか陽ひの光を反射して眩まばゆく輝いている。

　キャミソールにホットパンツと、人前に出るにはかなり際きわどい格好をしているが……如何いかんせん体がミニマム。妹だろうか。

　そんな子が、久遠寺に似た日本人離れした顔を輝かせて玄関から飛び出してきた。

「君、もしかしてサナダアキト君!?」

「あ、えっと……はい、真田暁あき斗とと言います」

「アキト君！　いやー、リラから君のことは聞いてるよ。あ、入って入って！」

「えっ、えっ？」

　ちょ、強引だなこの子……！

　腕を引かれて家の中へと連れられると、無理やりリビングのソファーに座らされた。

　日本家屋というより、どこかの外国をモチーフにした家って感じだ。冬に使うのか暖炉まで付いてるし、壁には高そうな絵画が飾られている。

　その中の一角に、家族写真や図画工作で作ったものが飾られていた。これを見るだけで、大切に育てられてきたのが容易に想像できる。

　……あれ？　あのお母さんらしい人の陰に隠れてる内気そうな子、どっかで見たことあるような……？　……いや、気のせいだろう。

　それにしても、ここが久遠寺の……好きな人が育った家か。

　な、なんだかソワソワするな。

　左手を見ると、赤い糸は天井を突き抜けて上に行ってるから、梨蘭はこの階にはいないみたいだ。熱が出てるって言ってたし、寝てるんだろう。

　少し居住まいを正していると、久遠寺の妹ちゃんが麦茶を入れて俺の前に置いた。

「どうぞどうぞぉ。いやー、リラから聞いてたけど、アキト君男前だねぃ」

「ど、どうも……」

　あいつ、身内に俺のこと話してんのか。しかも、男前って。何それ恥ずかしすぎる。

　……う、嬉うれしくなんかないんだからねっ。

　妹ちゃんは俺の隣に座り、にまにまと俺を舐なめるように見てきた。

「ふーん……へぇ……」

「……」

　……あの、近くないですかね。俺にロリっ子趣味はないとは言え、こんな薄着で近寄られるとドキドキするんだけど。

「あ、あの。何か？」

「ん？　いやいや、リラの運命の人をじっくりと観察してただけだよ」

　そんな堂々と観察って言わない方がいいよ。

　妹ちゃんは麦茶で唇を濡ぬらすと、色香を感じさせる流し目で俺を見てきた。

　見た目は完全に小学生くらいなのに、歴戦のつわものみたいな妙な圧を感じるぞ。

「それで？　アキト君、今日はどうかしたのかな？　リラが風邪で休んだから、寂しくて顔見に来ちゃった？」

「あ、えっと。久遠寺……梨蘭さんにプリントを……あと、食べると思ってプリンも」

「プリン！」

　おわっ、食いついてきた。一気に子供っぽい感じになったぞ。

「……二つあるから、よければ食べる？」

「本当!?　リラの運命の人、超いい人じゃん！　いただきまーす！」

　問答無用でプリンをぱくぱく食べる妹ちゃん。こう見ると、若干の琴こと乃の感がある気がする。やはりどの家も、妹ってのはこんなものなんだろうな。

「んまーっ。いやー、将来こんな子が義おと弟うとになると思うと、鼻高々だなぁ。あ、私のことは、カルお義ね姉えちゃんって呼んでね☆」

　………………………………ん？

「義弟？　誰が？」

「君が」

「誰の？」

「私の」

　…………あ。

「もしかして……久遠寺のお姉さん!?」

「イエス！　初めまして、リラのお姉ちゃんにして、将来の君の義理のお姉ちゃん、迦か楼る羅らちゃんだよん」

　マジか……うちの琴乃も大概だけど、俺より年上で見た目年齢小学生って、そんなんありか？

「す、すみません。妹かと思ってました」

「にゃはー。気にしない気にしない！　こんなチンチクリン体型だからねぃ。妹に間違われるのも慣れっこさ。成人してるけど、まだギリギリ子供料金でバスも乗れるぜ？」

「それは犯罪です」

「じゃー聞かなかったことにして♪」

　自由人か。

　改めて、隣に座る迦楼羅さんを見る。

　……見れば見るほど久遠寺にそっくりだ。何度も言っているけど見た目年齢は小学生並み。それでも整った顔立ちだし、何より可か愛わいい。

　だけど性格がビックリするくらい正反対。

　あのツンケンした性格の久遠寺と比べると、ものすごく人ひと懐なつっこくてよく笑顔を見せる。

　……久遠寺も、本当に気を許した相手にはこんな風に笑うんだろうか。

「んーっ、美味おいしかった。ごちそーさまでした」

「あ、はい。じゃあプリントも渡したので、俺はこれで」

「何言ってんの？　まだ渡してないでしょ」

「いや、迦楼羅さんに渡しましたよね」

「……こりゃリラが難儀するのもわかるわぁ」

　え、なんで呆あきれられてるの俺。

　迦楼羅さんはやれやれと首を振ると、プリントを持って軽やかにソファーの上に立った。

「アキト君！　我が義弟よ！」

「義弟じゃないです」

「リラの伴侶なら、奥さんが弱ってる時に側そばにいてやるのは必須中の必須！」

「伴侶じゃないです」

「ごちゃごちゃうるさ───い！」

　テンション高いな、この人。

「という訳で！　これからリラの部屋にレッツラゴー！」

「はいは……え？」

　……………………え？

「ほらほら、行くよ！」

　迦楼羅さんに手を引かれて、無理やりリビングから連れていかれた。

「ちょ、待って迦楼羅さん、まずいですって！　いくら風邪のお見舞いとは言え、女の子の部屋に行くのは……！」

「いいからいいから。お姉ちゃんが許可を出してしんぜよぅ」

　いや、あんたの許可が出ても久遠寺の許可がないと……！

　背中をグイグイ押されて二階に連れられる。

　階段を登って右側には【ＫＡ☆ＲＵ☆ＲＡ】のプレートが掛けられた扉。

　左側には【♡梨蘭♡】のプレート。こっちが久遠寺の部屋みたいだ。

　……あいつ、意外とハートとか好きなんだな。

　なんて的外れなことを考えてると、迦楼羅さんが久遠寺の部屋をノックした。

「リーラー？　入るよー？」

「ちょっ、やっぱ俺……！」

「まあまあ。さ、入っていいよ」

　いやよくないよ？

　扉を開け放ち、無理やり部屋に突入。

　直後、芳ほう醇じゅんで濃厚な匂いが鼻を突いた。

　いつも僅かに香っていた柑かん橘きつ系の香り……〝久遠寺梨蘭〟という香りが充満した部屋に……俺の思考はショートした。

　カーテンを閉めてるのか薄暗い部屋は、ファンシーと言うかメルヘンと言うか。

　パステルカラーの絨じゅう毯たんに家具、ぬいぐるみ、小物。

　とにかく、俺の知ってる久遠寺梨蘭らしくない、可愛い内装だ。

　……そう考えると、俺ってやっぱり久遠寺について何も知らないんだな。

　そんな久遠寺の領域に無断で入ったからか、それとも俺らが騒々しかったからか（多分後者）。

「ん……？　おねーちゃん……？」

「ッ！」

　この部屋の主が目を覚ました。

　相当熱が高くて辛つらいみたいで、薄暗い部屋でもわかるくらい顔は真っ赤で。デコにはひんやりシートを付けている。

　それでも暑いからか、胸元のボタンが大きく開けて汗ばんだ谷間が……って！　ノーブラかよこいつ!?　せめてキャミソールくらい着ろ！

　慌てて目を逸そらすと、迦楼羅さんが俺の背中を押した。

「リラ、愛いとしのアキト君が来てくれたよん」

「茶化すのはやめてくださいよ……！」

「……あきとくん……さなだ……？」

　焦点のあってない目が俺を見つめる。

　だ、大丈夫か、こいつ？　本気で心配になるくらい体調悪そうなんだが。

「よ、よう、久遠寺」

「……あぁ、そっか。ゆめかぁ」

　……夢？　まさか、俺がここにいるのを夢だと思ってるのか？

「そーよ、だってさなだがここにいるはずないもの……ふふふ、そっかぁ」

　とろんとしたような、うっとりしたような顔の久遠寺。

　これは熱によるものなのか、それとも夢見心地なのかわからないが……いつもは絶対に見せない表情だ。

　このままどうすればいいのかわからず、立ちすくんでいると。

「ぬふふ。そいじゃアキト君。あとよろしく〜」

「えっ。ちょっと迦楼羅さん……！」

　……行っちまった。こんな所に置き去りにされても困るんだけど。

「さなだ」

「っ……な、なんだ？」

「こっちきて」

「え、いやそれは……」

「くるのー」

　幼児退行してますよ久遠寺さん。

　だけど、ここで渋って泣かれてもそれはそれで居心地が悪い。

　諦めて近付き、ベッドの横に立つ。

　と、久遠寺が無理にでも起き上がろうとした。

「ちょっ、寝てろって。風邪引いてんだから」

　肩を押さえて寝かせる。

　だが久遠寺は起きたいらしく、むーっとした顔で手足をぱたぱたと動かし。

「はーなーせー」

　いや、マジでガキか。動画撮っといて後で送り付けてやろうか。

「いいから、寝てなさい。少しは側にいてやるから」

「……すこしだけなの？」

「え？」

　潤んだ瞳で俺を見上げてくる。く、久遠寺、何を……？

「ずっとじゃないの……？　ずーっと、いっしょにいてくれるんじゃないの……？」

　あ、やべ、泣きそうだこいつ。

　……まあ、夢って思ってくれてるわけだし……今は少し、素直になってもいいか。

「……当たり前だろ」

「ほんと？」

「ああ。俺がお前を裏切るはずない。……ずっと、一緒にいよう」

「ぁぅ……えへへ」

　布ふ団とんを頭から被かぶり、俺をチラ見しては笑みを浮かべ、またチラ見しては笑いをこぼす。

　こう見ると運命の人ってより、妹みたいだ。琴乃っぽいというか。

　そういや琴乃も、昔風邪引いた時はこんな感じだったっけ。側にいてやらないと、寂しくてよくぐずったもんだ。……今は、風邪とは無縁の元気っ子って感じだけど。

　まあ、どれだけ妹みたいと言っても、目の前にいるのは風邪で弱った運命の人。

　ぶっちゃけ無防備すぎて、俺の精神衛生上毒でしかない。端的に言えば、エロスを感じる。

　若干の気まずさを感じ、僅かに目を逸らした。

「ね、眠るまでここにいてやるから、早く寝ろよ」

「ん、ありがと」

　ベッドの側に置いてある椅子に座ると、久遠寺は安心したように目を閉じた。熱で辛そうではあるが、それでも一人じゃないだけ気が楽になったみたいだな。

　そんな久遠寺が、ふと思い立ったように目を開けた。

「ねぇ、さなだ」

「なんだ？」

「……て、にぎって」

　……え。な、なんだと……？

　て、手を握るって、それって……さ、さわっ、触るのかっ、こいつに!?

　脳裏によぎるのは、屋上前でのこと。

　人の気配はなく、薄暗く、この世界に俺達以外の人間がいなくなってしまったと錯覚させるほどの、特別な空間。

　あの時、少し触れただけで走った衝撃は、今でも忘れない。

　触れた個か所しょが熱く火ほ照てり、全身が痺しびれた、あの衝撃。幸せという言葉では足りない。そんな時間だった。

　ただ、だからこそなるべく触れないようにしてきた。

　あれは精神を削る。自分を律する力がないと、あのまま事に至る可能性があるほど。

　だけど……。

「だめ……？」

　久遠寺は熱で思考が鈍ってるからか、曇りのない純粋な瞳で見つめてきた。

　ここで拒否したら、それこそ罪悪感にさいなまれる。

　これは……致し方ないか。

　万が一を考えて目を閉じ、イメージする。心臓をロッカーにしまい、鎖で巻き、鍵をかけるイメージ。それだけでざわついていた心が落ち着いた。

「……ほれ」

「！　んっ」

　久遠寺の手が、ゆっくりと俺の手を握る。




　──ぎゅっ。




「────ッ!!」

　来たッ。あの時の……いや、あの時以上の衝撃……！

　触れた部分の神経が剝むき出だしになり、電気のようなものが頭の先からつま先まで突き抜けるあの感覚だ……！

　心臓が破裂しそうになるほど高鳴り、今にも暴走しそうになる。

　くそ、高鳴るな俺の心臓！　止まれ！　あ、いや止まるな！　適度に落ち着け！　そして俺の思考も落ち着け！
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　そんな俺の葛藤とは裏腹に、久遠寺はとろけきった顔で、宝物を包み込むように手を握る。

「さなだのて、おっきぃ。おちつく」

　や、やめろぉ！　もにもにするなぁ！

「い、いいから寝ろ。寝て、さっさと風邪治せ」

「ん。おやすみ」

「お、おう。おやすみ」

　久遠寺の目が閉じられ。相当辛かったのか、直すぐに寝息を立てて意識を失った。

　力強く握られていた手の力が緩み、そっと、手を離す。

　そのまましばらく見つめて……よかった。本当に寝てるみたいだ。

　…………。ぶはぁぁぁああ……！　し、心臓に悪すぎる……！

　ドッドッドッドッ──！

　心臓が今までにないほど速く鼓動する。それと同時に、久遠寺の芳ほう潤じゅんな香りが密集する密室で、無防備に寝ている美少女と二人きりという現状を再認識してしまった。

　こいつは、まずい。ダメだ。ここにいたら、俺の理性がゴリゴリに削られる。

　一刻も早く帰らないと……！

　久遠寺を起こさないよう後あと退ずさりし、急いで部屋を出て階下へ向かう。

　と、廊下にいた迦楼羅さんが壁に背を預けてニヤニヤ顔で立っていた。

「にゅふふふふ。うぶだねぇ、少年。顔真っ赤よ」

　この人……最初から俺らの関係をわかった上で、からかってたな。

「迦楼羅さん……あのまま、俺らがただじゃ済まないことをしてたら、どうするつもりだったんですか」

「おや。アキト君は、熱で弱ってるいたいけな美少女を無理やり毒どく牙がにかける、悪い子なのかにゃ？」

「そんなわけないでしょう」

「うん、知ってる。私の大切な妹がここまでご執心なんだ。君がそんなことしない子だっていうのは、わかってたよ」

　……やりづらい。全てにおいて、なんだかやりづらい人だ。

「……帰ります。お邪魔しました」

「あいあーい。また来てねん」

　しばらくはゴメンです。

　靴を履いて扉に手を掛けると、迦楼羅さんが「あ、そうそう」と声を掛けてきた。

「アキト君や」

「……何すか」

「あ、警戒してる。そんな警戒することないよ。一つ、君にお願いするだけだから」

　お願い？

　迦楼羅さんは警戒心なく俺に近付くと、背伸びをして俺の頭をゆっくりと撫なでてきた。

　その手から伝わる優しさと温かさ。まるで、本当の姉のようだ。

　そんな迦楼羅さんが、優しい目で俺の目を見つめてきた。

「梨蘭は強いけど、脆もろい子なんだ。君が是非とも支えてあげてね」

「……うす」

「にしし。お義ね姉えちゃんとの約束だぞっ」

　誰がお義姉ちゃんだ。

　迦楼羅さんに見送られ、気恥ずかしさを隠すように急いで玄関を潜る。

　夕日が俺を照らす中、自転車を走らせて家へと帰って行った。

　が、俺の顔の火照りは……間違いなく、夕日のせいではないだろう。




　　　　◆梨蘭◆




「……んっ……？」

　あれ、ここ……私の部屋？　えっと……なんで寝てるんだっけ。

　体を起こすと、全身にダル重さを感じる。そうか、私、風邪引いて学校休んで……。

　時刻はもう十七時を過ぎていた。お昼にゼリーを食べてからの記憶がない。

　それでも、すごく幸せな夢を見てた気がする。

　真田が、私の手を握っていた夢。優しい笑顔で微ほほ笑えみかけてくれて、私が心細くないように何か語り掛けてくれた……そんな夢だった気がする。

　でも、どんなことを言ってくれたんだっけ……忘れちゃいけないというか、忘れたくないというか……うーん、思い出せない。

　枕元に置いてある体温計で熱を測る。

　……三十七・二度。お昼すぎには三十九度あったから、すごく楽に感じる。

　はぁ……寝間着が汗でびっしょり。シャワー浴びて着替えよ。

　と、机の上に見慣れないプリントが置いてあるのが見えた。しかも今日の日付。璃り音おんが持って来てくれたのかしら。

　とりあえず、あとでお礼のメッセージ送っておこう。

　階下のリビングに向かうと、カルお姉ちゃんがスマホをぽちぽち弄いじっていた。

「おろ？　リラ、起きたー？　だいじょぶ？」

「カルお姉ちゃん。うん、熱もだいぶ下がったし、大丈夫だよ」

「そかそか。今お茶入れるから、座って待ってなさーい」

　さり気ない気遣い。こういう所に救われるなぁ。

　椅子に座ると、お姉ちゃんが麦茶とプリンを出してくれた。しかも、市販で私が一番好きな硬めのプリンだ。

「ありがとー、買ってきてくれたの？」

「いんや、アキト君が持ってきてくれたよん。いい子だよねぇ、アキト君」

「へぇ、アキト君が」

　誰だろう、アキト君。私が知ってるアキト君なんて、一人しか知らないけど。

　んーっ、あまー。

　………………………………………………ん？

「……あきとくん？」

「そう、アキト君。サナダアキト君だよ」

　サナダアキト君……真田暁斗君!?

　えっ、えっ!?　さ、真田が家に来たの!?　聞いてない！

　おおおおお、落ち着くのよ私。べ、別に真田が家に来たって、何も問題ないわ。私の寝てた姿を見られた訳じゃないんだから。

「そ、そう。真田が来たんだ」

「あー、リラ辛つらそうだったからね。覚えてないのも無理はないか。アキト君がお見舞いに来てくれたんだよ。机の上にプリントがあったでしょ？」

「ああ、あれね……」

　えっと……ということは。

「へ、部屋に入って来たの、アイツ!?」

「うん。ま、私が無理に連れてったんだけどねぃ。その方がリラも喜ぶと思って」

　そんなことはどうでもいいの！

　慌てて洗面所に行き、鏡で自分の姿を確認する。

　おでこのひんやりシート。汗で首に張り付いた髪。若干の汗の匂いが染しみている寝間着。ボタンが開き、顕あらわになっている胸元。

　がっつり油断してるというか、他人に……しかも、意中の相手に見られたら発狂するレベルのずぼらすぎる姿だ。

　しかも、意中の相手（真田暁斗）に見られてるし……終わった。

　三角座りしてしょぼんタイム。こんな姿、真田も今頃呆あきれてるでしょうね……。

　洗面所でしょんぼりしている私の所にやって来たカルお姉ちゃんが、私と同じように横に座った。

「まあまあ、アキト君はそんなことでリラを嫌いにならないよ」

「そんなのわからないじゃない……」

「だって運命の人なんでしょ？　なら大丈夫だって」

　落ち込む私の頭を撫でるお姉ちゃん。

　でも、やっぱり気になるものは気になるし。

　それにこれは、嫌われるかどうかの問題じゃない。みっともない所を見せてしまったという、乙女心の問題だ。

　ただでさえ、ひよりとの一件で顔を合わせづらいのに、これ以上合わせづらくなるってどういうことよ。神様ひどい。訴えてやる。

「本当、気にしなくてもいいと思うんだけどなぁ。アキト君のあの顔を見るに、幻滅と言うよりむしろ……」

「……むしろ？　むしろ何？」

「むふ。ひーみーつ♪」

　な、何よそれ。真田、私のこんな姿見て、どんな顔してたんだろう。気になる。

　……ん？　待って。なんかちょっとずつ思い出してきた。

「ねえお姉ちゃん。真田が私の部屋に来たのよね」

「そだよ」

「その時お姉ちゃんって……」

「チョロッとだけいたけど、あとはアキト君にお任せして出てったよん」

　ということは、幸せな夢だと思ってたものってもしかして、実は現実？

　私、寝ね惚ぼけて真田に変なことしちゃったんじゃ……!?

「もうお嫁に行けない……」

「アキト君にもらってもらいなよ」

　そうなんだけど！　真田のお嫁さんとか最高だし幸せだけど、そうじゃないの！

　……いや、結婚もまだ全然早すぎるとは思うけど！

「ま、あんまり気にしない方がいいよ。あの子、超いい子だからね」

「お姉ちゃんに言われなくたってわかってるわよ」

「将来の私の義おと弟うとなんだから、リラも仲良くするんだよ。じゃないと、私がよろしくしちゃうからね」

「……えっ!?　ちょ、カルお姉ちゃん、今のって!?」

「にゃははー。じゃねー」

　ちょ、逃げんな!?

　た、確かに真田って身なりはちゃんとしてるし、普通にかっこいいし、昔から女の子に囲まれてるから女慣れしてる感はあるけど！

　こ、これはまずいわ……！　顔合わせづらいとかそんなこと言ってる場合じゃない！

　もしかしたら、ひよりみたいな子が他にもいるんじゃ!?

　な、なんだか心配になって来たんだけど！

　ぐぬぅ！　真田めぇ……！

「す───……はぁ───……よし」

　とにかく、一喜一憂してる暇はないわね。

　今は全力で風邪を治す。そして、元気な姿で真田と真正面からぶつかる。

　覚悟を決め、私は風邪を全力で治すべくまずはお風ふ呂ろに入ったのだった。




　　　　◆




「…………はぁ……」

　部屋で一人、ベッドに寝そべり天井を見上げる。

　本を読んでも、ゲームをしても、飯を食っても、昼間のことが忘れられない。

　弱ってる久遠寺の顔。はだけた胸元。熱く火ほ照てった手。

　そしてほんの少しだけ見えた、本音。

「〜〜〜〜っ!!」

　じたばたじたばた！

　くそっ、なんだあれ可か愛わいすぎか！

　熱を出すと幼児退行するところも可愛いけど、意識が朦もう朧ろうとしている中少しだけ見せた本音！　あれを可愛いと言わずなんと言う！

　顔面を枕に押し付け。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　意味もなく絶叫。

　枕で声を抑えてたのに思ったより響いてたらしく、隣の部屋の琴乃が、木刀を持ってどたばたと突入してきた。

「おおおおお兄、大丈夫!?　泥棒!?　強盗!?　殺人鬼!?」

「だ、大丈夫だ。大声出して悪かったな」

「ほ、よかったぁ。ビックリしちゃったよ……」

　へなへなと、涙目で座り込む琴乃。いや、本当ごめん。悪いことした。

　ところでその木刀、まさか修学旅行先で買って来たんじゃないだろうな。柄つかに刻まれてるドラゴンがかっこいいじゃねーかちきしょう。

　座る琴乃に近付くと、「ん……」と腕を伸ばして来た。

「琴乃、年齢を考えなさい」

「んーっ」

「……全く、しょうがねぇな」

　いつまで経たってもお兄ちゃん離れできないんだから。

　脇に手を入れて、抱っこする。

　琴乃は年齢の割に身長も見た目も大学生っぽい。それなりに体重もあるが、俺が鍛えてるからか簡単に持ち上がった。

「わーい！　お兄の高い高い久しぶりー！」

「そういやお前、昔から高い高い好きだったな。それがこんなに大きくなって……」

「ぶーっ。それは重くなったって言いたいの？」

「違う違う」

　半分は思ったが。

　と、急にしおらしくなって頰を赤らめると。

「というか、その……下ろしてくれると嬉うれしい、です」

「ん、そうか？　前はもっとって駄々こねてたんだぞ、お前」

「いいからっ」

　ふむ……もう高い高いは恥ずかしいお年頃なのかもな。琴乃の成長が見れて嬉しいような、寂しいような。

　ゆっくり下ろしてやると、まるで身を守るようにササッと胸を隠した。

「えっち」

　……ああ、なるほどそういうことね。

「はっ」

「鼻で笑われた!?」

「そういうのは自分の運命の人にやりなさい」

　デコピンくらえ。

「あいたっ。むーっ、こんな美少女の横乳を触っておいてその反応……お兄、女の子に興味ないの？」

「実妹に対して反応したらド変態過ぎるだろ」

「確かに（笑）」

　かっこわらを付けるな。

「あー、でもそっかー。そーだよなー」

「……何ニヤついてやがる」

「お兄には梨蘭たんっていう可愛い運命の人がいるから、私程度じゃドキドキしないかーって思って」

　ぐっ、今そこを突かれると、リアクションしづらい。

「ところで、お兄」

「なんだよ」

「梨蘭たんと何かあった？」

　……エスパーかこいつは。

「さっきの雄お叫たけびも、梨蘭たん絡がらみなんでしょ？」

「……どうしてそう思う」

「わかるよー。何年お兄の妹して来てると思ってるの」

　こいつ俺のこと好きすぎじゃね。

　悪い気はしないけど。俺も琴乃のことは好きだし。勿もち論ろん兄きょう妹だいとして。

「……今日、久遠寺が風邪で休んでさ。プリントを渡しに行ったんだよ」

「おおっ、それでお見舞いに行ったのね」

「ああ。で、弱ってるあいつを見て思ったわけだよ」

　たっぷりタメを作り。そして。

「──あ、こいつ可愛い、って」

「なんだ、ノロケかよ」

　ノロケとらんわ！　……え、ノロケてないよね？

　琴乃は呆れたように息を吐き、俺のベッドにダイブした。

「まあ梨蘭たんが可愛いのは認めるけどね〜。お兄を取られちゃったみたいで寂しいよ」

「安心しろ。俺はいつまでもお前の兄ちゃんだぞ」

「うわーシスコンきもー」

　こいつ、はっ倒してやろうか。

　ニヤニヤしている琴乃のデコを叩たたき、椅子に座る。

　脚をぱたぱたさせて鼻歌を歌う琴乃を見るが、思い出されるのは風邪で弱った久遠寺のこと。

　大分毒されてんな、俺も。

　……あれから時間は経ったけど、熱は引いたんだろうか。それともまだ熱があって寝込んでるかも。とりあえずメッセージだけ送っておくか。

『暁斗：お大事に』

『暁斗：（犬が飛び跳ねるスタンプ）』

　こんなもんか。

　あいつも、あのこと夢だって思ってるみたいだし。

「ねーお兄、暇ーかまってー」

「今年受験だろ。勉強しなさい」

「まだ余裕だよ」

　確かに琴乃は地頭はいい。勉強しなくても、学年で上から数えた方が早い位置にいる。

　油断して、俺に頼ることがないといいんだけどな。

　鼻歌を歌っている琴乃を横目に見ていると、不意にスマホが振動した。

『梨蘭：（犬が「Ｔｈａｎｋ　Ｙｏｕ」と言ってるスタンプ）』

　久遠寺か。どうやら、まだ文字を打つだけの元気はないみたいだ。

　……明日は、学校で会えるといいな。

「お兄、リビング行こー」

「へいへい」











エピローグ






　週明けの月曜日。よりにもよって、今日は朝から雨だ。

　自転車にも乗れないし、行く気なくすなぁ。

　かと言って、電車やバスに乗るのもなんか負けた気がして、気が進まない。別に誰と戦ってるってわけでもないけど。

　内から溢あふれ出でる不満をため息と一緒に吐き出す。

　……とりあえず、制服に着替えるか。

　壁にかけてある制服を手に取るが……ぐ、重い。

　重だるい気持ちが肉体に及ぼす作用というのは凄すさまじく、普段は軽い制服でも重く感じる。この制服が俺の気持ちを代弁しているかのようだ。

　はあ……そろそろ梅雨入りか。毎年のことだけど、梅雨って嫌いなんだよな。湿気でイライラするし、靴や靴下も濡ぬれるし。

　ワイシャツに袖を通すと、ふと、赤い糸に視線がいった。

　結局あの後、週末まで久く遠おん寺じは学校を休んだ。

　一応メッセージでやり取りしているけど、今日はどうだろうか。

　無意識のうちにスマホに手が伸び、メッセージアプリを起動させる。

　……あんまり今日来るかどうか聞くと、俺があいつに会いたいみたいじゃないか。いや、会いたいんだけどさ。

　それにあいつのことだ。急せかしすぎると、無理に来ようとするに決まってる。風邪は治りかけが一番ぶり返しやすいからな。今は放置。うん、そうしよう。

　気が進まないけど、とにかく着替えて──。

　ドタドタドタ！　ドパァッン！

「お兄っ！　おっはー！」

「ノックをしろ、俺のプライバシーを考えろ、声のボリュームを下げろ」

「雨！　雨降ってるよ、お兄！」

　まずは人の話を聞こうか。

「……ああ、降ってるな」

「そうっ、今日から梅雨入りしたんだって！　さっきテレビでやってた！」

「なんでそんなにテンション高いんだ、お前は」

「だって中学生最後の梅雨だよ！　この制服を着て過ごすのは、今年で最後なの！　テンション上がらずにいられないよ！」

　…………。

「んにゅ？　なんで頭撫なでるの？」

「何となく。お前は人生楽しそうでいいな」

「うんっ、楽しい！」

　何この天使。世の中のこと全肯定しそうじゃん。是非ともこのまま大きくなってくれ。

　……悪い奴やつに引っ掛からないように、ちょっとは成長して欲しいが。

「でも、これからしばらくは自転車で送れないからな。雨の中は無理だ」

「はっ。た、確かに!?　ぐぬぬ、雨め……！」

　さっきまで楽しそうだったのに、一転恨めしそうな顔。琴こと乃のを見てると本当に飽きない。

「ところで琴乃。お兄ちゃんそろそろ着替えたいんだけど」

「？　着替えればいいじゃん」

「出てけ」

　首根っこを摑つかんで廊下に放り投げた。兄妹だが、親しき仲にも礼儀ありだ。

　扉を閉めて改めて着替えていく。すると、廊下から琴乃が声を掛けてきた。

「ねえ、お兄」

「なんだ？」

「元気出た？」

「……ああ。出た」

「にししー。じゃ、私はリビング行くからねっ」

　琴乃が階段を降りる音が聞こえる。

　まさか、俺が梅雨嫌いなことを覚えてて元気づけに来たのか？　……できた妹だな、本当。

　さっきより軽く感じる制服に袖を通し、下に降りる。

　リビングにいるのは琴乃だけ。そういや、母さんは今日は早出だったな。

「お兄、コーヒー飲む？」

「ああ、もらう」

「ほいさー」

　ドリップマシンでコーヒーを淹いれると、食パンとウインナー、サラダと一緒に持って来てくれた。

「琴乃が作ったのか？」

「まーねー。焼くだけだから、ちょちょいのちょいですよ」

　あの琴乃が料理を……うっ、感動で涙が。とりあえず写真をぱしゃり。

「ちょっ、なんで写真撮るのさ！」

「だって琴乃の初めての手料理だぞ。撮るだろ」

「は、恥ずかしいからやめてよ、もうっ」

　本気で恥ずかしかったのか、眉根を寄せてスムージーを飲む。照れなくてもいいのに。

「あ、そう言えば梨り蘭らんたん、風邪どうだって？」

「連絡とってないからわからん」

「ダメだよ、朝イチで声掛けてあげないと！　梨蘭たん、すごく繊細なんだからね！」

　とは言っても……。

「お、噂うわさをすれば梨蘭たんからメッセが来たよ。ほら」

『梨蘭：アイツからメッセ来ない[image: かおもじ]』

「泣いちゃってるじゃん。ほら、早く連絡してあげなきゃ」

「あいつ、琴乃の前だとそんな感じなの？」

　何そのギャップ。顔文字使ってんの可か愛わいすぎか。

「……あれ？」

「どした？」

「今のメッセをお兄に見せたから安心してって送ったら、こんな返事が」

『梨蘭：見せたの!?　なんで!?』

『梨蘭：違うから！　違うから！　こんなの本音じゃないから！』

『梨蘭：アンタからの連絡を待ってたなんてこと、絶対ないんだからぁ！』

　待ってたのか。調子狂うなぁ、本当……。

「お兄、顔にやけてるよ」

「うっせ」

　琴乃を押しのけ、スマホのメッセージアプリを開く。

『元気になったみたいだな』と、ここまで打ち込み、思い留とどまった。

　今、あいつが一番欲しい言葉……。

　俺は素直に、率直に、自分の言葉を紡つむいだ。




『暁あき斗と：また、学校で』




　そんなメッセージのあと、直すぐにあいつから返信がきた。




『梨蘭：……うん。またね』




　この素っ気ないやり取り。そう、今はこれでいい。

　これが今の俺達の距離感なのだ。だから、これでいい。

　アプリを閉じると、恥ずかしさを消し去るべく、コーヒーを一気に飲み干した。




　　　　◆




　天気予報通り、シトシトと降る雨の中。琴乃とは別方向のため、家の前で別れて一人で通学路を歩く。

　琴乃のおかげで、大分気分も上向いた。さすがにテンション高くとはいかないけど、憂鬱な気持ちは吹っ飛んだ。

　それでも、湿気でワイシャツが肌に張り付く感覚は不快だが。早く衣替えの季節になって欲しいもんだ。

　傘を肩に担かつぎ、曇天を睨にらむ。雨め。

　住宅街から河か川せん敷しきに抜け、長い橋を渡る。

　まあ、ちょっとだけ……本当にちょっとだけこうして歩くと、たまにはこういうのも悪くないなとは思う。

　暑くもなく、寒くもない気温。傘を叩たたく雨の音。足早に走る人。ゆっくり歩く人。

　時間の流れがいつもより緩やかに感じる。

　それでも雨はウザい。朝の登校時間なら許せる。だが一ヶ月続くのは許せん。

　はぁ……早く梅雨明けないかな。

「ちょっと。何辛気臭い顔してんのよ」

「ん？　……え、久遠寺？」

　橋の丁度真ん中辺りで、久遠寺がピンクの傘を差して立っていた。

　……なんでここに？　体調は大丈夫なのか？　こんな所にいるとまた風邪引くぞ？　そもそもお前ん家ち反対方向だろ？

　と、色々と言いたいことが頭の中をよぎるが。

「……よう」

　そんな言葉しか出てこなかった。

「ん。おはよ」

　久遠寺も素っ気ない返事をした。

　何となく久遠寺と肩を並べて学校に向かって歩くが、しばし無言の時間が続く。

　……このまま黙ってるのもアレか。

「……風邪、大丈夫か？」

「ええ。もうすっかり元気よ。……今朝の琴乃ちゃんのメッセ、あれ忘れなさいよね」

「ああ。あんなことでからかうほど、ガキでもないさ」

　正直言えばめっちゃからかいたい。でもやりすぎると拗すねるだろうし、ここはスルーで。

「てかなんでここにいんの？　家からそのまま学校行った方が早かったろ」

「……わからないの？」

　え、何、その『察しなさいよ、キレるわよ』とでも言いたげな目。怖い。

　実際、わからないもんはわからないし。ここは素直に。

「すまん、わからん」

「……ふふ。冗談よ、冗談。そんな怖がらなくても怒ってないから」

　いや、あの目はガチだった。一回鏡で見てみろ。自分でもかなり引くぞ。

　久遠寺はムスッとしたような、照れてるような。判断が付かない顔で俺を見上げると、傘で顔を隠した。

「……いいじゃない。たまにはこうやって一緒に登校するのも。アンタ、いつも自転車だし」

「ああ、そういう……」

　確かに、こうして一緒に歩くなんてそうそうない。こういうのも、新鮮でいいな。

「……何よ。何か言いたげな感じね」

「いや……なんだか最近のお前、ちょっと素直だなと思って」

「誰のせいだと思ってんのよ、ばか」

　ぺしぺし。おい、鞄かばんぶつけてくんな。

　そもそも誰のせいって……誰のせいだ？

　俺？　……んなわけないよな。だって俺、こいつが素直になるようなことなんて、何一つしてないし。

　乙女心、複雑。

　チラッと久遠寺を見ると、足取りは軽やかだ。確かに風邪は完治したみたいだな。

　それにどことなく嬉うれしそう。

　そんな顔を見せられると、気恥ずかしいんだけど。

　リズミカルな足取りで俺の少し前を歩いていた久遠寺が、不意に振り返った。

「そ、そう言えばさ、真さな田だ。ひよりとどうなったの？」

　あ……そういや、校舎裏で俺が土つち御み門かどに告白されたこと、知らないんだっけ。

「断った。……俺にも運命の人がいるからってな」

　今告白するのもありなんだろうけど、まだしない。もっとお互いを知ってからでも、遅くはないだろう。俺達はまだ、お互いのことを知らなすぎる。

「ふ、ふーん……そ、それって、私がいるからって意味よね？　そっか、そっか……」

　久遠寺は再び傘で顔を隠した。表情が読めないから、それがどういう意味なのかイマイチわからない。

「でも……もし、もしよ？　もしまだアンタのことを好きな人がいて、その子から告白される可能性もあるでしょ。そうなったら……」

「アホか」

「んなっ!?　何よっ！　人が色々悩んで、迷ってるのに……！」

　ガルルルルルッ！　いや犬かお前は。

「お前、ここ最近みんなの様子を見てどう思うよ」

「……みんな？　高校の？」

「ああ。それに家族でもいい。みんな、運命の人がいるのに誰かになびいたり、マイナスの言葉言ったりしてるか？」

「……言ってない……」

「だろ？　……当然、俺もそうだ」

「ぇ……それって……」

「……言わせんな」

　久遠寺も俺が言いたいことを何となく察したのか、顔を赤くして俯うつむいた。

「こほん。あー……とにかく、そういうことで」

「……ん。信じる」

　まだ不安げだが、雨の中、薄らと微ほほ笑えむ久遠寺。

　それがとても神秘的というか、女神的というか。まだ見たことのない久遠寺の表情に、俺の心臓は高鳴った。

　なんとなく気まずくなり、お互いに無言の時間が続く。

　耐えきれなくなったのか久遠寺が沈黙を破った。

「そ、それにしても、なんだか不思議ね。私達がこうして一緒に登校するの」

「まあ、中学からの俺らの関係を考えるとな」

　今でこそ『運命の赤い糸』のせいなのか、互いに丸くなっているけど。俺達が出会った頃なんて、本当にバチバチにいがみ合っていた。理由は主に、こいつが嚙かみ付いて来たからなんだが。

　もし中学の頃の俺達を知ってる奴やつがこんな所を見たら、目を疑うだろうな。

「今だから聞くけど、なんでお前俺にあんなに嚙み付いて来たんだよ」

「言わない」

「……え？」

「言わないわよ。べー」

　なんだそりゃ。

「気が向いたら、教えてあげなくもないわ」

「それって一生聞けないってことじゃん」

「気が向いたらって言ったでしょ？　それは明日かもしれないし、一年後かもしれない。もしかしたら十年後かもね」

「気の長い話だ」

「だから、気長に待ってなさい」

　ふわりと微笑む久遠寺。その拍子に、雨の匂いに混じって久遠寺の柑かん橘きつ系の香りが、鼻をくすぐった。

　……雨は嫌いだ。むしむしするし、濡ぬれるし、歩かなきゃいけないし。

　でも、こんな日だから、こうして久遠寺と肩を並べて歩けている。

[image: ]

　ちょっとだけ……本当にちょっとだけど。こんな雨の日も悪くない。

　そう思えた。
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　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。

　作者の赤あか金がね武蔵むさしです。

　この度は「俺おれの『運うん命めいの赤あかい糸いと』に繫つながってたのは、天てん敵てきのような女じょ子しだった件けん」をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　まだ立ち読みで買ってないというそこのお客様、そのままレジに行ってピッとしましょう。そして家に帰ってクーラーの下で読みましょう。お体にはご自愛下さいませ（２０２１年７月末現在、あっつい）。

　当作品は「小説家になろう」様に掲載しているのですが、書籍化するにあたって加筆に次ぐ加筆。修正に次ぐ修正を行いました。その結果、Ｗｅｂ版よりかなりよりよいものにできあがったと自負しています（エピソードの追加に苦心しました。誰か褒めて……）。




　ということで、当作品の紹介を大雑把にします。

　当作品はラブコメですが、他と一味違うのは『運命の赤い糸』が見える世界線だということです。【ラブコメ×オカルト】と言っていいかもしれません。

『運命の赤い糸』に振り回される少年少女達の恋物語が、この話の肝になります。

　正直、ラブコメがここまで難しいジャンルだとは思ってもみませんでした。

　でもそれ以上に、書いていてここまで面白いジャンルだとも思ってもみませんでした。

　この作品の一読者であり、一ファンである私としましても、この作品をもっと書いていきたいと思っています。

　なので、当作品を面白いと思った皆様。是非ともご友人、お知り合いの方、ご家族、大切な人、ＳＮＳ等で発信していただければと思います。何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます。




　最後に謝辞を。

　ファンタジア編集部の皆様。当作品をＷｅｂで拾ってくださった担当様。素敵なイラストを描いてくださったゆきうなぎ大先生様。そしてＷｅｂ版、もしくは書籍版から読んでくださった読者の皆様。

　本当に、本当にありがとうございます！





赤金武蔵
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